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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──これは、とある何でもない話。

　小さくてかわいい先輩を喜ばせたいがゆえに結果としてすぐに照れさせてしまう一人の男子生徒と、そうやって照れさせられてしまうのを何とかして防ぎつつ後輩に対して威厳を示したい先輩の、色々あったりなかったりする日常のお話だ。
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　朝の通学路はたくさんの生徒たちで賑にぎわっていた。

　まだ登校に不慣れだろう新入生、少しずつ慣れ始めてきた二年生、変わらない風景に飽き始めてきた三年生。

　駅から彩さい光こう学がく園えんへと向かう道は三百メートルほどの長い登り坂になっているため、坂の下からだと前を歩いていく他の生徒たちの姿がよく見える。

　そんな中、遥はるか先の坂の上に見知った姿を見付けて、市いち村むら龍りゆう之の介すけは駆け出した。

「先輩」

「ん？　あれ、だれか呼んだ？　あ」

　流れる水のように透明でさわやかな、耳にすっと馴な染じんでくる声。

　龍りゆう之の介すけの呼びかけに気付くと、自転車を押しながら歩いていたちっちゃい女子生徒がきょろきょろと辺りを見回した後、その場に立ち止まった。

「おはようございます、先輩」

「ん、おはよ。めずらしいね、行く途中に会うなんて」

「駅を出た直後に先輩を見付けて全力ダッシュしてきましたから」

「そんな遠くから!?　三百メートル走ってきたの!?」

　この人は──高たか遠とお花か梨りん先輩。

　私立彩さい光こう学がく園えんの三年生で、さらに龍りゆう之の介すけが所属する放送部（仮）の部長を務めている先輩である。

　身長は百五十センチあるかないかの小柄で（本人は百五十五センチだと言い張っている）、くるくるとよく変わる表情ともあいまって仔こ猫ねことか仔こリスとかそういった小動物的な印象を与える見た目をしている。

　龍りゆう之の介すけとは、放送部（仮）を通じての一年来の先輩後輩関係であったのだけれど。

　実はつい先日、とある一件を経て、少しだけ変わったことがある。

　それは何かというと……

「今日はいい天気ですね、花梨先輩」

「ん、そうだな。ちょっと暑いくらいだ」

「花梨先輩は暑いのは嫌いですか？」

「あー、うん、割と苦手かも。あ、でも夏は好きだよ。花火とかお祭りとかプールとか海とか、イベントがいっぱいあるから。それにもうすぐ『彩さい雲うん祭さい』もあるしね」

「そうなんですか、花梨先輩らしいですね」

「……」

　と、何だか先輩が苦虫をかみつぶしたような表情になっていた。

「花梨先輩？」

　訝いぶかしく思い龍りゆう之の介すけが尋ねると、先輩は顔を逸そらしながら小さくこう口にした。

「そ、そんな連呼しないでって……」

「？」

「だ、だから、朝からそんな花梨先輩花梨先輩言わないでってば……！　そ、その、まだあんまり言われ慣れてないんだから……」

　かーっと耳まで赤くしながら抗議をするように見上げてくる。

「ですが先輩を呼ぶ時は花か梨りん先輩と呼んでいいことになったと思っていたので」

「そ、それはそうなんだけどいきなり飛ばしすぎだから！　ちょ、ちょっとステイ！」

「はあ……」

　龍りゆう之の介すけとしては本来だったら三秒に一回は口にしたいところをこれでも抑えたつもりだったのだけれど、先輩にそう言われてしまってはひとまず黙るしかない。

　とはいえ、それ以外で確認しておきたい事項が一つあった。

「それはいいんですが、先輩」

「……な、なに……？」

「いえ。花か梨りん先輩も自分のことを名前で呼んでくれることになったはずですが」

「……っ……！」

　その言葉に先輩が弾はじかれたように反応する。

　そう──変わったことというのはこれだった。

　先週あったちょっとした出来事を通して、龍りゆう之の介すけは先輩のことを『花か梨りん先輩』と、先輩は龍りゆう之の介すけのことを『龍りゆう之の介すけ』と名前で呼び合うことに決めたはずだったのだ。

　だけどさっきから、先輩は龍りゆう之の介すけのことを『龍りゆう之の介すけ』と一度も呼んでくれていない。

　それが龍りゆう之の介すけにとっては少しばかり不満だった。

「そ、それはわかってるんだけど……」

「……？」

「や、約束は守るよ？　で、でもなんていうか、や、やっぱり恥ずかしいっていうか……だ、だって、お互いに名前で呼び合うなんて、そ、その、何だか、つ、付き合ってるみたいだし……」

　胸の前で指を回しながらもごもごと小さくつぶやく。

　その時だった。

「花か梨りん、なにやってるのー？」

「あ、ま、真ま衣い……」

　手を振りながらやって来たのは明るい笑みを浮かべるフレンドリーな雰囲気の女子生徒。

　塔とうヶが崎さき真ま衣いさん。

　先輩の友だちで、生徒会長をやっている校内でも有名な人なのだけれど、それを感じさせない気さくで話しやすい三年生だ。

「お、後輩くんもいるじゃん」

「おはようございます」

「ん、おはよー。もー、朝からこんな通学路のど真ん中でいちゃついてるなんて、あいかわらず仲がいいんだから」

「そ、そーいうのじゃないし！　普通の先輩と後輩のやり取りだから！」

「えー、でも花か梨りん、今、名前で呼ばれてたよね？　いつの間にそんなことになってたの？　私、知らなかったんだけど」

「う、そ、それは……」

　先輩が口ごもる。

「先週からです。それで、俺のことも名前で呼んでくれる約束になっていたんですが……」

「だ、だから、そ、それはわかってるんだけど、その、そ、そんな浮かれたカップルみたいな……」

　もにょもにょとうつむいてしまってその先の言葉が続かない。

　それを見て、真ま衣いさんがにんまりと小悪魔みたいな笑みを浮かべた。

「へー、そうなんだ。だったら私も後輩くんのこと、名前で呼んじゃおっかなー」
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「え？」

「いいでしょ？　別にへるもんじゃないし。えっと、りゅうのすけく──」

「ま、待ったー!!」

　と、そこで先輩が慌てたように声を割り込ませた。

「あれー、何で花か梨りんがとめるのー？」

「そ、それは真ま衣いが市いち村むらのことを名前で呼ぶのはいいんだけど……ほ、ほら、何ていうかやっぱり最初に人前で市いち村むらのことを名前で呼ぶのは放送部の部長として、い、一番近い先輩としてのあたしの役割っていうか……」

「んー、なになに？　よく聞こえなーい（にやにや）」

「う、うう……だ、だから……」

「ん？　んー？（にやにやにやにや）」

「……」

　そこで先輩はぎゅっと制服のスカートを握り締めると。

　シャンプーをされることを覚悟した仔こ猫ねこのように龍りゆう之の介すけの方に向き直って。

「い、市いち村むら！」

「はい」

「りゅ、りゅう……」

「……」

「りゅ、りゅりゅりゅりゅりゅ、りゅう……」




「──りゅ、りゅうのしゅけ……!!」




　思いっきり嚙かんだ。

　坂の下にまで届くくらいの澄んだきれいな声で、これ以上ないくらいの嚙かみっぷりを披露した。

「……っつつつつつ……」

　涙目になりながら、先輩が威嚇に失敗したアリクイみたいな顔になる。

　真ま衣いさんが隣で笑いを押し殺している中。

　──ワンアウト。

　そんな声がどこからか聞こえたような気がした。

　だけど……

「……」

「あれー、後輩くん、どうかした？　何だか納得がいかないみたいな顔して」

「……いえ」

「？」

　龍りゆう之の介すけには、少しばかり気になることがあったのだった。







　２




　昼休みになった。

「お、龍りゆう之の介すけ、どこ行くんだ？」

　教室を出ようとした龍りゆう之の介すけに話しかけてきたのは、日ひ野のだった。

　人当たりのいい陽キャなイケメンで、中学校からの龍りゆう之の介すけの親友とも言える存在だ。

「放送室だ。今日は昼の放送がある日だから、先輩と昼ご飯を食べようと思って」

「えー、俺とデズモンド・モリスの『親密さの十二段階』について熱く語りながらいっしょに食ってくれないのー？」

　悲しげな顔をしながら大げさな素振りでそんなことを言ってくる。

「悪い。それには興味はあるが、また時間がある時に頼む」

「……あー、うん、俺の適当な振りにも真顔でキチンと対応してくれるのはお前のいいところだと思うぞ。たぶん」

「適当だったのか……」

　こういうところはあるが、日ひ野のは基本的にいいやつなのである。

「じゃあちっちゃい先輩ちゃんによろしくなー」と言って送り出してくれる日ひ野のに手を振って、龍りゆう之の介すけは放送室へと向かう。

　ノックをして中に入ると、先輩が幸せそうな顔でイスに座って小動物のようにはむはむとおにぎりを頰張っていた。

「あれ、いちむ──ご、ごほん、りゅ、龍りゆう之の介すけじゃん。どうしたの？」

「今日は購買で昼ご飯を買ってきたので、ここで食べようと思いまして」

「あ、そなんだ。じゃあいっしょに食べよっか」

「はい」

　うなずき返して、先輩の隣に座る。

　先輩はお弁当のようだった。

　小さく握られたおにぎりに模様のように巻かれたハムとチーズ、ハート形に切られた卵焼きにウサギの形をしたリンゴ。その隣には先輩お気に入りのドリアンティーが注がれたカップが置かれている。女子らしくだいぶ小さな弁当箱だったけれど、色とりどりでおかずの種類もたくさんあって、見るからに美お味いしそうだ。

　と、龍りゆう之の介すけの視線に気が付いたのか、先輩が顔を上げた。

「ん、どしたの？　あたしのお弁当、なんかヘン？」

「いえ、美お味いしそうだなと思って。花か梨りん先輩が作ったんですか？」

「ん、そうだよ。家では料理はあたしの役割だから。お兄ちゃんと妹の分も作ってるかな」

「さすがは花か梨りん先輩ですね。家庭的で母性的で、いいお嫁さんになれると思います」

「ご、ごほぉっ……っ……！」

　先輩が盛大に咳せきこんだ。

　苦しいのか顔を真っ赤にしながら必死に胸を叩たたいている。

「大丈夫ですか？」

「ちょ、りゅ、龍りゆう之の介すけ……お、およめ……って……!?」

「すみません。花か梨りん先輩がニャン左ざ衛え門もんのエプロンを着けて台所で料理をしている姿まで想像できてしまったので、つい」

「そ、それはもう想像じゃなくて妄想だから！」

　まだ顔をミニトマトみたいに赤くしたまま声を張り上げる。

「はあ、も、もうほんとに龍りゆう之の介すけは……ま、まあ、そーいうところは今に始まったことじゃないからいいけどさ……って、まだお弁当を見てる！　──あ、もしかして、ほしいとかー？」

　そこで少しだけ冗談めかしてそう言ってくるものの、龍りゆう之の介すけの答えはもちろん決まっていた。

「はい。食べたいです」

「う……龍りゆう之の介すけはこういうところ、ほんとに迷いがないな」

　先輩が複雑そうな顔になる。

「花か梨りん先輩のお弁当が食べられるのならこの場で逆立ちして三遍回ってワンと鳴いてもいいくらいです」

「だ、だから真顔でそういうことを言うなって……ん、でも待てよ」

　と、そこで先輩が何かに思い当たったように口元に手を当てた。

「よく考えてみれば、もしかしたらこれは龍りゆう之の介すけを照れさせ返すいいチャンスかも……」

「？」

「ん、よし、わかった。じゃあちょっとわけてあげる」

「本当ですか。ありがとうございます」

「卵焼きでいいよね？　それじゃあ……」

　先輩はそう言うとにやりと笑って。

「ほら、あーん」

「……」

　箸でつまんだ卵焼き（ハート形）を差し出してきた。

「ほらほら、どうしたの？　遠慮なく食べていいから。あーん」

「……」

「ふふー、前にあたしがこれをやられた時はかなり照れくさかったもんね。きっと龍りゆう之の介すけも顔を真っ赤にして悶もん絶ぜつしながら照れるに決まって──」

「ありがとうございます」

　パクッ。

　差し出された卵焼きに、龍りゆう之の介すけは何の迷いもなくかぶりついた。

　先輩が目の前でアロワナがジャンプをして水上の昆虫を食べた瞬間を見たような顔になる。

「なんでなにも動じてないの!?」

「？　動じるって、何がですか？」

「い、いや、そ、それはその……ご、ごほん……」

（そ、そうだった、龍りゆう之の介すけは鉄の心臓で鉄面皮でこういうのはぜんぜん効果がないんだった……）

「先輩？」

「え、あ、な、なに？」

「お弁当、食べないんですか？」

「あ、う、うん、食べるよ。もうあげないからね……って!?」

　右手に持った箸を見ながら、先輩が声を上げた。

「どうしたんですか？」

「え、そ、その、こ、これって今、龍りゆう之の介すけが口をつけたんだよね？　ってことは、よく考えてみたら、間接……」

「？」

「か、間接、きききききき……っ……」

「何の話ですか？　サブミッションの話ですか？」

「違うよ！」

　何言ってんだって顔で即座に反論してくる。

　だがその後も、「む、むむむ……」とかわいらしいうなり声を上げながら箸先を睨にらみつけたまま、お弁当に手を付けようとしない。

「食べないんですか？」

「……」

「先輩？」

「……」

「あの」




「あ、あー、もう……！　た、食べるって！　食べればいいんでしょ！　にゃ、にゃー……っ……！」




　昼休みの放送室になぜか先輩のどこかやけっぱちな叫び声が響き渡って。

　──ツーアウト。

　そんな声もどこからか聞こえてきたような気がした。

「…………」

　だけど。

　朝に引き続いて、龍りゆう之の介すけにはその判定に若干引っかかるところがあった。

　引っかかるというか、少し前の先輩との一件以来ずっとどうするべきか迷っていること。

　それが何かというと……

　ぱたり……

「？」

　と、そこで隣からそんな音が聞こえた。

「先輩？」

「あうあうあうあうあう……か、間接……うぁああああああ……」

　見れば先輩が小さく声を上げながら、魂が抜けたようにふらふらと机に突っ伏していた。

「だ、大丈夫ですか……！」

「あ……あんまりだいじょうぶじゃないかも……」

　顔を茹ゆであげられたロブスターのようにして湯気を噴き出しながら倒れ伏す先輩を、何とか介抱したのだった。







　３




　放課後。

　ホームルームが終わり、龍りゆう之の介すけが真っ先に向かった先は当然のごとく放送室だった。

「こんにちは、花か梨りん先輩」

「お、りゅ、龍りゆう之の介すけ、昼休みぶり……」

「はい。体調は大丈夫ですか？」

「え？　あー、うん、あれは別に体調がどうとかじゃないっていうか……」

「？」

「ま、まあそれはいいって。それより練習を始めよ。今日は二人だからじっくりマンツーマンで指導してあげるからね」

「お願いします」

「じゃあまずは声出しからね」

　先輩の言葉に従って、準備運動代わりの発声練習から始める。

　ちなみに『放送部（仮）』のもう一人の部員である一年生の舞まい原はらさんは、今日はアルバイトがあるということでいない。

　何のアルバイトなのか知らされてはいないけれど、けっこうな頻度で仕事が入っているらしく、だいたい週に二、三回はそっちに行っている。

　一度何をしているのか訊きいたこともあったものの、「……そ、そんな……わ、わたしごときジンメンカメムシの働き口なんて……く、口にするのもおこがましいです……」と言って教えてはくれなかった。

「あっ、えっ、いっ、うっ、えっ、おっ、あっ、おっ……」

　放送室の真ん中で、二人並んで定番の発声メニューを一通りやっていく。

　隣から聞こえてくるのは、先輩の澄んだ声。

　それはさっきまで龍りゆう之の介すけと話していた時に発せられていた声とは異なるものである。

　──そう、花か梨りん先輩には二つの声がある。

　一つは発声用に張られた、どこまでも澄んでいてきれいな声。

　もう一つは素の時に出される、鈴を転がしたようなかわいらしく耳心地のよい声。

『放送室の人魚姫リトルマーメイド』と呼ばれる所以ゆえんともなっているそれらの声は、本当に片方は女神で、片方は天使というのにふさわしい天上の響きなのである。

「…………」

　とはいえその先輩の癒やしの極致ともいえる声にも、今は少しばかり心の中の引っかかりに邪魔をされて純粋に浸ることができないのであって……

「──なあ龍りゆう之の介すけ、もしかして何か悩んでいることがあるんじゃないか？」

「え？」

　と、先輩が龍りゆう之の介すけを見上げてそう言った。

「どうしてそれを……」

「ふっふっふ、こう見えても先輩だからな。まだまだくちばしの黄色い後輩のことなんて全部お見通しだよ」

「そうなんですね……」

　その通りだった。

　そう、確かに龍りゆう之の介すけは今、少しばかり悩んでいる。

　悩んでいるというか、どうしようか迷っていることがある。

　朝の通学路でも、昼休みのお弁当タイムでも、実はそれがどこか引っかかっていた。

　何かというと……先輩に対して成し遂げようと決めた誓いだ。

　──一日に三回、先輩に喜んでもらうこと。

　毎日必ず、スリーアウトチェンジを達成すること。

　高校に上がって放送部（仮）に入部して以来それを日課にしてきたし、そしてそれはおおむね成功しているものだと思い込んできた。

　だけど先日の一件で……実は先輩は喜んでいるというよりもむしろ照れていたという事実が判明した。それは龍りゆう之の介すけにとってはまさに頭にデッドボールの直撃を受けたほどの衝撃であり、それがずっと喉に引っかかった魚の骨のように頭の片隅に残っていたのだ。

「だいじょうぶ、全部あたしに任せておけば問題ないから。衝突防止機能と駐車支援機能がついた最新型自動車に乗った気持ちでいればいいぞ」

「花か梨りん先輩……」

「先輩として、部長として、こういう時は遠慮なく頼ってくれていいんだからね」

　ドンと胸を叩たたいてそう言う。

（龍りゆう之の介すけも放送部に入ってもうすぐ一年……だいたいこれくらいの時期に声の出し方の技術とかで色々迷って伸び悩む頃だもんね。よしよし、ここはびっと明快な指導を見せつけて、年上の頼れる先輩としての威厳を見せつけてあげなくちゃ）

「花か梨りん先輩……はい、お願いします」

「うんうん、いい返事。じゃあ経験豊富で教え上手な花か梨りん先輩が答えちゃおうかな。龍りゆう之の介すけの悩みを解決するためには、ずばり……」

　そこで一度咳せき払ばらいをすると。

　先輩は胸を張って、こう口にした。




「──ずばり大事なのはね、どんな時でも迷ったら基本に立ち返ることなんだよ！」




「基本に……？」

「うん、そ。伸び悩みを感じたら、あんまり難しいことは考えないで、最初に思い描いた自分の理想通りに、原点に戻るのがいいんだよ。何を一番やりたいのかっていう基本のモチベーションを見つめ直すっていうのかな？　そうすれば自おのずとどういうステップを踏めばいいか、どういう声を出せばいいのかが見えてくるはずだよ。基本には全ての答えが詰まってるんだから」

　真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけの目を見ながらそう言ってくる。

　その言葉に、龍りゆう之の介すけは雷に撃たれたような心地になった。

　それは確かに……その通りだ。

　最初に思い描いた自分の理想。

　どんなに迷っていても、龍りゆう之の介すけのモチベーションは一つしかない。

　そこから出すべき声なんて、言葉なんて、決まっている。

　それを考えれば、やるべきことなんて自おのずと決まってくるわけで……

「……そう、ですよね。悩んだ時には、迷って道が見えなくなりかけた時には基本に返る。野球でもそうでした」

「ん、そうだろそうだろ。どう、あたしの指導、役に立った？」

「はい、とても」

　役に立つどころか、まさに龍りゆう之の介すけが求めていた答えをくれたといっても過言ではない。

〝基本には全ての答えが詰まっている〟。

　そこで龍りゆう之の介すけは一歩前に出ると。

　……よし。

　心の中で決意を固めて。

「真剣に一生懸命に指導をしてくれる先輩はとてもかわいらしいです。可か憐れんでこれ以上ないくらいに魅力的で、いつまでも至近距離からじっくりと眺めていたくなります」

「え、ちょ、は、はあ……!?」

　先輩がひっくり返りそうな声を出した。

「その凜りんとしつつも柔らかな姿はまるで聖歌を歌うマリア様を彷ほう彿ふつとさせます。そして発せられる声は、聞いているだけで血液がサラサラ透明になってくるかのようで……」

「！　ま、待ったー！　な、なんで急にそんなこと言い出すの!?　そ、それは確かに今日一のいい発声で言えてたけど、脈絡なさすぎて怖いんだけど!?」

「花か梨りん先輩が仰おつしやった通り、基本に立ち返ることにしたんです。やっぱり俺にとって花か梨りん先輩がかわいいことと、花か梨りん先輩の声が寝ても覚めても幻聴のように耳の奥に聞こえてくるくらいに好きなことは基本中の基本なので、そこをきちんと声に出して再確認するべきだと思って」

「何を言ってるんだかさっぱりわからないよ!?　あとそれ医者行った方がいいよ！」

　先輩がぱたぱたと手足を振り回しながら真っ赤な顔で声を上げる。

　このリアクションも、喜んでくれているのかはたまた照れているのか、正直なところ龍りゆう之の介すけにはハッキリとは判別できない。

　だけど少なくとも……嫌がってはいないと思う。

　あと間違いなく今の先輩の姿はかわいい。

　だから基本に従って、龍りゆう之の介すけは続けた。

「花か梨りん先輩といられるこの時間を、俺は何よりも大事に思っています。叶かなうのなら、おはようからおやすみまでずっと至近距離から花か梨りん先輩のことを見守っていたいくらいです。大好きです」

「……ひょっ……」

　ＲＩＮＥの送信音のような声を出して。

　直後に目をぐるぐると回して、電源の切れたピッチングマシーンのように先輩は動かなくなった。




　──スリーアウトチェンジ！




　今度こそは、その声がしっかりと龍りゆう之の介すけの頭の中に響いたのだった。
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「……それじゃあ、今日のレッスンはここまでにしようか……」

「はい、ありがとうございました」

「……ん、おつかれ……」

　先輩がどこか疲れたような表情で放送室を出て行く。

　だけどそれとは裏腹に、龍りゆう之の介すけの胸中は晴れやかだった。

　迷った時こそ、基本に立ち返る。

　自分の原点を見つめ直す。

　それはまさに至言だった。

　迷える龍りゆう之の介すけを導き、やるべきことを明示してくれる、これ以上ないくらい的確なアドバイス。

　先輩のその言葉を確かに受け止めて、龍りゆう之の介すけはこういう結論に達した。




　──つまりは、まだまだ自分の努力が足りなかったということだ。




　それに尽きるだろう。

　龍りゆう之の介すけの喜ばせようとする熱意が未熟だったからこそ、先輩は喜ぶよりも先に照れてしまった。結果として誓いを達成するに至らなかった。

　だとしたら龍りゆう之の介すけにできることは……これまで以上に真摯に先輩からアウトを取ることを目指すだけだ。

　ただスリーアウトを取るだけじゃなくて、三奪三振でスリーアウトを取る。

　基本に戻ってひたすらに、『累積アウト数』を積み重ねていく。

　野球部時代にピッチャーとして追い込まれた時にも、変化球ではなくて、真っ向からのストレートで勝負してきた。

　それを先輩への誓いにおいても実践すればいいだけの話だ。

　思っていることを、今の三倍の勢いで余すことなく真剣に真まっ直すぐに声に出す。

　声に出して、自分の先輩に対する想おもいをハッキリと伝える。

　決して器用とはいえない龍りゆう之の介すけには、それを積み重ねていくこと以外にできることはない。

　中ちゆう途と半はん端ぱはダメだ。

「……まだまだこれからだ」

　固く拳を握り締めて、よりいっそう先輩を喜ばせるためひたすらにアウトを取り続けることに邁まい進しんする決意を固めたのだった。








・本日のアウト数：３

・累積のアウト数：３
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「……はあ……」

　廊下を歩きながら、花か梨りんは大きなため息を吐いていた。

　今日もぜんぜんダメだった。

　というかダメダメだった……

　あいかわらず市いち村むらはところ構わずぐいぐい攻めてくるし、それにいちいち反応して先輩としてあるまじきばたばたな反応を見せちゃったわけだし……

　どう少なめに見積もっても確実に三回以上照れさせられてしまった。もう花か梨りんの完封負けだと言っていい。

　以前から掲げている花か梨りんの目標。

　──市いち村むらから照れさせられる回数を一日三回未満に抑えること。

　──そんな日を、一週間に一度以上作ること。

　これがまったくもってと言っていいほど、達成できていない。

「うう、どうしたら先輩としての威厳を取り戻せるんだろ……」

　あの市いち村むらの攻めを前にして、まったく打開策が見当たらない。というかだらしなく頰を緩ませないようにするだけで精一杯だ。

　それに、その、照れくさいのは確かだけど、市いち村むらが色々ほめてきてくれたりこっちのことを気遣ったりしてきてくれるのは別にうれしくないわけじゃなくて……

「……」

　……は！

　いけないいけない、このままじゃ市いち村むらの思うツボだ！

　年上の余裕がぜんぜんなくて防御力が紙レベルで、ちょっとほめられればすぐに手のひらの上でころころと転がされるようなちょろい女だと思われてしまう。部長として先輩として年上の大人の女として、それは絶対に避けなければならない。

　それに市いち村むら……前になんか言ってたよね。一日三回あたしを喜ばせることに一週間以上連続で成功したら、やろうと決めてることがあるとかないとか……

「…………」

　……え、あ、あたし、なにされるの……!?

　あの時は別のことでいっぱいいっぱいだったからそこまで深く考えなかったけれど、なんといっても相手はあの市いち村むらだ。想像の斜め上のそのまた上空百メートルくらいを飛び越えたとんでもない提案を繰り出してくることは十分にあり得ることであって……

「ぜ、絶対に一週間以上照れさせられないようにしないと……！」

　きゅっと手を握り締めて、改めて目標を達成することを胸に誓ったのだった。







　──これは、とある何でもない話。

　小さくてかわいい先輩を全身全霊で喜ばせたいがゆえに結果としてすぐに照れさせてしまう一人の男子生徒と、そうやってあっという間に照れさせられてしまうのを何とかして防ぎつつ後輩に対して威厳を示したい先輩の、色々あったりなかったりする日常のお話だ。
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「なあ龍りゆう之の介すけ、今日帰りにボウリングやってかない？」

　放課後の教室。

　龍りゆう之の介すけが帰り支度をしつつスマホに目を遣っていると、右手でボールを投げるようなポーズをとりながら日ひ野のがそう話しかけてきた。

「最近、一日おきに行くくらいにハマっててさ。こないだマイボールまで買ったんだぜ。ほら、たまには委員長でも誘ってさ、ターキーとか獲とってみない？」

　前のめり気味にそう言ってくる。

　だけど。

「今日も部活があるんだ」

「えー、またかよー」

　日ひ野のが不満げに声を上げる。

「悪いな」

「はいはい。どうせ今日も例の先輩が来るから行かないわけにはいかないって言うんだろ。分かってるって」

「いや、今日は先輩はいない」

「え、マジで!?」

　龍りゆう之の介すけのその言葉に、日ひ野のが真っ昼間に流れ星を見つけたような顔になる。

「じゃあ何で俺に付き合ってくれないの!?　先輩が来ない日は部活は休みだって言ってたじゃん！　──はっ、もしかして違う女ができたとか!?」

「そんなんじゃない」

「じゃあ何だよ？　おかしいだろ、あんなに先輩先輩言っててご主人様の前でだけはシッポをブン振りするドーベルマンみたいだった龍りゆう之の介すけが、先輩がいないのに部活に行くなんて！　……あ、そういえばお前、前に生徒会長と仲良くしてたけど、まさか……！」

「違う。真ま衣いさんはただの友だちだ」

「真ま衣いさんって、何で名前で呼んでるんだよ！　仲良しか！」

「……」

　これはもう口で説明してもダメそうだ。

　日ひ野のの頭が冷えた後にＲＩＮＥでフォローをしておくのが正解だろう。諦めて、龍りゆう之の介すけは手を振って教室を出た。

「この裏切り者ー！　ロールキャベツ男子ー！」

　後ろから日ひ野のの悲痛な叫び声が聞こえてきたけれど、ひとまずスルーして放送室へと向かった。
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　防音で二重になった扉を開けて龍りゆう之の介すけが放送室に入ると、待っていたのは静寂だった。

　いつもだったらだれよりも早くやって来て、ぱたぱたとちっちゃい身体からだでところ狭しと動き回りながら放課後の放送や指導の準備をしている先輩の姿が今日はない。




『ごめん、今日はちょっと真ま衣いの手伝いで生徒会に参加しなきゃいけなくて、もしかしたら放送部に行けないかもしれない……！』




　そんなＲＩＮＥが、「すまぬでござる……！」とニャン左ざ衛え門もんが土下座をしているスタンプとともに龍りゆう之の介すけのスマホに送られてきたのがほんの十五分前のことだ。

　それを見た瞬間は、龍りゆう之の介すけも帰ろうかと思った。

　日ひ野のが言っていた通り、これまでであれば先輩が来ない日は部活は休みにすることにしていた。

　龍りゆう之の介すけ一人ではまだ基礎的なレッスンしかできなかったし、何よりも放送部（仮）は先輩がいてこその放送部（仮）だというのが龍りゆう之の介すけのポリシーだったからだ。

　だけど今回はそういうわけにはいかない事情があった。

　先輩からのＲＩＮＥには続きがあった。




『でも今日は舞まい原はらさんは来るみたいだから、あたしの代わりに龍りゆう之の介すけが指導よろしくお願いね。頼りにしてるから……！』




「……」

　頼りにしてるから。

　その文字に思わず目がいってしまう。

　それは今まで先輩からは言われたことのない言葉であって……

　コンコン、ガチャリ……

　と、その時入り口の扉がノックされて、遠慮がちに開けられた。

「……こ、こんにちは……し、失礼します……」

　か細いけれどしっとりと耳心地のよい声とともに入ってきたのは、背が高くスタイルのいいモデルのような女子生徒だった。

　舞まい原はら星ほし菜なさん。

　放送部（仮）の三人目の部員で、落ち着いて大人びた外見から制服を着ていなければまるで大学生か社会人のように見えるものの、実は龍りゆう之の介すけよりも年下の高校一年生である。

　龍りゆう之の介すけしか知らされていないのだけれど、声優になることが将来の夢であるらしい。

「……あ、い、市いち村むら先輩、お疲れさまです。あ、あれ……きょ、今日は高たか遠とお先輩は……？」

「花か梨りん先輩は用事があって今日は来られないみたいだ」

「……あ、そ、そうなん……ですね…………あっ」

　と、そこで舞まい原はらさんが小さく声を上げた。

「？」

「……あ、す、すみません……！　な、何でもないんです……！」

　前髪が垂れた顔をうつむかせながら、ぶんぶんと手を振る。

「……た、高たか遠とお先輩が来られないということは……も、もしかして……今日は、い、市いち村むら先輩と……ふ、二人だけ……？　ふ、二人っきりの素敵空間……？」

「舞まい原はらさん」

「……は、はひっ……！」

　舞まい原はらさんが弾はじかれたように声を上げる。

「そういうわけで、今日は俺が舞まい原はらさんを指導するように言われていて……」

　そう、これが龍りゆう之の介すけが先輩不在の放送部（仮）にやって来た最大の理由だ。

　もちろん後輩である舞まい原はらさんを一人だけにさせておけないというのもある。

　だけど先輩からの頼まれ事。

　それは龍りゆう之の介すけにとって何があっても、たとえ今この場で地球が異星人からの侵略を受けて壊滅状態になったとしても、なし遂げないわけにはいかない最重要優先事項だった。

「……そ、そうなんですね……い、市いち村むら先輩から……マ、マンツーマンレッスン……」

「どこまでできるか分からないが、全力を尽くそうと思う」

「……こ、こちらこそ……よ、よろしくお願いします……！」

　舞まい原はらさんが大きな身体からだを小さくして深々と頭を下げて。

　そういう経緯で、舞まい原はらさんと二人でレッスンをすることとなった。







「それじゃあ今日はアフレコレッスンをやろうと思うんだが……」

「……あ、は……はいっ……」

　舞まい原はらさんの指導題材として龍りゆう之の介すけが選んだのは、アニメなどからシーンを抜粋して声を当てる演技をするアフレコレッスンだった。

　というよりも……舞まい原はらさんは、今のところこのアフレコレッスンしかできない。

　それもタイトルをアニメ『ときめき☆ブロードキャスト』に限っての。

　それ以外ではうまく喉が開かずに発声がまるでゾンビかオットセイのうめき声のようになってしまうため、他に選択肢がないのである。

「ここの主人公の先輩が入部して間もない後輩に対して二人きりで個人指導をするシーンをやってもらおうと思う。相手役は俺がやるから」

「……え、い、市いち村むら先輩と……いっしょに、ですか……？」

「ああ、相手としては不十分かもしれないが」

「……い、いえ……っ……わ、わたしごときダンゴムシが、そ、そそそそんなことは……っ……！　ただ……」

「？」

「……あ、な、何でもないです……っ……」

（……と、『ときめき☆ブロードキャスト』の切なくて胸キュンなシーンを……い、市いち村むら先輩といっしょにやるなんて……っ……そ、そんな幸せでいいのかな……あ、こ、これって……ちょ、調子に乗って浮かれてたらトイレの上から水をかけられるパターンなんじゃ……？　そ、そうだよね……わ、わたしみたいな愛人声のデカ女なんかが市いち村むら先輩に釣り合うわけがなくて……う、うう……そ、そう思ったら……き、緊張してきた……）

　舞まい原はらさんは何やら頰を赤くしたかと思ったら直後にズーンと落ちこんだように床に「の」の字を書き始めたりしている。

　怪け訝げんに思いつつも、考えてみれば舞まい原はらさんがそこはかとなく挙動不審なのは何も今に始まったことじゃないと思い直して、ディスプレイの電源を入れる。

　五十五インチの大きめの画面から『ときめき☆ブロードキャスト』の映像が流れ始めて。

　そうして始まったアフレコレッスンだったのだけれど……







「『……わ、わたし……おっおおおぉおお……せ、先輩のことを……おおおおぅお……と、とても尊敬していて……おおおおおおぉお……』」

「『俺だってそうだ。お前はかけがえのない、大事な後輩だよ』」

「『……う、うれし……おおおおお……いです……おおおおわたしもぉおおおおお……先輩ぉおおおおお……おぉおおおお……』」

「…………」

　……おかしい。

　どうしてこうなっているのだろうか。

　マイクの前で懸命にアフレコをする舞まい原はらさん。

　かろうじてところどころ声は出ている。出てはいるものの……それが余計にゾンビ味を増しているというより悪い事態だ。

　理由がさっぱり分からない。

　あの時はアフレコレッスンならできたはずなのに……

　だけど現実問題として、目の前に広がっているのはゾンビの大行進である。このまま舞まい原はらさんをうまく指導できなければ、龍りゆう之の介すけを信じてこの場を任せてくれた先輩に顔向けができなくなってしまう。

（どうすれば……）

　とはいえどうしたらいいのかまったく解決策が見えない。

「『……先輩の……おぉおおおおお……す、全てがほしいですぅ……うううううぅうう……た、食べてしまいたいくらい……あぁああああああ……』」

　しかも台詞せりふの内容もあいまって、完全にウォー●ング・デッドのワンシーンになっている。

　これはどうしたものか……と龍りゆう之の介すけが頭を抱えていると、隣の舞まい原はらさんが泣きそうな顔で小さく見上げてきていた。

「……す、すみません……わ、わたし……こんなこともまともに、でき、できなくて……」

「舞まい原はらさん……」

「……せ、せっかく……これならできるって、市いち村むら先輩に教えてもらったのに……そ、それすらムダにしてしまって……ほ、本当にわたしなんて……ただムダに身体からだばっかり大きいだけで……い、いいところなんてなくて何の価値もない地べたに汚らしく生えているぺんぺん草野郎です……」

　そう言って涙目になりながらうつむいてしまう。

　だけど。

「そんなことない」

「え……？」

「いいところがないなんて、そんなことは絶対にない。前にも言ったが、舞まい原はらさんはとてもいい身体からだをしている。足はすらりと長くてほどよい肉付きで、バランスがいい。体幹も非常に安定しているのが分かる。見ていて気持ちがいい」

「……ふ……ふあ……っ……!?」

「それに舞まい原はらさんの声はすごくきれいだ。すっと耳に入ってきて、まるで夜の星の下に咲く花みたいというか」

「……え……え……あ、あの……ほ、星の下に咲く花……って……え、え……そ、そんなこと……！」

「本当だ。今はただうまく出せていないだけで。そこは俺が保証する」

「……ひ……くっ……!?」

　舞まい原はらさんの声がきれいだというのは龍りゆう之の介すけの本心だ。

　先輩のどこまでも透き通っていてあらゆるものを浄化してくれるような響きとはまた違った、しっとりと岩に水が染しみ入いるような声。

　方向性は異なるものの、耳心地の良さは先輩に近いものがあると思う。

　あとは何とかしてもう少し声を出せさえすれば劇的に状況は変わってくるのであって……

「……」

　そこであることに思い至る。

　前に先輩が言っていた……あれはどうだろうか。

　思うようにうまく演技ができない時でも、自然と台詞せりふが口をついて出てくるようになるという方法の一つ。

「あの、舞まい原はらさん」

「……は、はい……っ……！」

「ここのシーンを、声だけじゃなくて実際に再現してみるのはどうだろう」

「……え？」

「声だけだと表現しにくいシチュエーションも、その方が自然に演技をしやすいらしい」

　そう、以前に先輩が龍りゆう之の介すけ相手にやろうとしたあれだ。

　あの時は先輩が何だか勝手にアウトを重ねてうやむやになってしまったけれど、方法自体は効果的なもののはずである。

「…………」

　龍りゆう之の介すけの提案に、舞まい原はらさんは迷っているようだった。

　だけどやがて制服のスカートをきゅっと握り締めて。

「……わ、分かりました……う、うまくできるか自信はないです……で、でも……い、市いち村むら先輩が指導してくださるなら……！」

　一生懸命な声で、そう答えたのだった。
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「『……わ、わたしの声は……あぁああああああ……せ、先輩に……おぉおおおおおお……さ、捧ささげるために……あるんです……うぉおおおおおおお』」

　まだところどころにうめき声を混じらせながらも、舞まい原はらさんが壁を背にして龍りゆう之の介すけのことを小さく見上げる。

　今からやるのは、懸命に直ひた向むきに指導を求めてくる女子の後輩に、男の先輩がつい本気になって熱血指導をしてしまうシーンだ。

『ときめき☆ブロードキャスト』内でも屈指の人気エピソードである（らしいと、後に舞まい原はらさんから聞いた）。

　ディスプレイを見てみると、先輩が後輩の顔のすぐ脇の壁に右手をついて台詞せりふを口にしている。

　確かこれは……あれだったか、壁ドン。

　なので龍りゆう之の介すけもそれにならって、右手を突き出した。

「『まだだ。まだきみの声には秘められたポテンシャルがあるはずだ。俺が全力でその魅力を引き出してやる』」

「……！」

（……ひゃ……っ……ち、近い……近いよ……）

「『大丈夫。何も心配しなくても全部俺に任せてくれればいい。ほら、力を抜いて』」

　台詞せりふを口にしながら、ディスプレイの中の男の先輩と同じようにさらに左手を舞まい原はらさんの喉元に添える。

「……っ……！」

（……せ、先輩の手が……顔に……あ、あごクイ……？）

　台本によれば、次は後輩の台詞せりふが返ってくるはずである。

　しばしそれを待つものの……

「…………」

　だけど舞まい原はらさんは壁かべ際ぎわで石像のように直立したまま、身動きをしない。

　必死に龍りゆう之の介すけを見上げながら金魚のように口をぱくぱくとさせてはいるものの、そこから声は響いてこない。

「……」

　これでもダメ、か……

　アフレコプラス実演なら、何とかなると思ったのだけれど。

　やはり後輩を指導するという難行は一朝一夕で達成できるほど甘くはないということか。

　先輩からの頼まれ事を果たせないのを無念に思いつつも、あまりここで追い込みすぎても、かえって萎縮してしまうかもしれない。

　仕方ない……

　そう考えて、龍りゆう之の介すけはアフレコレッスンをストップしようとして……




　☆




　う、うう……ど、どうしたらいいんだろう……

　壁かべ際ぎわで固まりながら、星ほし菜なはほとんど泣きそうになっていた。

　声を出したいと心から強く思っているはずなのに、市いち村むら先輩の姿を目の前にすると、どうしてか顔が熱くなって身体からだがガチガチになってしまう。ただでさえ出ない声がさらにウスバカゲロウの羽音みたいになってしまう。

　それは自分ではどうしようもないことなのであって……

「……」

　だ、だけど……

　先輩がここまでしてくれている……ただの指導じゃなくて、マンツーマンでアフレコレッスンにまで付き合ってくれている……

　だったらそれに何かしらのかたちで応えることができなかったら、それこそ自分なんてアオミドロ以下の微生物レベルの存在になってしまうのではないか。光合成すらできない単細胞生物になってしまうのは避けられない。うう……せめてプランクトンレベルくらいは保ちたい……

　それに……

「……」

　今やっている『ときめき☆ブロードキャスト』のこのシーン。

　伸び悩んでいた後輩が先輩の熱心な指導の末に彼にとっての『一番星』になることを誓うという……何度も何度も見てきた、大好きなシーンだ。

　最初から最後までどういう構成になるか完璧に分かっているし、家でジョンに抱きつきながら見返している時は、目をつむっていたって台詞せりふを口にすることができるくらいなのに……

　そのシーンを前にして、こんな体たらくな自分が情けなかった。蒸発して空に還かえって雨水になってしまいたかった。

「……」

　ジョンが……いてくれたら……

　すがるような気持ちでそう思う。

　と、そこで気がついた。

（……あ、あれ、市いち村むら先輩って……もしかしたら、少し……ジョンに似てるかも……）

　見ていると安心できる大きな身体からだ、鋭い中に優しい光をたたえた目、固そうだけれど手触りのよさそうな毛。

　見れば見るほど……雰囲気がよく似ている。

　だ、だったら……もしかして……

（……市いち村むら先輩をジョンだと思えば……）

　家にいるのと同じ心地でリラックスできて、声を出すことができるんじゃないだろうか。

　それはこの上なく失礼な思いつきだと頭では分かりつつも……他に選択する余地はなかった。

（……い、市いち村むら先輩は……ジョン……）

　今は……そう思うしかない。

　というよりもこのまま何もできずにせっかくの指導を終えてしまう方が市いち村むら先輩に対してよっぽど失礼になってしまうはずだ。

（……よ、よし……！）

　想像する。

　ここは自分の部屋で、目の前には優しい瞳のジョンがいる。

　ジョンは喉を鳴らしながら身体からだを寄せてその立派な毛並みを触らせてくれようとする。

　それは心の底からリラックスすることができる、一日の中でも至福の時間で……

（……あ、な、なんだか……市いち村むら先輩がジョンに見えてきた……）

　先輩の大きくて黒いシルエットが大好きなジョンの姿と重なる。

　一度そう思えると、一気に身体からだから余計な力が抜けて楽になってきて……




　☆




　龍りゆう之の介すけが諦めようとしたまさにその時、変化は起こった。

「……っ……」

　舞まい原はらさんは何かを思い切ったかのように勢いよく顔を上げた。

　長い前髪がふわりと舞い上がる。

　そして龍りゆう之の介すけの目を正面から見つめると、




「『……わたしは……先輩に全てを預けたいです……！』」




　夜の星の下に咲く花のような声が、静かに、だけど確かに発せられた。

「『……この身も……この心も……この声も……全部……』」

　さっきまでのゾンビが徘はい徊かいしている時のような声がウソのように、舞まい原はらさんはそのしっとりとした声を放送室内に響かせている。

　何か吹っ切れたのか、自分なりのコツをつかんだのだろうか。

　理由は分からない。

　だけどこうなった以上、龍りゆう之の介すけとしても負けていられない。

「『ああ、全部俺に任せておけばいい。君のためなら俺は何にだってなってみせる』」

「『……うれしい……先輩がわたしのために本気になってくれている……一対一で向き合ってくれている……』」

「『いやもっとだ！　俺たちはもっと通じ合える……！　そして君はきっと、俺の〝一番星〟になってくれるはずだ……！』」

「はい……っ……！」

　いい感じだった。

　二人とも引っかかることなく、流れるように掛け合いをすることができている。

　このままいけば指導は成功といっていい結果で終わることができる……龍りゆう之の介すけがそう思いかけた次の瞬間。

　と、そこで舞まい原はらさんが予想外の行動に出た。

「……ふふ……ジョン……」

「……」

　ジョン……？

　その単語に龍りゆう之の介すけは首を傾ける。

　こんな台詞せりふは、台本にはなかった。

　どういうことだろう……と疑問に思っていると、舞まい原はらさんはさらなる行動に出た。

「……ジョンのおかげで心を落ち着けて声を出すことができます……よしよし……いい子です……」

「……！」

　そう言いながら少しだけ背伸びをすると、両手で胸に抱きかかえるようにして龍りゆう之の介すけの頭を撫なで回まわし始めた。

　ふんわりとした感触に龍りゆう之の介すけの顔が包まれて、柑かん橘きつ類るいのようないい匂いが鼻び腔こうをくすぐる。

「……」
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　これは何だろう……アドリブ？

　それにしては何だか様子がおかしいというか舞まい原はらさんの目がとろんとしているように見える。

「……よーしよしよしよしよしよし……そのままステイですよ……おかわりはまだダメですからね……」

「…………」

　というよりも、明らかに犬扱いだ。

　このシーンには、というか『ときめき☆ブロードキャスト』自体に確か犬は出てこないはず……とは思うものの、だがこれも舞まい原はらさんが考え抜いた末に演技をしているアドリブの一環だというのなら、先輩として龍りゆう之の介すけもそれに応えないわけにはいかない。

　だから。

　龍りゆう之の介すけは高らかに鳴いた。




「クゥン……！」




「……うふふ……ジョン、今日もいい声で鳴いています……その低くてよく響く声、好き……」

　その鳴き声が呼び水になったのか、舞まい原はらさんがさらにわしゃわしゃと龍りゆう之の介すけの髪の毛を撫なでてくる。

　その手付きは手慣れたもので、毛並みに添って丁寧に撫なでてくれているので案外気持ちよかったりもしたものの……

「……今日は何を食べましょうね……好物のささみジャーキーを用意してありますよ……」

「……」

「……お腹なかいっぱいになったらいっしょにお昼寝しましょう……ふふ、ジョン……お日様の匂いがする……」

「……」

　いつまで犬でいればいいのだろうか。

　アフレコがうまくいっているため止やめ時どきが難しいとはいえ、さすがにどこかのタイミングでストップをかけないと事故になるような状況の気がする。

　龍りゆう之の介すけが犬から人間に戻るジャストタイミングをうかがっていた、その時だった。

　ガチャリ……！




「──龍りゆう之の介すけ、舞まい原はらさん、まだやってるー？　だいぶ遅くなっちゃったけど、生徒会の仕事が終わってまだ時間があったから来たよ──」




　そんな聞き慣れた耳心地の良い声とともに入り口の扉が開かれて、笑顔の先輩が勢いよく飛び込んできた。

「……」

「……」

「クゥン」

「……ま、間違えました」

　目の前の名状しがたい光景（？）に、先輩が慌てた表情でそう口にしながらおずおずと出て行きかけて、

「──って、間違ってなーい！　ここは放送室でしょ！　な、なにやってるの……!?」

　先輩が困惑した声で叫ぶ。

　その声に反応したのか、舞まい原はらさんの瞳に正気の色が戻った。

「……はっ……！　……あ、あれ……わ、わたしは……何をして……え!?　い、市いち村むら先輩……!?」

「クゥン」

「……く、くぅん……？　な、なんで……？　あ……そ、そうだ……わ、わたし……市いち村むら先輩をジョンだと思い込もうとして……そ、それで、そこから記憶が……」

「ワオン」

「……ひっ、い、市いち村むら先輩が野性に返ってる……？　……わ、わたしのせい……？　……わ、わたし……な、なんてことを…………ひ……くっ……!?」

　パタリ……

　盛大なしゃっくりとともに、舞まい原はらさんはその場で崩れ落ちるように昏こん倒とうしたのだった。
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「……うう……ほ、本当に……す、すみませんでした……っ……！」

　ほとんど半泣き状態で、舞まい原はらさんが床に着きそうなほど深々と頭を下げる。

「……わ、わたし……昔から思いこみが強いというか、ときどき自分の世界に入りこんでしまうところがあるんです……も、もう市いち村むら先輩がジョンにしか見えなくなって……と、とはいっても……あんなことをしてしまうなんて……つ、土に還かえっておわびしないと……」

「いや、気にしてない」

「……で、ですけど……」

「本当に大丈夫だ。それよりアフレコがうまくいってよかった」

「……そ、それはジョ……い、市いち村むら先輩のおかげで……」

　それならば何も問題はなかった。

　舞まい原はらさんへの指導がうまくいったのなら、先輩からの頼まれ事を無事に達成できたというのなら、龍りゆう之の介すけにとって犬になるくらい何でもない。

「うーん、それにしても、ジョンねぇ……」

　先輩が腕を組みながらそう口にする。

「龍りゆう之の介すけ、犬っぽいといえばそれっぽいけど……ジョンって犬種はなに？　ゴールデンレトリーバー？　もしかしてドーベルマンとか？」

「……あ、い、いえ……ニューファンドランドです……」

「ニューファンドランド？」

　聞いたことのない種類だった。

「……は、はい……え、ええと……写真がこれで……」

　そう言って舞まい原はらさんがスマホで見せてくれた写真。

　そこにはいっしょに写っている舞まい原はらさんが小さく見えるほどのクマのような大型犬が、のんびりとした表情で穏やかにたたずんでいた。

「……水難救助犬にも指定されている種類なんです……大きくて見た目は迫力があるんですけど……性格はすごく穏やかで、優しくて……」

「……あー、うん、確かにこれは龍りゆう之の介すけっぽいかも……」

「そうですか？」

　龍りゆう之の介すけとしてはあまり自覚がないというか、実感が湧かない。

「うん、めちゃくちゃ似てる。ていうかそっくりだって。龍リユーファンドランドって感じ？」

　先輩がスマホの写真と龍りゆう之の介すけを見比べてからかうように笑う。

　そんな先輩に、龍りゆう之の介すけはこう返した。

「花か梨りん先輩はトイプードルとかヨークシャーテリアとかの小型犬みたいです」

「それってキャンキャンよく吠ほえるってこと!?」

「いえ、小さくてかわいらしくて思わず頰ずりしたくなるくらいだということです」

「きゃいん……っ……!?」

　先輩が小さく鳴いて。

　──ワンアウト、の声がどこからか響く。

　この日も、しっかり先輩からスリーアウトを取ったのだった。







　そしてそんな龍りゆう之の介すけたちの傍かたわらで。

「……い。市いち村むら先輩の髪の毛……す、すっごく触り心地がよくて……す、好き、だったかも……ま、また……触りたいな……」

　と、舞まい原はらさんが小さくつぶやいていたのだった。








・本日のアウト数：１

・累計のアウト数：４
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「──今日は、『彩さい雲うん祭さい』の出し物を決めようと思うんだ」




　放課後。

　放送室に龍りゆう之の介すけと舞まい原はらさんが揃そろうなり、先輩がそう言い出した。

「『彩さい雲うん祭さい』初日までもう二週間くらいだし、そろそろ決めないとまずいみたいなんだよね。こないだも真ま衣いに言われちゃったし」

「そういえば、もうそんな時期でしたね」

「……『彩さい雲うん祭さい』……ぶ、文化祭……ですか……」

　彩さい光こう学がく園えんの文化祭──『彩さい雲うん祭さい』は六月上旬の日曜日に行われる。

　普通は文化祭といえば秋に開催されることが多いが、その時期は他にも行事が多いし受験も近づいてきて三年生が忙しいという理由からこの時期になったらしい。

　彩さい光こう学がく園えんは基本的には進学校ではあるものの、受験以外のこういった行事にも力を入れていて、『彩さい雲うん祭さい』は他の学校の生徒たちや近隣の人たちも訪れるそれなりに大きなイベントとして有名だった。

「あ、ちなみに決めるのがぎりぎりになっちゃったのは忘れてたわけじゃないよ？　大事な案件だから言い出す最高のタイミングを見計らって温存しようと思ってたら、そのまま秘密のままの秘密兵器みたいになっちゃった感じっていうか……ほ、ほんとだよ？」

　先輩がそこはかとなく目を泳がせてそう口にする。

「……」

「…………」

（忘れてたのか……）

（……わ、忘れてたんですね……）

　龍りゆう之の介すけと舞まい原はらさんが同時に心の中で突っ込む。

　こういう時に表情が絶対にウソを吐けないのも、先輩のかわいいところの一つだった。

「……ご、ごほん、そういうわけだから今日中くらいに決めちゃいたいんだけど、何かやりたいもののアイデアとかってあったりする？」

　咳せき払ばらいをしながら龍りゆう之の介すけと舞まい原はらさんの顔を見回して、先輩が問いかけた。

「……あ、あの、去年は何をやられたんですか……？」

　舞まい原はらさんがそう尋ねてくる。

「う、去年か……」

　一年前を思い出したのか、先輩が渋い顔になる。

「……『マイクと音響機材の歴史』の展示、かな……。ほら、去年はあたしと龍りゆう之の介すけしかいなかったし、どっちもクラスの出し物がけっこう大がかりなものになっちゃったから、あんまり放送部の方に力を入れられなかったんだよね」

　去年の惨状を思い出す。

　龍りゆう之の介すけもクラスの出し物の手伝いをしながら呼び込みなどをしたものの、放送室には終始閑古鳥が鳴いている状態だった。

　内容が地味すぎたことは否定できないのだけれど、最終的には見学者がたったの四人という、目も覆いたくなるような悲惨な結果だったのだ。

「……あれはもうね……そーいうわけだから、今年は放送部の方をがんばりたいんだ。ほら、せっかく舞まい原はらさんも入部してくれて三人になったんだし、もうちょっと面白いことができると思うんだよね」

　先輩が声のトーンを上げて言う。

　確かに去年のあれには龍りゆう之の介すけも心残りがあった。それに何よりも先輩がショーウインドウの向こうのトランペットを見つめる少年みたいに目を輝かせてやる気なので、できる限りの助力はしたい。

　なので龍りゆう之の介すけは手を上げた。

「花か梨りん先輩」

「ん、なにかいいアイデアがあるの？」

「ニャンメイドカフェをやるのはどうでしょう」

「──きゃ、却下ー！」

　先輩が即座に叫ぶように声を上げた。

「よ、よりによって何でその提案なの!?　もうちょっとなんかあるでしょ!?」

「いえ、前にアルバムで見た花か梨りん先輩のニャンメイド姿あまりにもかわいらしかったので」

「……にゃ……っ……！」

「花か梨りん先輩のニャンメイドは素晴らしいです。世界のあらゆるニャンメイドの頂点に立つといっても過言ではなく、芸術文化財といってもいいくらいの完成度でした。今すぐにもヒザの上に置いて耳と尻尾を撫なで回まわしながら喉元をゴロゴロしたいくらいです」

「そ、それ芸術文化財に対する扱い方じゃにゃいから！　ていうかペットだろそれ！」

「お猫様です」

「やっぱ猫じゃん！」

　先輩が真っ赤になりながらそうシャーっと威嚇してくる。

「……た、高たか遠とお先輩……ニャンメイドをやられたことがあるんですか……？」

「え？　あー、や、中学の時にちょっとね。黒歴史っていうか……。……そ、それより！　舞まい原はらさんもあんまり気が進まないよね？　ニャンメイドカフェなんて……」

「……え？」

「あ、あんな恥ずかしい格好……ほとんど羞恥プレイだもんね。うんうん、わかるわかる。ここは協力して龍りゆう之の介すけに対抗しよう！」

「……い、いえ、わたしは……」

　ちらっと龍りゆう之の介すけの方を見ながら舞まい原はらさんが小さく声を上げる。

「……そ、その……市いち村むら先輩のご提案なら……いいと思います……」

「え、舞まい原はらさん、まさかの賛成派……？」

「……（こ、こくん）……」

　遠慮がちにうなずく舞まい原はらさんに、先輩が絶望的な表情になる。

「う、に、二対一……み、民主主義的には負けてる……あ、で、でもさ、ニャンメイドカフェなんてやるとなると色々と人数が必要になってくると思うから、さすがに三人でそれはムリじゃにゃいかな？」

　すがるような目でそう言ってくる。

　それは確かにその通りだった。

　カフェをやろうと思ったら、調理、接客、呼び込みなどで色々と手は必要となる。最低五人はいるだろう。

　だけど放送部（仮）には先輩と龍りゆう之の介すけと舞まい原はらさんしかいないわけであって……

　その時だった。




「──話は聞かせてもらったわよ！」




「！」

　そんな声とともに、勢いよく放送室の扉が開かれた。

　その向こうからドヤ顔とともに現れたのは、真ま衣いさん。

　と、その後ろにはなぜか日ひ野のと、あとどこか気まずそうに眼鏡の位置を直しながら立つ龍りゆう之の介すけたちのクラスの委員長の姿があった。

「ふっふっふ、花か梨りんたちがニャンメイドカフェなんて面白そうなものをやるなら、黙って見てるわけにはいかないじゃない。人数が足りないっていうなら、私たちが協力してあげる！」

「え……？」

「ほら、後輩くん２と委員長ちゃんもいるから、人員としてはこれでばっちりでしょ？」

「俺たちに任せとけ、龍りゆう之の介すけ！」

「な、何で私まで……」

　嬉うれしそうに前に出てくる日ひ野のと、どうしてこうなっているのかいまいち分からないという顔をしている委員長。

　そして。

「え、や、ちょっと、なんでそんなみんな乗り気なの……」

　先輩が困惑した声でそう力なくつぶやく横で、

「はい、決まりね。それじゃあこのメンバーでニャンメイドカフェ、がんばってこー！」

　真ま衣いさんが楽しげにそう宣言して。

　そういうわけで、『彩さい雲うん祭さい』では放送部（仮）はニャンメイドカフェをやることが決まったのだった。
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『彩さい雲うん祭さい』本番まであと二週間しかないということで、やることはたくさんあった。

　材料の買い出し、放送室とカフェに使う教室の飾りつけ、当日のスケジュール決めや役割分担などなど。

　さらにはさすがにニャンメイドカフェだけでは放送部の出し物としては若干どうかということで、最終的にはアフレコ体験も追加でできるようにした。

「うう……ニャンメイドはものすごく気が進まないけど、アフレコもやって放送部の宣伝になるならしょうがにゃい……」

　先輩も渋々ながらそう納得してくれたみたいだった。

　という経緯があって、放送部（仮）では先輩、龍りゆう之の介すけ、舞まい原はらさん、真ま衣いさん、日ひ野の、委員長の六人で『アフレコができるニャンメイドカフェ with 放送室の人魚姫リトルマーメイドと愉快な仲間たち』をやることになった。

　ちなみにどうして日ひ野のと委員長が加わっているのかというと、

「ええとね、花か梨りんに会いに放送室に行こうとしてたらたまたま廊下でそこの後輩くん２と委員長ちゃんと会って、後輩くんに用事があるってことだったからいっしょに放送室まで行こうってことになったの。そしたら中から面白い話が聞こえてきたから、これは私たちも参加しない手はないってね♪」

「俺はどこまでも真ま衣い先輩についていくっす！」

「わ、私は市いち村むらくんに進路相談のプリントを届けようとしていただけなのに……」

　ということらしかった。

　いくら今は他に部活に所属していないとはいえ、文句の一つも言わずに積極的に協力してくれるのは日ひ野のの付き合いのいいところである。ただ委員長が何でその経緯で参加してくれることになったのかは、龍りゆう之の介すけにはいまいち分からなかったけれど……

「お、同じクラスの仲間が困っているみたいだから、助けてあげるのは当然でしょう？」

　と、しきりに眼鏡に手をやりながらそう口にしていた。

　何であれ手助けをしてくれるのはこの上なくありがたい。

　ともあれこのメンバーで、昼休みや放課後を使って少しずつ準備を進めていくことになった。







　準備一日目。

「おーい、この看板はこっちに置けばいいか、龍りゆう之の介すけ？」

「ああ、それで大丈夫だと思う」

「よっし、じゃあ任せとけ」

「悪い、あと手が空いたらでいいからそこのダンボールをゴミに出しておいてくれ」

「ん、了解だ」

「市いち村むらくん、お品書きの値段は税抜きと税込み、どっちで書いておけばいい？」

「委員長、そうだな、税込みで書いておいてくれると助かる」

「わかったわ。やっておくから」

「ありがとう、頼んだ」

「へー……」

「？　どうしたんですか、花か梨りん先輩」

「いや龍りゆう之の介すけにもちゃんと同じクラスの仲の良いい友だちがいるんだなーと思ってさ」

「はい。といっても日ひ野のと委員長くらいですが……」

「ぜんぜんいいいい。友だちって数よりも質だからね。ちゃんと仲が良いいっていえる友だちがいるのは大切なことだよ」

「そうですか」

「うんうん、これからも仲良くするんだよ？」

「分かりました。ですが俺は先輩と一番仲良くしたいです」

「ほあ……っ……！」

「日ひ野のたちとも付き合いは長いですが、高等部に上がってからは先輩といっしょに過ごした時間が一番長いですし、これからもそうしたいと思っています。先輩ファーストです」

「あ、あたしのことはいいから、と、友だちを大事にしなさい……っ……！」

「はあ……」

「……ねえ、日ひ野のくん。市いち村むらくんっていつもあんな感じなの……？」

「え？　あー、まあそうかな。あれでも大人しい方じゃね？」

「……」

　そんな風に日ひ野のや委員長に手伝ってもらいつつ先輩からアウトを取ったり。







　準備三日目。

「ん、そういえばニャンメイドって衣装がいるよね？　買ってくるか新しく作るかしないとダメかな」

「……あ、そ、そうなんですか……？」

「あ、それならだいじょうぶ。中学の時に使ってた衣装を全員分とってあるから。ちゃんと後輩ちゃんのもあるよ」

「……わ、あ、ありがとうございます……」

「う、あの時のやつか……も、物持ちいいな……あ、でも、もう三年以上前の衣装だからサイズが合わなくない？」

「え、花か梨りんなら平気でしょ。そのままでぜんぜんいけるって」

「……！　……あ……と、塔とうヶが崎さき先輩……それは……」

「……そ、それはどういうことかな、真ま衣い……」

「え？　……あー、え、ええと、それはなんていうか花か梨りんはその頃から身長とかあんまり変わってな……こ、後輩くん、バトンタッチ！」

「つまり花か梨りん先輩の光り輝くような魅力は三年前から少しも褪あせずに健在ということでしょうか」

「な……っ……あ、安心の三年保証のＬＥＤ電球じゃないんだから……!?」

「そ──そう！　そういうこと！　私はそれが言いたかったんだよ……！」

「……真ま衣いは絶対違うでしょ……」

「あ、あははー……」

　ニャンメイド衣装をどうするかについて相談しつつ先輩からアウトを取ったり。







　準備七日目。

「ふー、なんだかこういうのっていいねー。一つの目標にみんなで進んでってる感じ。青春だなー」

「真ま衣い、その言い方はなんか年寄りっぽいって」

「え、そうかなー？　青春は二度と戻らない一瞬のきらめきみたいなもので、取り逃がしたら後で絶対に後悔するんだから。花か梨りんだって楽しいんじゃないの？　こんな風に放送部でちゃんとした出し物をするのはこれが初めてだもんね」

「んー、それはそうだけどさ」

「私たちには最後の『彩さい雲うん祭さい』だし、思い出を作れそうでよかったよかった。うん、これも後輩くんのおかげだね♪」

「ちょ……な、何でそこで龍りゆう之の介すけの名前が出てくるんだってば！」

「えー、だって後輩くんが放送部に入ってくれたから、回り回ってこうして人数が集まってちゃんとした出し物ができるようになったんじゃん。そうでしょ？」

「う……そ、それは……」

「だから花か梨りんも、たまには後輩くんみたいに素直に気持ちを表現してもいいと思うよー」

「も、もちろん龍りゆう之の介すけには色々感謝してるけど……そ、そーいうのはなんか恥ずかしいっていうか……」

「花か梨りん、そういうのけっこう気にするよね。そういうところは後輩くんの素直さを見習ってもいいと思うんだけどなー」

「りゅ、龍りゆう之の介すけのあれは素直とは違うもののような……」

「？　呼びましたか、花か梨りん先輩？」

「！　な、何でもないから！」

「??」

「あのねー、花か梨りんが後輩くんがいてくれてよかったって思ってるって」

「ちょ、ま、真ま衣い……!?」

「ありがとうございます。俺も花か梨りん先輩がこの世に生を受けてくれて心からよかったと思っています」

「まさかの生まれてきてくれてありがとう……!?」

「あはは、やっぱり花か梨りんと後輩くんのやり取りは面白いねー」

　生まれてきてくれたことに感謝しつつ先輩からアウトを取ったりと。







　そういったやり取りとともに、準備は進められていった。

　色々と賑にぎやかで先輩のアウトがいくつ重なったのか分からないくらいだったけれど、楽しい時間だったと思う。

　そんなある日──
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「それじゃあまた明日ね、花か梨りん、後輩くん」

「……し、失礼します……」

「じゃあな、龍りゆう之の介すけ」

「気をつけて帰ってね、市いち村むらくん」

　校門の前で手を振って、真ま衣い先輩、舞まい原はらさん、日ひ野の、委員長たちと別れる。

　その日もニャンメイドカフェの準備を終えて皆で帰ろうとしていたところ、先輩と龍りゆう之の介すけだけ方向が同じでいっしょに帰ることとなったのだった。

「そういえばこうやって龍りゆう之の介すけといっしょに帰るのって、ひさしぶりだね」

　自転車を押しながら先輩がそう言った。

「そうですね、最近は忙しかったですから」

　ここのところは準備の関係で先輩と龍りゆう之の介すけそれぞれに色々とやることがあり、あまり帰る時間が重なることがなかった。あとスリーアウトを取った後に、なぜか先輩が顔を真っ赤にして逃げるように一人で帰ってしまうこともよくあったというのも一因だった。

「だけどできるならいっしょに帰りたいです。もうすぐ六月とはいってもこの時間になると暗いですし、一人歩きは危ないと思います」

「お、心配してくれてるの？　でもだいじょうぶでしょ。この辺はけっこう街灯もあるし、それにほら、あたしは大人の女でしっかりしてそうに見えるから、そういう不審者とかが寄ってくる隙もないと思うし」

　ふふん、と胸を張りながら先輩がそう自信ありげに口にする。

「いえ、花か梨りん先輩のことは日本中の不審者が狙っていると考えて間違いないと思います」

「え、なんであたしそんな不審者ホイホイみたいなの!?」

「先輩に周囲の人を惹ひきつける魅力があるからです」

「ひょ……っ……!?」

「それに不審者は一人見かけたら確実に三十人はいます。油断はできません」

「学校からここまででまだ十人くらいしかすれ違ってないけどみんな不審者ってこと!?」

「はい。俺には分かります。この一年で培つちかった先輩アンテナがそうささやいています」

「そのアンテナ、絶対に電波が届いてないよ！　楽●か！」

　はあはあ……と肩で息をしながら先輩が一気にまくしたてる。

「ま、まあ、不審者問題はともかく……帰り道にこうやってだれかと喋しやべりながら歩けるのは楽しいけどね。龍りゆう之の介すけとは話も合うし」

「そうですね。できれば毎日いっしょに帰りたいです」

「う、ま、またそーいうこと……ん、でもそうだな、帰れる日はいっしょに帰ろう」

「はい」

　そんなことを話しながら、二人で並んで歩いていく。

　この時間にしては人通りがまばらな商店街のアーケード内。

　やがてアーケードの出口付近に差しかかった辺りで。

「あっ……！」

　と、先輩が何かを思い出したかのように小さく声を上げた。

「どうしたんですか？」

「しまった、ニャン左ざ衛え門もんの録画予約するのを忘れてた……」

「録画予約？」

「そう、今日はニャン左ざ衛え門もんのアニメが八時からあるんだよ……！　う、妹はこの時間じゃ塾で家にいないだろうし、お兄ちゃんはああいう機械の操作とかいっさいできないし……」

　困った表情を浮かべながらもどかしげに声を上げる。

　現在の時刻は午後七時四十五分過ぎ。

　確かにここからだと間に合うかはかなりギリギリだった。

「それは大事なものなんですか？」

「それはそうだよ！　なんてったってニャン左ざ衛え門もんだよ、ニャン左ざ衛え門もん！　特に今日の回はニャン左ざ衛え門もんの出自が初めて明かされるって言われてて、放送前から神回だって前評判も高くて……って、あっ」

　と、そこで普段の三倍は早口になっている自分に気が付いたのか、先輩が少し気まずそうに「こ、こほん」と咳せき払ばらいをした。

「や、そ、その、今のはなんていうか……あ、あたしは大人の女なんだから、そんなニャン左ざ衛え門もんくらいで取り乱したりしないっていうか……」

　そうは言うもののそわそわとご主人様の帰りを待つ仔こ猫ねこのように落ち着かない様子で、見るからに気になっているようだった。

　それを見て、龍りゆう之の介すけは決めた。

「分かりました、乗ってください」

「え？」

「俺が自転車を漕こぐので、花か梨りん先輩は後ろに乗ってください。たぶん先輩が一人で漕こぐのよりも早く着けるはずです」

「え、で、でも……」

「ニャン左ざ衛え門もん、大事なんですよね？」

「そ、それは……」

　先輩は少し迷っているようだったけれど、

「……う、うん、わかった。じゃあお願いしてもいいかな……！」

「任せてください」

　その言葉に、龍りゆう之の介すけは力強くうなずき返したのだった。







「ちょ、ちょっと龍りゆう之の介すけ……は、速すぎない……!?」

「これでも八割程度の出力です」

「ふ、吹き飛ばされそうなんだけど……！」

「そこはしっかりつかまっていてください」

「にゃ、にゃー……！」

　鳴き声のような悲鳴が上がって、腰に回された先輩の手にきゅっと力が込められる。

　先輩は軽くてほとんど乗せている実感がなかったけれど、背中に密着している手やちっちゃな身体からだからは確かな先輩の温ぬくもりが伝わってきていた。

「あ、そこ！　そこの道を右に曲がって……！」

　先輩が声を上げる。

「分かりました」

「そしたら次は交差点前を左に。ちょっと狭い道だけどそっちの方が近道だから……！」

「交差点前を左ですね」

　先輩の指示に従ってペダルを漕こいでいく。

「……」

「ん、どうしたの、龍りゆう之の介すけ？」

「いえ、先輩のナビが商品化されたらいいなと思って」

「え、あたしの？」

「はい。とても耳心地がよくてリラックスできるので。まるで子守歌を聴いているみたいにフワフワとした安らかな気分になります」

「眠気を誘っちゃダメでしょ！」

「それに俺は先輩の声が大好きなので。叶かなうならスマホにインストールして人生という終わりのないルートを目的地に向けてナビされたいです」

「責任重いよ！　で、でも……あ、ありがと……」

　先輩が（おそらく）顔を赤くしながらそう小さくつぶやく。

　やがて道はなだらかな下り坂に差しかかり、自転車は慣性でゆるゆると進んでいく。

　この速度なら、そこまでペダルを漕こがなくても大丈夫そうだ。

　ペダルを漕こぐ足を少し緩めると、ふと先輩がぽつりと口にした。

「なんか……こういうのも新鮮かも……」

「花か梨りん先輩？」

「自転車で二人乗りとか、何だかすごい青春っぽいっていうか……あ、甘あま酸ずっぱい感じがする。これってきっと今じゃないとできないかけがえのない貴重な経験で、ずっとこうしてたくなる感じっていうか……うん、真ま衣いの言ってたこともちょっと理解できるかも」

「？」

「あ、な、なんでもない！　つ、次の信号を越えたところを左に曲がればもう着くと思うから！」

「分かりました。急ぎましょう」

「た、頼んだぞ」

　先輩がそう小さく声を上げて。

　回されていた手に、また少しだけ力が込められるのを龍りゆう之の介すけは感じたのだった。
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「あー、その、ありがとね。おかげで録画、間に合ったよ」

　録画の設定を終えた先輩が玄関から出てきて、嬉うれしそうにそう言った。

「いえ、先輩の力になれるのは俺の至上の悦よろこびですから」

「な、なんかよろこびの字が違くない……？」

「？」

「や、いいんだけど……」

　どこか釈然としない表情で先輩が首を傾ける。

「じゃあ、俺はこれで」

「あ、待って！」

「？」

「ほら、龍りゆう之の介すけ、汗まみれだよ。これ使って」

　そう言うと先輩はとてとてと駆け寄ってきて背伸びをすると、そのまま手にしたハンカチで、龍りゆう之の介すけの額を拭ってくれた。

「夜だとまだけっこう寒いし、このまま帰ったら風邪引いちゃうよ。ほんとはまたシャワーでも浴びてってもらいたいとこだけど、さすがに時間が遅いからさ」

「……」

「龍りゆう之の介すけ？」

「いえ……花か梨りん先輩に汗を拭いてもらった喜びに打ち震えていたところでした」

「そこまで!?」

「このハンカチからは先輩の匂いがします。持って帰って記念に額縁に入れて飾ってもいいですか？」

「にゃ、にゃー！　嗅がないで！　て、ていうかちゃんと返しなさい！」

「そうですか……」

「そ、そんなビーフジャーキーを取り上げられた犬みたいな顔しないの、めっ……！」

　腰に手を当てて𠮟ってくる先輩（かわいい）。

　持ち帰れなかったことを心の底から残念に思いながら、龍りゆう之の介すけはハンカチを返却したのだった。








・本日のアウト数：６

・累計のアウト数：10
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　市いち村むらの姿が見えなくなるのを確認して、花か梨りんは家の中へと戻った。

　手には、さっきまで市いち村むらの額を拭っていたハンカチが握られている。

　持ち帰って洗って返すと市いち村むらは主張したけれど、そこは花か梨りんとしては頑として譲らずに回収したのだった。

「龍りゆう之の介すけ、すっごい汗かいてたな……」

　見て分かるくらいに汗だくだった。

　それだけ一生懸命に自転車を漕こいでくれたんだろう。

　そう考えると、胸の奥からどこか温かな気持ちが湧き上がってくるのを感じる。

　手にしたハンカチを、花か梨りんはぎゅっと胸元に当てた。




「龍りゆう之の介すけの……匂いがする」




「ん、だれの匂いがするというのだ？」

「にゃわあああああああああ……!?」

　突然の野太い声。

　振り返るとそこには……お風ふ呂ろ上あがりで肩にバスタオルをかけた、花か梨りんの兄である厳げん一いち郎ろうの姿があった。

「龍りゆう之の介すけと言っていたか？　もしかして龍りゆう之の介すけが来ていたのか？」

「そ、そそそそうだけど……」

「何と、それは惜しいことをした。せっかく龍りゆう之の介すけが来てくれたのならば色々と話がしたかったのだが……」

「べ、別にお兄ちゃんに会いに来たわけじゃないんだから、話したいんだったら今度自分で呼びなよ」

「そうは言うが、俺には龍りゆう之の介すけと連絡を取る手段がない」

「それは今どき、お兄ちゃんがスマホの一つも使えないからでしょ……」

　そのせいで、厳げん一いち郎ろうはいまだに携帯電話の類いを持っていない。

　そのため当然ＲＩＮＥなども使えないことから、市いち村むらと連絡が取れないことをいつも嘆いているのだった。

「ううむ、そうはいってもどうもああいう細々としたものは苦手でな」

「細々って、それはお兄ちゃんからしたらそうかもしれないけど……」

「まあいい。それで、龍りゆう之の介すけの匂いというのはどういうことなのだ？」

「！　そ、それは……」

「？」

「も、もー！　そこは女子の秘密なところなの！　い、いいからお兄ちゃんはあっち行ってて……！」

「え？　あ、ああ……」

　訝いぶかしげな顔をして、厳げん一いち郎ろうはリビングへと去っていった。

「も、もう、ほんっと、お兄ちゃんはデリカシーがないんだから……」

　去っていった背中に文句を言う。

　厳げん一いち郎ろうのことは大好きだったけれど、機械をまったく扱えないところと、女子の気持ちを理解できないところだけは要改善だと思っていた。

「はあ、それにしてももう……今日も色々あったなー。うう、あいかわらず照れさせられっぱなしだったのは反省しなきゃだけど……。でも」

　小さくため息を吐きながら、手に持ったハンカチをもう一度握り締める。

　やっぱりそこからは、市いち村むらの匂いがした。




「……ふふ」
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　六月になった。

　衣ころも替がえの時期が到来して制服が夏服に替わると同時に、梅雨入りもして雨の日も多くなったことからジメジメとして過ごしにくい日々が続くようにもなった初夏の季節。

　そんな中でも、ニャンメイドカフェの準備は粛々と進められていた。

「ええと、当日は放送室にアフレコブースを作らなきゃだから、それも考えてカフェの内装を統一したものにしてっと……」

「……か、買ってきた紙コップって……ここにしまっておけばいいですか……？」

「あ、うん、だいじょうぶだと思う。ありがと、舞まい原はらさん」

「おお、花か梨りんもちゃんと部長してるね。感心感心」

「そ、それは部長だもん。ヘンなこと言ってないで、真ま衣いも動いて動いて」

「ほーい」

「真ま衣い先輩、俺に手伝えることがあったら何でもやるっすよ！」

「……それだったら日ひ野のくんはここの雑巾がけをしておいてもらえる？　私、今から職員室に行かないといけないから」

「……委員長じゃなくて真ま衣い先輩に言ったんだけどなー……」

「全体の仕事が減れば、結果的に塔とうヶが崎さき先輩の仕事も減るんだから同じことでしょう？」

「……はーい……」

　真ま衣いさんたちの協力もあって、ニャンメイドカフェは順調に完成へと近づいていた。

　備品の買い出しや飾りつけなどはほぼ予定通りのペースで進んでいたし、その他の必要な雑事なども滞りなく行われていた。この分なら十分当日までに間に合うだろう。

「ねえねえ、そういえば当日のシフトってどうするの、花か梨りん？」

「え？　あ、どうしよ。あんま考えてなかったかも……」

　真ま衣いさんの問いかけに先輩がはっとした顔でそう口にする。

「もー、意外とこういうところが抜けてるんだよね、花か梨りんは。よしよし、ここは私に任せなさい。いいように割り振りするから」

　真ま衣いさんは「んー」と口元に手を当てると、

「まずは花か梨りんね。何といっても部長で責任者なんだから、アフレコ体験とかもやらなきゃだとは思うけど、できる限りカフェにいてもらうってことでいい？」

「あ、うん、わかった」

「で、次に後輩ちゃんは私といっしょにメインの接客担当。苦手かもしれないけど、できるだけがんばっていこうねー」

「……しょ、承知しました……」

「委員長ちゃんはどれくらいこっちに来られそう？　入ってる部活とかあったりする？」

「私ですか？　美術部に所属していますが、特に出し物はないので大丈夫です」

「そっかそっか、じゃあ悪いけどちょっと多めに入ってもらっていいかな？」

「ええ、構いません」

「ありがと。最後に後輩くんと後輩くん２は貴重な男手ってことで基本出ずっぱりでお願いするから。大丈夫だよね？」

「はい」

「真ま衣い先輩のためなら馬車馬のごとく働くっす！」

「ん、頼りにしてるからね」

　次々と迷いなく即断で決めていく。

　生徒会長をやっていることもあり、こういう時の真ま衣いさんの決断の速さはさすがだった。

「そういえばさ、後輩くんは後夜祭はどうするの？」

　と、一通りシフトを決め終わった後に、真ま衣いさんがふいにそんなことを尋ねてきた。

「後夜祭ですか？　いえ、特には考えてませんが」

『彩さい雲うん祭さい』の後には生徒だけが参加できる後夜祭がある。

　普通は文化祭の当日や翌日に行われるということが多いのだけれど、彩さい光こう学がく園えんでは開催日からちょうど一週間後という、少し変わったスケジュールだった。

「えー、そんなのもったいなくない？　うちの後夜祭、盛り上がるの知ってるでしょ？　ほら、花か梨りんとか誘っちゃったりしないの？」

　にまにまと小悪魔のように笑いながらそう言ってくる。

「……花か梨りん先輩は喜ぶと思いますか？」

「喜ぶ喜ぶ！　もう感極まってネコ耳ヘアーをぷるぷる震わせながらにゃあにゃあ鳴くくらい大喜びだと思うよー」

「そう、ですか……」

「ん、ちょっと何の話してるの、真ま衣い？」

「なんでもなーい。花か梨りんのリアクションがいちいちすっごくかわいいから等身大ポップとかにして家に持ち帰っちゃいたいとかの話はしてないよー？」

「何で真ま衣いまで龍りゆう之の介すけみたいなこと言ってるの!?」




　そうしてそこからの日々は瞬またたく間まに流れていき。




　──あっという間に『彩さい雲うん祭さい』前日になった。
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「──ふう、だいぶさまになったよね」

　ニャンメイドカフェ仕様の飾りつけがされた教室を見回して、先輩が満足げにそう口にした。

　辺りにはかわいらしいクロスの敷かれたテーブルや、色とりどりの飾りつけ、ニャンメイドが描かれたお品書きなど。

　いよいよ明日は当日ということで、先輩と龍りゆう之の介すけが二人残って本番前の最後の確認をしていた。

「ん、だいたいオッケーかな。飾りつけ忘れとかはないよね？」

「そうですね、大丈夫だと思います」

「じゃああとは本番を迎えるだけか。明日は朝の七時に放送室に集合だから、今日は早く帰って休まないとね」

「はい。ですが花か梨りん先輩のニャンメイド姿が楽しみで、今晩は一睡もできないかもしれません」

「そ、そこは寝ようよ！　ていうか遠足前の小学生じゃないんだから楽しみにしすぎだって!?」

「そう言われても、おそらく人生で三本の指に入るくらいに楽しみなので……」

「そ、それはちょっと盛りすぎじゃない!?　他に楽しいことあるでしょ！」

　顔を赤くして先輩が叫び声を上げる。

「も、もう……ほんとにこんな時まで龍りゆう之の介すけはいつも通りだな……でも、楽しみなのはちょっとわかるかも。せっかくこんなにみんなでがんばったんだから、ニャンメイドカフェ、うまくいくといいよね」

「大丈夫です。花か梨りん先輩の目に入れても痛くないようなニャンメイドなら、天地がひっくり返っても失敗するわけがありません」

「ハードルが高い!?　だ、だからそれはもういいって！　……あ、そういえば」

「？」

「龍りゆう之の介すけって中等部から彩さい光こう学がく園えんなんだよね？　その時はどういう出し物を何をやってたの？」

　先輩が思い出したかのようにそう言った。

「中等部ですか」

「ん、なんかちょっと気になってさ。うまくいった？」

「そうですね、クラスではほとんど参加していませんでしたが、野球部の方で少しやっていました」

「あっ……」

　その言葉に先輩が顔色を曇らせる。

「ごめん……もし言いたくなかったら言わなくていいから」

「いえ、ぜんぜん大丈夫です」

　先輩は龍りゆう之の介すけと野球部との関係を気にかけてくれているんだろう。

　先輩と出会うきっかけとなった、そもそもの野球部とギクシャクすることになった一件。

　といっても龍りゆう之の介すけにとって、もう野球部での出来事は過去のことになっている。なのでその頃のことを話すのに特に抵抗はなかった。

「そうですね、ストライクアウトみたいなことをやっていました」

「あ、それってボールを投げて数字の的を落としていく的な？」

「はい。的を一つ以上抜くことができれば景品が出るというかたちで。他には自分と勝負をして、勝った相手にはグローブを進呈するとかもやっていました」

「へー、豪儀だなー。勝率はどれくらいだったの？」

「全部勝ちました」

「まさかの全勝!?　でもそっか、そうだよなー。龍りゆう之の介すけ、野球部期待のエースだったんだもんなー」

「いえ、そんな大したものでは」

「……」

　と、そこで先輩が言葉をとめて下を向いた。

「花か梨りん先輩？」

「その、よかったの……？」

「？　何がですか？」

「や、そのさ、ずっと気になってたんだよね。龍りゆう之の介すけ、野球部であんなに活躍してたのに、それなのにあっさり放送部に入ってくれて……」

　少しだけ声を小さくしてそう言う。

「あ、もちろん龍りゆう之の介すけが入ってくれてあたしはすっごくうれしかったし、放送部としても助かったよ？　でも、なんで龍りゆう之の介すけが放送部を選んでくれたのかいまだによくわからないっていうか……」

　胸の前で指を回しながら先輩がそんなことを口にしてくる。

　龍りゆう之の介すけが放送部を選んだ理由。

　そんなものは、一つしかなかった。

「花梨先輩がいたからです」

「え……？」

「俺は花か梨りん先輩が部長をやっていたから、放送部に入ることを決めたんです。あの時に──野球部を辞めてどうしていいか分からなくなっていた時に花か梨りん先輩が話してくれた言葉に感銘を受けて、この人の傍そばにもっといたいと思ったからです」

「そ、そうなんだ……？」

「はい」

「そ、そっか、あたしがいたから……」

「……」

「……」

　沈黙。

　やがて先輩がこほんとかわいらしく咳せき払ばらいをしながら口を開いた。

「そ、そろそろ帰ろっか……？　もう時間もけっこう遅くなっちゃったし」

「そうですね」

「あ、でもちょっとお腹なかとか空いてない？　よ、よかったら先輩としてかわいい後輩に帰り道にタコ焼きくらいおごってあげてもいっかなーなんて……えっ？」

　そこで入り口の扉を開けようとした先輩が小さく声を上げる。

「？」

「あ、あれ……何で……？」

　何度か扉をガチャガチャとした後、先輩は龍りゆう之の介すけの方を振り向いた後に困ったような表情を浮かべると、こう口にした。




「扉……閉まってるんだけど……」
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　扉は、龍りゆう之の介すけが全力で引いてもビクともしなかった。

　どうやら中で話をしている間に、龍りゆう之の介すけたちがいることに気付かずにだれかが外から鍵をかけてしまったらしい。

「どうしますか？　強引に体当たりをすればたぶん破ることはできますが……」

「そ、それはダメだって！　『彩さい雲うん祭さい』の前日にそんな騒ぎを起こしたら、ヘタしたらニャンメイドカフェが中止になっちゃうかも……！」

「……ですよね」

　とはいえこのまま朝までここにいるわけにもいかない。

　もしかしたら見回りの教師などが来てくれるかもしれなかったが、それも可能性としては低いものだった。

「そ、そうだ、スマホで真ま衣いたちに助けを呼べば……って、カバンは放送室に置きっぱなしだった！」

　先輩も龍りゆう之の介すけも放送室の戸締まりをしてから帰ろうと考えて荷物をそっちに置いていたため、ほとんど手ぶらの状態だった。

　ひとまず近くにだれかいないか「おーい！」とか「だれかー！」とか「にゃーん！」とか大声を上げてみたけれど、それでも反応は返ってこなかった。

「うう、だめか……」

　ひとしきり脱出手段を試みてみた後、先輩が力なく床に座りこむ。

「こ、このままじゃへたしたらほんとに朝までここにいることになっちゃう……？　りゅ、龍りゆう之の介すけと二人だけでそれはさすがにまずいっていうか……お、お花摘みの問題とかもあるし……あっ！」

　と、そこで先輩が何かに気付いたかのように視線を上げた。

「どうしたんですか？　窓の外に人影でも見えましたか？」

「ここ三階だよ怖いこと言わないで！　そうじゃなくて、ほら、あそこ！」

「？」

　先輩が指さした先。

　そこには廊下寄りの壁の天井付近に備え付けられている、小さな高窓があった。

「あの窓から外に出ればいいんじゃない？　そしたら鍵を取ってくるなりだれか呼んでくるなりできるよね」

「ですがあの窓は小さすぎて通れるとは……」

「ふっふっふ、それは龍りゆう之の介すけじゃムリかもしれないよ？　でもね、ほら、あたしなら身体からだがちっちゃいから、きっと余裕だよ！」

　どん！　と胸を叩たたきながら自信ありげに先輩が言う。

「それは……確かに」

「そうだろそうだろ、あたしくらいばっちり小さければ通り抜けられないところなんてなくて……。あたしくらい小さければ……」

「花か梨りん先輩？」

「……あ、あたし、やっぱりちっちゃい……？　ミニマム系女子……？」

「……大丈夫です。花か梨りん先輩のちっちゃさは美点です。小動物みたいでかわいらしいですし、保護欲を誘います。これから先もずっとそのままでいてほしいです」

「なんでだよ成長させてよ！　ていうかほめられてる気がしなくてちょっと悲しくなってきたからやめて……」

　先輩が切なそうな目で見つめてくる。

　もちろん、龍りゆう之の介すけとしては百二十パーセントほめ言葉以外の何でもなかったのだけれど。

「……ま、まあとにかく、あたしならあそこから外に出てドアを開けられるってこと。てわけだからちょっとそこのイスを取って。それであそこまで上がるから」

「え、ですがこれだと花か梨りん先輩じゃ届かないんじゃ」

「もー、やだなー、さすがにそこまでじゃないって。家で電球を取り替える時もイスに乗ればぎりぎりだけど届くんだから……」

　そう笑いながら余裕の表情で先輩がイスの上に乗る。

　しかし背伸びをしてさらに指を目いっぱい伸ばしても、ぜんぜん届いていなかった。

「……」

「……」

「……花か梨りん先輩」

「……ごめん、わかってる。何も言わないで……」

　先輩が涙目でイスの上で体育座りになる。

　落ちこんでいるのかトレードマークの猫耳ヘアーも少しばかりショボンとしている。

　そんな先輩の姿もかわいらしかったけれど、今はそれをのんびりと見ている場合じゃない。

「分かりました。それじゃあこうしましょう」

「……どうするの？　え、え？」

　目をぱちぱちとさせる先輩の脇の下に両手を入れると、龍りゆう之の介すけはそのまま持ち上げた。

「ちょ、ちょっと、これだとなんか子どもを高い高いしてるみたいなんだけど……！」

「どちらかといえば仔こ猫ねこ──いえ、何でもないです」

「い、今なんて言いかけたの！　お、おまけにこれでも届かない……」

　シャーっと威嚇の声を上げながら手をぱたぱたとさせるものの、それでも高窓にはまだ距離があった。

　とはいえこれはある程度想定内で、龍りゆう之の介すけには考えがあった。

「だったら、こうしましょう」

「なにする気──え、ちょ、ちょっと、龍りゆう之の介すけ……!?」

「これなら届くはずです。どうですか？」

「……」

「花か梨りん先輩？」

　と、龍之介に肩車をされた状態で、先輩が完全にフリーズしていた。

「……や、そ、その、た、確かにこれなら届くかもしれないけど！　で、でも、こ、これはちょっと、色々問題があるんじゃにゃいかな……！」

「？　何がですか。花か梨りん先輩と自分の身長を足した分だけ届くので、一番効率的だと思うんですが」
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「そ、そーいう正論を聞きたいんじゃなくて……」

「??」

「せ、世界は正論だけでできてるんじゃないんだぞ！　み、みんな心があるんだぞ……！」

　なんだか足をもじもじとさせながら先輩がぽかぽかと頭を叩たたいてくる。

　まったく痛くはなかったけれど、先輩が何が不満なのかが龍りゆう之の介すけにはさっぱり思い当たらない。

　だけどそこであることを思い出し、ハッとなった。

「分かりました」

「え？　わ、わかってくれた？」

「はい。こんな基本的なことを見落とすとは」

　うかつだった。

　以前にも似たような状況でそれを見落としてしまっていて、気にされた経験があったというのに。

　自らの不徳を深く反省しつつ、龍りゆう之の介すけは言った。

「重くないですから」

「はい？」

「大丈夫です。先輩はぜんぜん重くありません。筋トレで担かついだ土ど囊のうに比べれば何もないに等しいです」

「そこじゃないよ!?　しかも例えが悪い!?」

「そう、なんですか……？」

「そうだよ！」

　龍りゆう之の介すけの頭の上で先輩がもどかしそうに両手をぱたぱたとさせる。

　そして少し疲れたようにこう続けた。

「はあ……も、もういいよ……と、とにかくこれなら届くと思うから、さくっと出てちゃちゃっと帰ろ。ね？」

「はい……お願いします」

「うーにゃっと」

　どこか気の抜けるかけ声とともに先輩が高窓から脱出して。

　その後、職員室から鍵を取ってきて、無事に龍りゆう之の介すけも外に出ることができたのだった。
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「はー、一時はどうなることかと思ったけど、何とか大事にならなくてすんだかな」

「そうですね、よかったです」

「……まあ、あの後に教室の下にも出られる窓があったってことに気がつかなきゃもっと一件落着だったんだけどね」

　先輩が複雑そうな笑みを浮かべてそう口にする。

　龍りゆう之の介すけたちが教室を出た後に、実は地窓があるのも発見して、二人で苦笑いをしたのだった。

「ですがこういうのも楽しかったです。何だか花か梨りん先輩と初めての共同作業ができたような気がして」

「ま、またそーいう紛らわしい言い方する……それに共同作業っていっても、どうせ龍りゆう之の介すけにとっては筋トレみたいなもんだったんでしょ」

　少しだけ拗すねたように先輩がそう口にする。

　どうして先輩がそこはかとなくご機嫌ななめなのかは分からなかったけれど、それについて龍りゆう之の介すけには少しばかり不可解なことがあった。

「いえそれが……」

「？」

「何だか少し胸がドキドキしました」

「え？」

「花か梨りん先輩を肩車している時に、心臓がハードトレーニングをした後みたいに激しく動いていたんです。それに顔や全身も熱くなって。どうしてか原因は分からないのですが……」

「……」

「花か梨りん先輩？」

（な、なんだ……ちゃんと龍りゆう之の介すけにもそーいう感情があるんだ。ていうかただ真面目であんま経験がなかったからよくわかってなかっただけか……そう思うと、ふふっ、かわいいところもあるじゃん。ま、それもそっか。言っても龍りゆう之の介すけは年下なんだし、まだまだ卵の殻のついた小鳥ちゃんなんだし、これから先の成長を温かく見守っていってあげないとね）

「……」

「……（にこにこ）」

「どうしたんですか花か梨りん先輩、ニヤニヤして？」

「にやにやじゃないよ！　微ほほ笑えましい笑みを浮かべてたんだよ！」

「はあ……」

「ま、まあ、いーけどさ」

　そこで先輩は背伸びをすると龍りゆう之の介すけの頭をぽんぽんとして。

「──ま、龍りゆう之の介すけも身体からだは大きいけどまだまだ子どもってことだな、うんうん。とにかくこれから先も龍りゆう之の介すけには色々そーいう初めての体験もあると思うけど、年長者として人生の先輩として、末永くずっと見守っていくことにしたから。よろしくね、龍りゆう之の介すけ」

「……」

「……」

「……」

「龍りゆう之の介すけ？」

　その先輩の言葉に。

　龍りゆう之の介すけはこう答えたのだった。

「それは……プロポーズですか？」

「違うよ!!」







　そうして、いよいよ文化祭当日がやってくる──








・本日のアウト数：４

・累計のアウト数：14
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　それは『彩さい雲うん祭さい』準備期間中の、とある日のことだった。

　その日も龍りゆう之の介すけはニャンメイドカフェの設営に参加するために、割り当てられた教室へと向かおうとしていた途中の廊下。

「……あ」

「委員長」

　そこで曲がり角を歩いてきた委員長と、ばったり出くわした。

「……偶然ね、市いち村むらくん」

「ああ。委員長は今から準備に行くところか？」

「そうよ。市いち村むらくんも？」

　眼鏡の位置を直しながら、委員長がうなずく。

　委員長──名前は藤ふじ原わら皐さ月つき。

　二年一組のクラス委員長で、龍りゆう之の介すけや日ひ野のとは一年生の頃から同じクラスだ。

　真面目で成績優秀で教師からの信頼も厚く、一年生の時もクラス委員長をやっていたと思う。

「じゃあよかったらいっしょに行こう」

「ええ、いいわ」

　そう委員長がうなずいて、二人並んで歩き出す。

　夕暮れ時でオレンジ色に染まった廊下には、他に生徒の姿はなかった。

　ただ龍りゆう之の介すけと委員長の乾いた足音だけが静かに響く。

「そういえば、こうやって市いち村むらくんと話すことはあんまりなかった気がするわね」

　と、委員長がぽつりとそう口にした。

「そうだな。去年からクラスは同じだったけど……」

　委員長と会話らしい会話をした記憶はほとんどない。日ひ野のとは割とよく話していた気がするけれど、龍りゆう之の介すけとは顔を合わせれば挨拶をする程度だった。

「それなのに放送部（仮）の出し物を手伝ってくれてありがとう。助かってる」

「まあクラスの出し物も今年は大したことないし、美術部の方も活動してないに等しいし、どうせヒマだったから。それに塔とうヶが崎さき先輩や日ひ野のくんのおまけで参加したみたいなものだから、大して役には立てていないけれど……」

　少しだけ自虐気味にそう口にする。

　だけど。

「いや、ものすごく感謝している」

「え？」

「委員長は他の人が気が付かないようなことに気が付くし、色々なことに気を回してくれてる。日ひ野のとかが雑にやった仕事を何も言わずに丁寧にフォローしてくれてるのも知ってる。それはだれにでもできることじゃないと思う」

「そ、そんなことは……」

　明後日あさつての方向を見ながら委員長が眼鏡の位置をしきりに直す。

　真ま衣いさんのように率先して皆を引っ張っていったり、日ひ野ののように主に力仕事で目立ったりしているわけではないけれど、そういった細かい裏方の面で陰ながら支えてくれていることに龍りゆう之の介すけは気付いていた。

「だから本当に助かってる。委員長は俺たちにとって必要な存在だ。間違ってもおまけなんかじゃない。むしろ何ていうか、皆が周りを見えなくなる夜に照らしてくれる温かな月みたいな安心感がある。委員長がいてくれてよかった」

「……っ……」

　小さく漏らした息とともに、委員長の眼鏡がふいに真っ白に曇った。

　慌てたようにそれを拭き取りながら、少しだけ小声で言う。

「……い、市いち村むらくんって、そういうことを言う人だったのね。中等部の頃はもっと硬派な感じなのかと思っていたけれど、意外だわ……」

「中等部の頃？」

　委員長がうなずく。

「ええ、市いち村むらくんのことはその頃から知っていたわ。有名人だったから」

「……ああ」

　たぶん野球部でのことを言っているのだろう。

　一番手のピッチャーとして試合に出ることは多かったし、最後の大会ではいいところまでいったのにもかかわらずケガで台無しにしたことは学校中に知れ渡っていたから、良くも悪くも名前くらいは伝わっていたのかもしれない。

「…………それだけじゃ、ないけど……」

「？」

「……なんでもない」

　眼鏡に手をやりながら小さく首を振る。

　委員長が何を言いたかったのかは分からなかったけれど、だとしたら龍りゆう之の介すけにも伝えておきたいことがあった。

「俺も委員長のこと、昔から知ってた」

「え？」

「中等部の頃、確か絵で賞を獲とってたはずだ。その絵が飾られていたのを見たと思う」

　その言葉に、委員長が驚いたような表情になる。

「あ──あんなの、見てくれてたんだ……」

「あんなのじゃない。いい絵だった。自分と同じ歳としであんな魅力的な絵を描けるのをすごいと思った。尊敬もしたし、誇らしいとも思った。あの時から、委員長のことはずっと心のどこかに引っかかってた」

「……っ……」

　夕暮れ時の校庭を描いた絵だったと思う。

　龍りゆう之の介すけには絵に対する造ぞう詣けいはまったくといっていいほどなかったけれど、その絵から発せられるエネルギーには圧倒されたのを今でも覚えている。

「あ、ありがとう……あの絵は、私も気に入っているの。だからそう言ってくれると……う、うれしいな……」

　ぱちぱちと落ち着かなく瞬まばたきをしながら委員長がしきりに眼鏡を拭いている。

　そんな委員長に、龍りゆう之の介すけは言った。

「また機会があったら委員長の絵を見てみたいな」

「え、そ、それは……」

「ぜひ頼む」

　それは龍りゆう之の介すけの本心だった。

　見る者の心を震わせてくれる委員長の絵。

　他にもそんな感動を与えてくれるラインナップがあるのなら見てみたいと、素直にそう思っていた。

「ほ、本当に、市いち村むらくんって……」

「？」

「……ううん、何でもないわ。わかった、機会があったらね」

「ん、楽しみにしてる」

「ほら、もう教室に着くわ」

　そう言って、委員長が眼鏡の位置を直しながら少し足早に前を歩いていく。

　その頰は射さし込こんでくる夕日のせいか少しだけ赤く見えて。

　龍りゆう之の介すけたちの他にだれもいない廊下に、なぜかワンアウトのかけ声が響いたように思えたのだった。
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『──それではこれより、第二十六回彩さい雲うん祭さいを開催いたします。生徒のみなさんもご来場のお客様もケガなどないように気をつけて、どうぞ一日ゆっくりとお楽しみください』




　校舎のあちこちにあるスピーカーから先輩のそんな透明でマイナスイオンに満ちあふれた女神のような声が響き渡って。

　いよいよ本番──『彩さい雲うん祭さい』が始まった。

「……ふう、何とか嚙かまないでできたかな」

　マイクのスイッチをオフにして、素のかわいらしい声に戻った先輩がほっとしたように息を吐く。

「お疲れさまでした」

「ん、ありがと。緊張したよー」

　今流れた開幕のアナウンスや、文化祭期間中に迷子や呼び出し等の緊急事態が起きた時の臨時アナウンスなどは、全て放送部（仮）が任されることになっているのだった。

「でも本番のニャンメイドカフェはこれからだから、まだまだがんばらないと。さ、気合い入れて行くぞー！」

「はい」

　ぐっと手を突き上げる先輩にうなずき返して、ニャンメイドカフェが設営されている教室へと向かう。

　すでに他のメンバーは、皆集まっていた。

「お、来た来た。おはよ、花か梨りん、後輩くん」

「……お、お疲れさまでした……」

「やー、あいかわらずいい声っすね」

「……おはよう、市いち村むらくん、高たか遠とお先輩」

　先輩と龍りゆう之の介すけ以外は、すでに着替えを終えているようだった。

　ニャンメイド×三と、黒服×一がそんなことを言ってくる。

　それを見た先輩が少し慌てたような顔になって、

「あ、もう開店まであんま時間ないよね？　待ってて、ちょっとささっと着替えてくる」

　そう言って、先輩はバックヤードへと走っていった。

　それを見送った龍りゆう之の介すけも着替えを始める。

　そして五分後。

「……」

「あれ、花か梨りん、そんなとこに隠れてどうしたの？　なんか衣装に変なところでもあった？」

「そ、そうじゃないんだけど……」

「？　だったら開店準備をしないとなんだから、早くこっちに来なよ」

「あ……っ……」

　真ま衣いさんに引っ張られて、先輩が柱の陰から姿を現す。

　そこにはネコ耳とネコシッポとメイド服に包まれながら頰を赤く染める……ニャンメイド仕様の先輩の姿があった。

「……ど、どうかな……？」

「……」

「……」

「……」

「……ちょ、ちょっと、なんか言ってってば。ち、沈黙は一番よくないやつだぞ……！」

　先輩が恥ずかしそうに声を上げてぽかぽかと叩たたいてくる。

「……すみません。あまりにも尊すぎて言葉を失っていました」

「と、尊い……？」

「もはやこの世の理ことわりを超えていて見つめているとどこからかまばゆい後光が射さしこんでくるレベルです。俺だけではなくてここに来る全てのお客が、いや『彩さい雲うん祭さい』に訪れる来客全てが花か梨りん先輩に釘くぎ付づけです」

[image: ]

「それなんかご本尊とかそういうやつじゃない!?」

　先輩が目をシロクロさせてそう声を上げる。

　だけど事実、先輩ニャンメイド教があったら即座に入信してもいいくらい、先輩の生ニャンメイドは龍りゆう之の介すけにとっては神聖なものだった。

「あー、今日も後輩くんは絶好調だね。アクセル全開っていうか。それに……」

「～♪」

「こっちもこっちですっかりご機嫌になっちゃって、わかりやすいなー、花か梨りんは」

「え、なんか言った、真ま衣い？」

「んーん、何でもない何でもない。そのへんはもう二人とも通常運転だからいいとして……」

　真ま衣いさんが苦笑いをして、

「じゃあ花か梨りん、開店にあたって、代表して一言なんか所信表明しちゃってよ」

「え、あ、あたし？」

「うん、他にいないでしょ？」

「わ、わかった。え、ええと、それじゃあ……」

　少しの間考える素振りを見せて。

　先輩が、こう声を上げたのだった。




「──『アフレコができるニャンメイドカフェ with 放送室の人魚姫リトルマーメイドと愉快な仲間たち』……がんばっていくからね。にゃー！」
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　ニャンメイドカフェの出足は好調だった。

　開店前からすでに行列ができているほどの盛況ぶりで、オープンと同時にあっという間に満席となった。

　それにはやはり真ま衣いさんや舞まい原はらさん、委員長が表に出て呼び込みをやってくれたというのがある。

　美人で人目を引くニャンメイドたちが笑顔で話しかけてきてくれれば、通りかかる十人中十人が立ち止まるのも大いにうなずける話である。

　加えて大きかったのが、先輩による宣伝アナウンスだ。




『──ただいま放送部では……ニャ、ニャンメイドカフェをやっております。かわいいニャンメイドたちがあなたを待っているだけでなく、アフレコ体験もできてしまうというにゃんだふるで全部盛りな内容となっています。近くに来た際はぜひお越しを。高等部棟三階で開店中です』




　開店直前に流すことができたそんなアナウンス。

　校内の臨時アナウンスを引き受ける代わりに、個別の宣伝をすることを特別に認めてもらえていたのだ。

　実際にその効果は抜群で。

「おお、すげぇ、ニャンメイドかわいい！　タイプが違うけど全員かわいいってやばいよな」

「でもやっぱ宣伝の声がすっげえよかったよな？」

「分かる分かる。耳が幸せっていうか。あれって絶対年上で美人で落ち着いた雰囲気のお姉さんが喋しやべってたんだって」

　お客がそう話しているのを耳みみ聡ざとく聞きつけた先輩が、龍りゆう之の介すけの隣にやって来て得意げに胸を張る。

「ふふーん、どうどう、あたしのクールで大人びてて聞く人全てを虜とりこにしちゃう魅惑のアダルトボイスは？　もう宣伝効果抜群でしょ？」

「はい。花か梨りん先輩の声はクールジャパンです」

「そうでしょそうでしょ。龍りゆう之の介すけがなに言ってるのかいまいちわかんないけどとにかくすごいんだからねー」

　さらに上機嫌になる先輩。

　だけど次に続いた言葉に、その笑顔がピシリと凍りついた。

「さっきのあのアナウンスって、どの子だろ？」

「あれじゃね？　ほら、あそこにいる、『塔とうヶが崎さき』ってネームプレートに書いてあるすげぇ美人な……」

「それかあっちもワンチャンあるんじゃね？　『舞まい原はら』っていう背の高いモデルみたいな……」

「…………」

「……大丈夫です。先輩の声は見た目とは違うギャップも魅力の一つですから」

「そ、それ、フォローになってないからなー……！」

　と、先輩はおかんむりだったものの、ニャンメイドカフェ自体はおおむねうまく回っているようだった。

「はーい、こちらニャンメイドカフェでーす！　かわいくて人ひと懐なつこいニャンメイドたちとの触れ合いを楽しんでいってくださいねー」

　真ま衣いさんの明るくフレンドリーな接客（アメリカンショートヘア）。

「ネコ草シュークリーム一つと肉球ケーキ二つですね。かしこまりました、少々お待ちくださいませ」

　委員長の落ち着いていて安定感のある接客（シャム）。

「楽しくてご飯もおいしいニャンメイドカフェ、絶賛開店中だよー。アフレコ体験もできるので、希望する人はあたしに言ってくださいねー」

　もちろん先輩のちっちゃくてかわいらしく可か憐れんでありながら女神のような声の接客（スコティッシュフォールド）も健在で。

　それらがいい具合に互いを引き立て合って雰囲気を盛り上げている。

　そしてその中でも特に目を引いたのは。

「……い、いらっしゃいませ……な、何名様ですかにゃん……？」

　舞まい原はらさん（メインクーン）だった。

　まだ声は少しばかり小さかったしたどたどしいところもあったけれど、体当たりでがんばってくれている。

　もともとの性格からしてこういった接客が苦手であることは火を見るよりも明らかだったのに、消極的になることなく自分から前に出て一生懸命にお客に対応していた。

　きっと舞まい原はらさんにとって龍りゆう之の介すけたちからは想像もつかないくらいの努力をしてくれているのだろう。それは素直に賞賛できることだった。

　ただ一つ、その積極性を保つために必要とされることがあって……

「……い、市いち村むら先輩……」

「？　何かトラブルでも？」

「…………い、いえ、その……」

「じゃあ、もしかして」

「……は、はいぃいい……」

　そう申し訳なさそうにうなずくと舞まい原はらさんは背伸びをして。




　さわさわ……




　お守りにでも触れるかのように龍りゆう之の介すけの髪の毛を……撫なでた。

「……ふ、ふう……ジョン……お、落ち着きます……」

「クゥン」

「……いい声……低くて気持ちよくお腹なかに響いて……げ、元気が湧き上がってくるみたいです……」

「ワオン」

「……あ、ありがとうございます……じゅ、充電できました……こ、これでまた戦えます……」

「それならよかった」

　ぺこぺこと頭を下げながら舞まい原はらさんは接客へと戻っていった。

　そう、舞まい原はらさんに必要だったのは……三十分に一回、龍りゆう之の介すけの毛を撫なでながら声を聞いてジョン成分を補給することだった。

　どうも前のアフレコレッスンの時に龍りゆう之の介すけにジョン（ニューファンドランド・オス・八歳）の面影を見てしまったらしく、それ以来心のエネルギー補給にこの行為は欠かせないのだという。

　自分の毛並みと声にそこまでの効用があるのかは疑問だったけれど、それで舞まい原はらさんが気持ちよくニャンメイドをやることができるのなら龍りゆう之の介すけとしてはいくらでも触ってもらえればいいと考えていた。

「龍りゆう之の介すけはいいよなぁ。俺も舞まい原はらちゃんに優しく髪を撫なでられたいよ」

　日ひ野のが隣で心の底からうらやましそうにそんなことを言っていた。

　それからしばらくの間、ニャンメイドカフェは順調に回転していった。

　客足の途切れることのない、賑にぎやかな時間。

　ニャンメイドをこなす先輩たちも、少しずつそんな店の空気に慣れてきているようだった。

「はーい、こちら一名様アフレコ体験にご案内だにゃ～♪」（スコティッシュフォールド）

「……お、おいしいお料理と……飲み物ありますにゃん……ぜ、ぜひ……」（メインクーン）

「お、そこのおにいさん、ちょっと遊んでいかない？　サービスしちゃいますよー？」（アメリカンショートヘアー）

「いらっしゃいませ。こちらのお席にどうぞ」（シャム）

　とはいえ、物事が想定外のアクシデントなく万事うまくいくということは少なくて。

　トラブルが発生したのは、十二時を少し回ったあたりのことだった。
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　やって来たのは、大学生らしき男三人組だった。

　三人とも派手な服装でアクセサリーをこれみよがしにジャラジャラとさせていて、いかにも遊んでいそうな雰囲気を漂わせている。

　舞まい原はらさんがその三人組を接客することになったのは、本当にたまたまそのテーブルの近くにいたからという偶然からだった。

「……い、いらっしゃいませ……ご、ご注文は何にいたしますか……？」

「えー、何にしよう。何があんの、ここ？」

「君のお勧めは？」

「ていうか俺はお姉さんが一番好みなんだけど。注文はお姉さんでお願いしまーす」

「……あ、え、ええと……」

　舞まい原はらさんが笑顔を固まらせて言葉に詰まる。

　要注意なお客であることはもうその時点で見て取れた。

　とはいえマナー的にはかなり問題のある絡からみ方かたではあるものの、それでもギリギリ退店を促すほどのものではない。

　龍りゆう之の介すけとしてはひとまず様子を見ようと思った。

　次の言葉が男たちから投げかけられるまでは。

「ん？　あれ……ねえねえ、きみ、もしかして『ＳＥＮＡ』じゃない？」

「……え……っ……？」

「あ、やっぱそうだ！　最初見た時からそうじゃないかって思ったんだよ。何でこんなところにいんの？　ここの高校に通ってたんだ？」

「……あ、え、ええ……と……そ、その……」

　何だか様子がおかしかった。

　舞まい原はらさんが接客が得意ではないのは織り込み済みだとしても、それ以上に何かに困惑しているように見える。

「え、なになに、お前この子と知り合い？」

「ばっか、違うって。ほら、『ＳＥＮＡ』じゃん。最近よくバズってる読者モデルの」

「え、ウソ、マジで!?」

「すげぇ！　ヘブンティーンの表紙とかやってる子だろ？　ねえねえ、いっしょに写真撮ってインステとかに載せていい？」

「……え、い、いえ……あ、あの……あの……っ……」

　勝手に盛り上がる男たちをよそに舞まい原はらさんがほとんど泣きそうな顔になっている。

「モデル……？」

　それは舞まい原はらさんのことを言っているのだろうか。

　詳しい事情は龍りゆう之の介すけにはよく分からない。

　ただ、この場でするべきことは決まっていた。

「──すみません、撮影は遠慮してもらってもいいでしょうか」

「……あ……せ、先輩……」

　舞まい原はらさんと、お客とを遮るようにその場に割り込んだ。

「それと申し訳ございません。こちらのニャンメイドは体調不良のようなので、バックヤードに下がらせてもらってもよろしいでしょうか」

「は？　何だよそれ？」

「おれたち、その子がいいんだけど」

「金払ってんだから、ちゃんと接客してくんない？」

　威圧するように男たちが声を荒らげてくる。

　とはいえ龍りゆう之の介すけとしては一歩も退くつもりはなかった。

「申し訳ございません」

「いやそういうのはいいから。あんたが邪魔だっつってんだよ」

「お客様だぞ俺たちは！」

「それにあの『ＳＥＮＡ』がこんなところにいたら仲良くしたいって思うのも当たり前じゃん。有名税ってやつ？　あんたもモデルの『ＳＥＮＡ』くらい知ってるよね？」

　バカにしたように下から見上げてくる。

　だけど。

「知りません」

「はあ？」

　挑発するような表情になる男たちに。

　龍りゆう之の介すけは言った。

「ここにいるのは、舞まい原はらさんという俺の大切な後輩です。それ以外の何でもありませんし、たとえそうではない事情があっても関係ありません。俺たちが普段見て、接しているのはただの高校一年生の女子である彼女です。そして大切な後輩を守るのは、先輩としての俺の役目でもあります」

「……い、市いち村むら……先輩……」

「だから有名税とか『ＳＥＮＡ』とかそういうものは知りません。どうぞお引き取りください」

　舞まい原はらさんとその『ＳＥＮＡ』というモデルが同一人物なのかは、そういう方面に疎うとい龍りゆう之の介すけにはさっぱり分からない。

　だけど何であれ舞まい原はらさんは舞まい原はらさんだ。彼女が困っているというのなら、それを守るのが龍りゆう之の介すけの役目だった。

「くっ、こいつ、何て目をしてやがる……」

「す、少しくらい顔が凶悪だからって調子に乗りやがって……！」

「そ、そんなオーガみたいな面で睨にらみつけられても俺たちは退かねぇからな……！」

　男たちはなおも食い下がろうとするも、

「ほらほら、そこまでそこまで。落ち着いた雰囲気の年上のニャンメイドがいいなら舞まい原はらさんの代わりにあたしが接客してあげるから──」

「あん、中学生は引っ込んでろって」

「だ、だれが中学生だってー!!」

　先輩がネコ耳ヘアーを逆立ててシャー！　っと両手を上げる。

　と、そこで男の一人が何かに気付いたような表情になった。

「……ん、ちょっと待てよ。でかいガタイに凶悪な顔、中学生みたいな連れ、それにやたらと青臭いことを言う高校生って……」

「え、も、もしかしてそれってあれじゃね？　前にアキオが言ってた、ナンパしようとしたら売り飛ばされかけたっていう……」

「そういえばあのタピオカミルクティーの店って、この近くだったよな……？」

　男たちの顔色が変わる。

「じゃあこいつが例のマフィアの関係者……？」

「じ、人身バイバイされる……！」

「す、すみませんでした……っ……！」

　三人揃そろって勢いよく頭を下げると、逃げるようにして店から立ち去っていった。

　何だかよく分からないが、大ごとにはならずに済んだようだった。

「ふう……」

　安あん堵どの息を吐く。

　ひとまず男たちが自分から退店してくれたことそれ自体は喜ぶべきことだ。

　ただ龍りゆう之の介すけには若干引っかかることがあり……

「すごいねー、後輩くん。柔道部の知り合いでも呼んでこようかと思ったけど、ぜんぜんそんな必要なかった。……って、なんか微妙に悲しそうな顔してるけどうしたの？」

「……真ま衣い先輩」

「ん？」

「……俺の顔、やっぱり怖いですか？」

　そこだった。

　以前に先輩をナンパしようとした男たちの反応といい、今のはそのことを再確認せざるを得ない出来事であって……

　すると真ま衣いさんは、目をぱちぱちとさせた後に、思いっきり吹き出した。

「ぷっ、何を言うかと思ったら……！　そ、そんなこと気にしてたの？」

「……はい」

「あー、まあ君は背も高いし体育会系だからちょっとは威圧感があるかもしれないけど。でも大丈夫大丈夫、後輩くんは怖くないよ。花か梨りんもそう言ってた。うん、後輩くんは大きくて力持ちだけど水難救助とかしてくれる優しい大型犬みたいなもんだって」

　真ま衣いさんが笑顔でそう言ってくれる。

「花か梨りん先輩がそんなことを……」

　その横で、

「あ、あたしは中学生じゃないんだから！　み、見た目はちょーっとだけ小さいけど、素敵で無敵な、今年で十八歳の大人の女なんだからなー！」

　当のちっちゃくてかわいいスコティッシュフォールドな先輩が、まだネコ耳ヘアーを逆立てながら憤慨していた。
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「…………ほ、本当に……す、すみませんでした……」

　バックヤードに場を移して、舞まい原はらさんが床につきそうなほど頭を下げてそう言った。

「……わ、わたしのせいで……ニャンメイドカフェに……みなさんに……ご迷惑をかけてしまい……ました……」

「舞まい原はらさんが謝ることじゃない」

「そうだよ！　悪いのはあの男たちなんだから。見た目はちゃらいし態度は悪いし……お、おまけに、あたしのことを言うに事欠いて中学生とか……しゃー！」

　先輩が怒りのポーズでそう口にする。

「……で、ですが……わ、わたしがモデルをやっていることを言っていなかったから……あ、あんなことに……」

「あ、じゃあそれはほんとのことなんだ？」

　真ま衣いさんの言葉に、舞まい原はらさんがこくりと小さくうなずく。

「……は、はい……中学一年生の時から……『ＳＥＮＡ』の名前で……や、やっています……」

　思っていたよりも昔からだった。

　中学一年といえば少し前まで小学生だった年頃だ。

　そんな頃からモデルをやっていたとは驚きだったけれど、だけど舞まい原はらさんの大人びた見た目とスタイルのよさから考えれば、それもうなずける話だった。

「えー、でもそれなら言ってくれればよかったのに。モデルなんてすごいと思うけどなー」

　真ま衣いさんが目をぱちぱちとさせながら言う。

　その言葉に、舞まい原はらさんは力なく首を振った。

「…………だ、だって……わたしなんて……た、ただゴリラみたいに大きいっていうだけで……モ、モデルだなんておこがましいです……そ、それに……」

「？」




「……わ、わたしは……モデルをやっている自分が……嫌いなんです……」




　何かを吐き出すように、舞まい原はらさんはそう言った。

「……も、もともと……乗り気ではなかったんです……友だちがやろうって言って……それで流されていっしょにオーディションに応募したら……やることになってしまって……で、でも、わたしはモデル志望ではないですし、ほ、他にやりたい夢があります……それなのにいざなってみると……周りはモデルに本気の人ばかりで……そ、そんな中に自分みたいな中ちゆう途と半はん端ぱで志もないゾウリムシがいてもいいのかと……」

「……」

「……そ、それに……モデルをやっていることが知られてしまうと……い、いいことはありませんでした……モデルをやっているんだから遊んでるんだろう……とか……周りのことを見下しているんだろう……とか……イヤなことをたくさん言われて……で、でも……それに言い返せるほどモデルの仕事に……わたしは向き合っていなくて……」

　その時のことを思い出しているのか、舞まい原はらさんがぐっと自分の身体からだを抱きかかえるように両手に力を込めた。

「……だ、だから……こ、高校に入ったらモデルのことは隠しておこうって……そう心に決めていたんです……で、でも……そのせいでこんな迷惑をかけてしまうなんて……や、やっぱり……わ、わたしは何をやってもうまくいくことなんてないんです……こ、こんな自分が……わたしは大嫌いで……」

　そう言ってうつむいてしまう。

　だいたいの事情は理解できた。

　舞まい原はらさんはただでさえ後ろ向きなところがあるのに、そういった経験があるのなら、さっきの一件を完全に自分のせいだと考えてしまうのも仕方がないのだろう。

　そんな舞まい原はらさんに龍りゆう之の介すけが何を言うべきなのか。

　いや、『べき』とかそんな義務的なものじゃない。

　龍りゆう之の介すけにできることは一つだけだ。

　思っていることを包み隠さずあますことなくハッキリと、声に出して伝えること。

　それが先輩から教わった……だれかに対して正面から向き合う時の最大限の礼儀だと知っていたから。

　だから龍りゆう之の介すけは言った。

「俺は舞まい原はらさんのことが好きだ」




「……ひ……っく……!?」




　舞まい原はらさんの大きなしゃっくりがバックヤードに響き渡った。

「モデルをやっている舞まい原はらさんも、ニャンメイドをやっている舞まい原はらさんも、普段の放送部の後輩としての舞まい原はらさんも、全部好きだ。どの舞まい原はらさんも、後輩として、一人の人間として大切に思ってる」

「……あ……」

　その言葉に、一瞬舞まい原はらさんの表情に光が射さす。

　だけどすぐにふるふると頭を振って、

「……で、でも……こ、こんな何もできない……ぜ、全部が中ちゆう途と半はん端ぱなわたしなんて……っ……」

「何もできないなんてことはない。今日のニャンメイドも、放送部でのレッスンも、モデルとしての活動も、そして舞まい原はらさんが本当にやりたいと思っている夢も……舞まい原はらさんはきっと一生懸命にがんばっているはずだ。普段の舞まい原はらさんを見ていれば、それくらいは分かる」

「……い、市いち村むら……先輩……」

「だから舞まい原はらさん自身が自分のことを否定したくなることがあっても、俺だけは舞まい原はらさんのことを肯定する。ありのままの舞まい原はらさんのことを好きでいる。舞まい原はらさんは舞まい原はらさんだ。それじゃあダメか？」

「……ダ、ダメだなんて……そんな……そんなこと……」

　目に涙を浮かべながら舞まい原はらさんが声を震わせる。

　拙つたない言葉だけれど、龍りゆう之の介すけの伝えたいことは確かに舞まい原はらさんの心に届いてくれているのが分かった。

　だから龍りゆう之の介すけは──さらに続けた。

「舞まい原はらさんは特別で大事なたった一人の後輩だ。他のだれとも違う……たとえるなら『一番星』のような存在。絶対に手離したくない唯一無二の相手だと思っている」




「…………ひゃ……っく……!?」




　再び舞まい原はらさんのしゃっくりが、再び盛大にバックヤードに響き渡った。

「……い、いいい『一番星』……って……!?」

「それだけじゃない。舞まい原はらさんの声が好きだ。夢に向かって直ひた向むきにがんばっている姿が好きだ。できるならそれをこれからもずっと近くで応援したいと思ってる。それこそ『ときめき☆ブロードキャスト』の先輩と後輩みたいに」

「……そ、そそそそれって……ひ……ひゃ……っく……!?　……ひひひひ……ひくっ……ひ……っく……!?」

　舞まい原はらさんのしゃっくりがほとんど呼吸困難レベルになって。

　それと同時に、どこからかスリーアウトチェンジ！　の声が聞こえてきたような気がした。

　それを見ていた真ま衣いさんと先輩が顔を見合わせる。

「……んー、後輩くん、基本的にはいいことを言ってるはずなのに、最終的にはこういう照れ殺すみたいな感じの流れになるのはどうしてなんだろうねー？」

「……ほんと、これが龍りゆう之の介すけの怖いところだよね……」

　乾いた笑顔で、そううなずき合っていたのだった。








・本日のアウト数：１

・累計のアウト数：15
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　バックヤードで再び接客に出る準備をしながら、星ほし菜なは一人頰が緩むのを隠しきれなかった。

　うれしかった。

　市いち村むら先輩の言葉が、耳の奥でずっと響き続けていた。

「……」

　正直……モデルをやることは、ずっと気が進まなかった。

　モデルであって……良かったと思ったことは一度もなかった。

　そもそも星ほし菜なの夢は声優になることだし、モデルは友だちに付き合っていっしょに応募しただけなのに、気がつけばいつの間にか週三のペースで仕事が入ってきて、辞めたいとは言い出しづらくなってしまっていた。

　だけど今日初めて、モデルの仕事をしている自分も少しだけ好きになれた。

　初めてだった。

　モデルであることも、そうでないことも何も関係なくて、ありのままの自分を好きだって言ってくれた人は。

「……い、『一番星』みたいだって……言ってくれた……」

　きっと市いち村むら先輩はそこまで深く考えて言ったんじゃないと思う。

　前に指導してくれた『ときめき☆ブロードキャスト』の設定を覚えていてそれに合わせて言ってくれたんだってことは分かっている。

　それでもうれしかった。

　胸の奥がどきどきして、とまらない。

　本当に……市いち村むら先輩にとっての『一番星』になれればいいと、そう心から思えて……

「…………が、がんばれる、かな……う、ううん……が、がんばろう……」

　ぎゅっと胸の前で手を握り締めながら、そう誓ったのだった。
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　舞まい原はらさんの一件の後は、特に何か問題が起こることなく平穏に時間は過ぎていった。

　もちろんニャンメイドカフェの満席状態は続いていて大忙しだったけれど、それは嬉うれしい悲鳴というやつで、歓迎すべき状況だった。

　だけどそれも次第にピークは過ぎていき、十四時を過ぎる頃になると客足もようやく落ち着きを見せ始めてきていた。

「ふう、お客さんの数もだいぶ少なくなってきたし、花か梨りん、ちょっと休憩入ったら？」

　と、真ま衣いさんが先輩にそう言った。

「え、でも……」

「ほら花か梨りん、開店からずっとお店とアフレコの指導で稼か働どうしっぱなしでぜんぜん休んでないでしょ？　最後の『彩さい雲うん祭さい』だし、少しは色んなところを回ってみたいんじゃない？」

「それは……」

「じゃあ決まり。ここは私たちに任せていってらっしゃい。──後輩くんもね」

「え？」

　と、そこで急に振られて龍りゆう之の介すけは食器を洗っていた手を止めた。

「俺も……ですか？」

「うん、花か梨りんの引率をお願い。不満？」

「そんなことは一ミリたりともありえません。むしろこちらからジャンピング土下座してでもお願いしたいくらいです」

　先輩と二人で『彩さい雲うん祭さい』を回ることができるなんて至上の幸福以外の何でもない。

　先輩が「ちょ、ちょっと、引率するのはあたしの方なんだからねー！」と声を上げているのを横目に龍りゆう之の介すけが秒でそう答えたところ、真ま衣いさんがあははと笑った。

「あー、もう予想と一ミリも違わない返事をありがとう。というわけで、ほら二人とも、行った行った」

「え、ちょ、ちょっと真ま衣い……」

「……だ、大丈夫です……お二人が行っている間は……わ、わたしたちで回しますから……」

「そうね、男手なら日ひ野のくんがいるし、一時間くらいなら問題ないと思うわ」

「ああ、俺に任せとけって」

　舞まい原はらさんと委員長、日ひ野のもそう言ってくれて。

「ありがとうございます。行ってきます」

「あ、ま、まだあたしは行くとは……」

「はーい、いいからいいから。青春の貴重な一ページを楽しんできなねー」

　ぱたぱたと手を振る真ま衣いさんたちの見送りを受けて、先輩と龍りゆう之の介すけの二人で『彩さい雲うん祭さい』を回ることになったのだった。
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「も、もう……真ま衣いはよくわかんないところで強引なんだから……」

　隣の先輩が腰に手をやりながらそう口にした。

「そ、それは休憩時間をもらえるのはありがたいよ？　ありがたいけどさ……な、なんかいちいち意味深っていうか、余計な気を回しすぎてるように思えるっていうか……」

「花か梨りん先輩は、俺といっしょじゃダメでしたでしょうか……」

「え？　そ、そういうことじゃないよ！　せっかく最後の『彩さい雲うん祭さい』なんだからやっぱりだれかといっしょに見た方が楽しいし、その相手が龍りゆう之の介すけだったらすっごくうれしいよ？」

　ぎゅっと両手をグーにしながらそう言ってきてくれる。

　その一生懸命な様子から、それが本当にそう思ってくれているのが分かった。

「でしたら──」

「た、たださ……」

「？」

「な、なんかこれって、その……」

　そこで先輩は一度言葉をとめると、




「な、なんていうか……ぶ、〝文化祭デート〟みたい……じゃない？」




　ぷるぷると全身を震わせながら鯛たいのお頭みたいな真っ赤な顔でそう口にした。

「違うんですか？」

「ち、違うから！　こ、これはただいっしょに文化祭を回るだけで、先輩と後輩のコミュニケーションの一環みたいなものっていうか……！」

「そう、ですか……」

「あ……」

「俺は、これが花か梨りん先輩と〝文化祭デート〟だったら嬉うれしかったんですが……」

「う、ま、またおあずけをされた犬みたいな顔でそーいうことを……」

　ガックリと肩を落とした龍りゆう之の介すけを見て先輩が複雑そうな表情になる。

　やがて観念したように息を吐くと、こう口にした。

「わ、わかったよ」

「え？」

「そ、そこまで言うなら、も、もうデートってことでいいから。考えてみればあたしは、ほら、経験豊富な年上なんだし、それくらいは度量を見せないとダメダメだもんね、うん」

　うんうんとうなずきながらそう言う。

「花か梨りん先輩──ありがとうございます」

「いいって。そのかわり龍りゆう之の介すけには至れり尽くせりで思う存分エスコートしてもらおっかな。年下っていっても、こーいうのは男の子の役目なんだから」

「任せてください。俺の人生をかけて今日という日を最高のものにしてみせます」

「そ、そこまではしなくてもいいから！　け、結婚式か！　……って、け、結婚式!?」

　自分で言っておきながら先輩が湯気が出そうなほど顔を赤くする。

　そんな風に当然のごとくワンアウトを取りつつ校内を回り始めようとして。

「……ん、はい」

　と、先輩がぶっきらぼうな感じに右手を差し出してきた。

「……お手、ですか？」

「違うよ！」

　真っ赤になって先輩がそう叫ぶ。

「ほ、ほら……エスコートしてくれるんでしょ？　い、いちおう〝デート〟なんだし、だ、だったら手くらい引いてくれてもいいんじゃないかにゃ……？」

「あ……」

「……」

「分かりました。花か梨りん先輩がイヤでないなら……引かせてもらいます」

「……ん、ん」

　遠慮がちに差し出されてきた先輩の小さくて柔らかな手をそっと握り返して。

　先輩と〝文化祭デート〟をすることになった。







「わー、たくさん屋台があるねー」

　校庭に出店された様々な種類の屋台を見て、先輩が声を弾ませる。

「今年は例年よりも食べ物系の屋台が多いかも。んー、いい匂い」

「先輩は屋台の食べ物だと何が一番好きですか？」

「え、それ迷う……やっぱり焼きソバとかタコ焼きとかの定番も外せないし、フランクフルトもある。あ、クレープもいいなー。でもリンゴ飴あめも捨てがたい……」

　きょろきょろと辺りを見回しながらかわいらしく悩む先輩。

　好きなものがたくさんありすぎて一つには絞りきれないようだった。

「それじゃあ、順番に回れるだけ回っていきましょう」

「そうだねー。ていうか朝ご飯から何も食べてなかったからお腹なかぺこぺこだよー」

　先輩がお腹なかを押さえてそう笑う。

　龍りゆう之の介すけたちが最初に向かったのは、フランクフルトの屋台だった。

「あたしはこのチーズがトッピングされてるのにしよっかなー」

「自分は普通のやつを。マスタード多めで」

「ありがとうございます。はい、どうぞー」

　店員さんが笑顔でフランクフルトを二本、渡してきてくれる。

「ふふ、屋台で食べるフランクフルトって格別なんだよね。おっ、龍りゆう之の介すけのもおいしそう」

「よかったらこっちもひと口食べますか？」

「お、さっそくきたなー？　ふっふっふ、またあーんとかするつもりなのかもしれないけど、その手には乗らないぞー！　えいっ……！」

　ぱくっ。

　そんなかけ声とともに、先輩が龍りゆう之の介すけのまだ手つかずのフランクフルトに小さくかぶりついた。

「どう？　あーんとかされる前に先に食べちゃえば恥ずかしくないし、龍りゆう之の介すけが口をつける前なら間接……こほん、とかも気にすることないもんね。ふふん、あたしの優勝じゃないかな？」

　勝ち誇ったように高々とそう声を上げる。

「優勝、はよく分かりませんが……いただきます」

　そんな先輩の隣で龍りゆう之の介すけがフランクフルトを食べようとして。

「え、ちょ、それ食べるの？」

「え？　それは、はい。食べたくて買ったので」

「……」

（ま、待って？　あ、あたしが口をつけたところを龍りゆう之の介すけが食べるって、こ、これはこれで間接……なんじゃ……）

「いただきます」

「あ、ちょ……にゃ、にゃー！」

　なぜだか先輩が高らかに鳴き声を上げて、アウトを一つ取ることに成功した。

　続いてタコ焼きの屋台へ。

「あ、あつっ……！　うう、タコが飛び出してきた。タコ焼きはこれが地雷だよね……」

「先輩はやっぱり猫舌なんですか？」

「や、やっぱりってなに！　そ、それは猫舌だけど……」

「大丈夫ですか、冷ましましょうか？」

「そ、それくらい自分でできるから！」

　そう言いながらふーふーと必死に息を吹きかける先輩。

　そんな一生懸命な姿も小動物みたいでこの上なくかわいらしかった。

　そして甘いものが売っている屋台では。

「ふふー、リンゴ飴あめと綿菓子とチュロスとみたらし団子ゲットだぜー！　……って、わわ、みたらし団子の醬しよう油ゆダレが袖のところにたれてきちゃう！　な、何とかして、龍りゆう之の介すけ……！」

「任せてください」

「って、なんで後ろから袖をくるくる巻いてくれてるの!?」

「エスコートしないといけませんから」

「こ、これはなんかちがーう！」

　そんな感じに、色々な屋台（全部食べ物）を回っていった。

　ちなみに先輩の姿はニャンメイドのままだったので、行く先々で周りからの視線を集めていた。

「なあなあ、あの子すっげぇかわいくない？」

「分かる。アイドルみたいだよな」

「ネコ耳とシッポがハマりまくってるっていうか」

　ただでさえ先輩はちっちゃくてかわいらしくて人目を引くのに、そこに魅惑のニャンメイドという要素がプラスされているのだから当然なのだけれど……

「な、なんか、さっきから視線を感じるんだけど……」

「みんな花か梨りん先輩のかわいらしいニャンメイド姿に釘くぎ付づけなんだと思います。かくいう自分も十秒に一回は凝視しています」

「い、一番身近な犯人はお前かー！」

　先輩が各所でおしのびのアイドルのごとく見られていることは間違いないとはいえ、龍りゆう之の介すけがその内のナンバーワンであることは間違いないところだった。

　そんなことを話しながら、さらにあちこちを回っていく。

　と、ちょうど十個目の屋台（焼きソバ）で買い物を終えたところで三年生らしき女子生徒のグループとすれ違った。

「あ～、花か梨りんちゃんだ。なにしてるの～？」

「？　あれ、亜あ利り沙さ」

　名前を呼ばれて先輩が振り返る。

　どうやら先輩の友だちのようだった。

「って、なにそのかっこ、かわい～♪」

「え？　あ、こ、これは……」

「そっか、ニャンメイドカフェやるって言ってたもんね～。わ～、ネコ耳とネコシッポだ～、ふわふわ～」

「あ、ちょ、ちょっと、おさわり禁止だって……にゃ、にゃー……！」

　耳やシッポを触りまくられながら鳴き声を上げる先輩。

　同じクラスの友だちからも、先輩はこの上なく愛されているようだった。

「あれ、そっちは後輩の子～？　こんにちは～」

　と、そこで先輩を触っていた女子生徒が龍りゆう之の介すけに声をかけてきた。

「こんにちは。放送部二年の市いち村むらといいます」

「あ、放送部の子なんだ～。二人で部員集めでもしてたの～？」

「いえデートです」

「ちょ、りゅ、龍りゆう之の介すけ……!?」

「え？　そうなの～？」

「そ、そうじゃな……くはないんだけど！　確かにデートでいいって言っちゃったけど！　で、でもなんていうか、そーいうにゃんにゃんなデートじゃなくて、ア、アレがコレしてソレなデートなんだってば！」

　先輩がわたわたと意味不明なことを口にする。

「ん～、花か梨りんちゃんが何言ってるかいまいち理解できないんだけど～……でもすっごく楽しそうな顔してるから、きっといいデートなんだね～」

「え、そ、そう？　あたしそんなに楽しそうだった……？」

「うん、こんな生き生きしてる花か梨りんちゃん、はじめて見るかも～。もうお腹なかいっぱい幸せいっぱいの仔こ猫ねこちゃんって感じ～」

「う、そ、そこまで……？」

（そ、そんな顔に出てたのあたし……？　ちょ、ちょろい……？　だ、だけど楽しいのは事実だしなー……）

「あ、でも～」

「？」

「そっちの後輩くんほどじゃないかも～。何だか人生の全てをやり切って『我が生涯に一片の悔い無し』って昇天しちゃった拳けん王おうみたいな顔してる～」

「花か梨りん先輩とデートできることは人生において絶対にやり遂げたい四つの必須事項の一つですので」

「四天王か！　ていうか他の三つってなんなの!?」

「あはは、仲いいんだね～。じゃあそんな花か梨りんちゃんたちにこれをプレゼント～」

「？」

　そう言って先輩の友だちが何かを差し出してきた。

　二枚組のチケットのようなもの。

「これって……」

「演劇部の友だちからもらったんだけど、わたしたちこれからメインステージでやるライブを見にいかなきゃいけないから～。かわりに行ってあげて～」

　そこには……『恐怖の水中ゾンビ館　～目がサメるほどの恐怖をお届けいたします～』と書かれていた。







　３




「…………」

　おどろおどろしい血まみれの看板が掲げられた教室の前で、先輩は微動だにせずに立ち尽くしていた。

　看板に書かれているのは『恐怖の水中ゾンビ館　～目がサメるほどの恐怖をお届けいたします～』の文字。

　先輩の友だちのいる演劇部がやっている、お化ばけ屋や敷しきの出し物だった。

「どうしますか、入りますか？」

「も、もちろん入るよ？　せっかく入場券をもらったんだし……」

「いいんですか？」

「ま、前にも言ったでしょ、あたしはこういう怖い系のものは得意なんだって。だ、だからどんとこいっていうか、む、むしろ二十四時間入り浸ってたいくらいなんだから！　ほら行くよ」

「右手と右足がいっしょに出てますが……」

「い、いいの！　とにかく龍りゆう之の介すけはついてきてくれればいーから」

　そう言って受付のゾンビに入場券を渡すと、ずんずんと教室の中へと入っていく。

　龍りゆう之の介すけもその後に続いた。







「く、暗いなー……」

「それはお化ばけ屋や敷しきですから」

　教室の中は足元がよく見えないくらいに真っ暗だった。

　入場するなり磁石のようにぴったりと横から離れなくなった先輩と並びながら、手探りで順路を進んでいく。

「あ、明るいお化ばけ屋や敷しきがあってもいいと思わない？　ほら、なんていうの、発想の逆転ホームランみたいな」

「それだとおぞましい姿が丸見えな百鬼夜行に追いかけ回される感じになると思いますが」

「う、それもやだな……」

　先輩がさらに身を寄せてくる。

　その時だった。

「シャシャー……！」

「にゃ……っ……!?」

　暗がりからアオザメに嚙かみつかれた血まみれの女性が奇声とともに髪を振り乱しながら飛び出してきて、先輩がぴょん！　と飛び跳ねた。

「び、びびびびっくりした……は、迫力ありすぎじゃない……？」

「……」

「ね、ねえ、りゅ、龍りゆう之の介すけもそう思わない……？」

　先輩が声を震わせながらそう言うものの、龍りゆう之の介すけにはそれ以上に気にかかっていることがあった。

　なぜなら涙目の先輩が、大木に抱きつくコアラのように龍りゆう之の介すけの身体からだに全身でしがみついていたから。

「あ、って、ご、ごめん……！」

「いえ自分にとってはご褒ほう美びです。ありがとうございます」

「そ、それも微妙な気分なんだけど……」

　先輩がとりあえずおずおずとしがみつくのをやめて、

「て、ていうか、りゅ、龍りゆう之の介すけは……こ、怖くないの？」

「いえ、怖いですよ」

「その割にはぴくりとも表情が変わってなくない……？」

「幽霊とかよりも生きている人間の方が怖いですから」

「意外と現実的だった!?」

　そう言われても実際そうなのでどうしようもない。

　そんなことを話しながら、半ば先輩を引きずるようにして進んでいく。

　奥に進むにつれてだんだんと脅おどかし役やくの登場頻度が高くなっていき、それに比例して先輩のリアクションも激しいものになっていった。

　ヨシキリザメの背中に乗ったサーファーのゾンビ。

「にゃ……！」

「……」

　イタチザメを釣り上げた釣り人のゾンビ。

「にゃっはあ……っ……!?」

「……」

　オオメジロザメに下半身を吞のみ込こまれてジタバタと暴れる老人のゾンビ。

「にゃあっっつつつっつ……はぁああああああ……っ……!?」

　響き渡る鳴き声の三段活用。

　そしてついには。

「……」

「……」

「……花か梨りん先輩」

「……にゃ、にゃにかな……？」

「この状態だと……動きにくいんですが」

　背後からくぐもった声で返事をする先輩にそう突っ込む。

　先輩が、後ろから龍りゆう之の介すけの夏服のシャツをめくって……その中に頭を突っ込んでいた。

「こ、これは二に人にん羽ば織おりだから！　ほ、ほら、なんていうの、怪異退散みたいな効果があるってネットで見たことがあるし、敵が全力でかかってくるからにはこっちもちゃんとフル装備で迎え撃たなきゃいけないから……そ、そう、専守防衛ってやつだよ……！」

　もう何を言っているのか分からないくらいに論理は完全に破綻していたけれど……龍りゆう之の介すけのシャツを頭から被かぶってぷるぷるとする先輩があまりにも愛くるしかったのでそこは気にしないことにした。あとシャツの中を通して、先輩のいい匂いがした。

「わかりました。それじゃあこれでいきましょう」

「は、離れちゃダメだからね？　勝手にパージしたらほんとにうらむからね……？」

「はい。一生絶対に離れません」

「さりげなく永久保証にしないで!?」

　そのまま、二に人にん羽ば織おり（？）で進んでいく。

　さらに色々なサメ関連のゾンビが出てきて、その度に先輩は過敏に反応していたけれど。

「シャ───────ク！」

「!!」

　新たに二つの頭を持ったハンマーヘッドシャークのゾンビが出てきたところで、背中の先輩がびくんっ！　とハデに身体からだを震わせた。

　そして。

　もそもそ……

「……」

　ごそごそ……

「……」

　背中の先輩の位置がゆっくりと上へと上がっていった。

　簡単に言うと、最初はシャツの中に頭だけ入れて歩いていたのが、次に腰の辺りにしがみつくかたちになって、最終的には龍りゆう之の介すけの肩辺りにまで登り詰めて首回りにしがみつく体勢……要するに、おんぶになった。

「花か梨りん先輩……」

「う、うう～、だ、だって、今ので足から力が抜けちゃったんだからしょうがないだろー……」

　顔だけをひょっこりと出して先輩がそう泣きそうな声を上げる。

「いえ俺はいいんですが……」

「じゃ、じゃあなんにも問題はないよね？　このままでいいよね？　ほ、ほら、りゅ、龍りゆう之の介すけ、ゴー……！」

　先輩の号令に従って、歩き出す。

　こういったお化ばけ屋や敷しき系に強いという設定はもはやどこにいってしまったのかという有り様だったけれど、基本的に先輩の言うことは龍りゆう之の介すけの中では全て正義だったのでそこは特に気にならなかった。

　その後も襲いかかってくるサメの亡霊やゾンビを全ておんぶの状態で通過していき。

　やがて出口の光が見えてきた。

「花か梨りん先輩、もうすぐで出口ですよ」

「……」

「花か梨りん先輩？」

「…………」

　返事がない。

　あまりにも怖がりすぎて返事をする気力もないのかと思い後ろを向いたところ……

「……すー……すー……」

　先輩は寝ていた。

　龍りゆう之の介すけの背中に体重を預けて、安らかな寝息を立てていた。

　考えてみれば先輩は朝からアナウンスにニャンメイドカフェにアフレコ指導と、フル回転だった。

　部長として責任者としてずっと気を張ってもいたのだろうし、疲れて眠ってしまうのもムリはないと言えた。

「……お疲れさまです」

　少しでも長く寝ていてもらおうと、起こさないようにゆっくりと歩く。

　出口付近では、こういうお化ばけ屋や敷しきにありがちなサプライズで巨大ホオジロザメのゾンビが満を持して登場しようとしてきたものの、

「……すみません、こういう状況ですので」

「……」

　背中に視線をやりつつそう告げる。

　ホオジロザメも先輩の幸せそうな寝顔を見て事態を察したのか、少し残念そうに小声で「……シャーク……」とささやくに留とどめてくれた。

「……うにゃ……おっきな背中……あったかくて落ち着く……ふふふ……龍りゆう之の介すけの匂いがする……」

　そんな寝言を口にする先輩を背に。

　龍りゆう之の介すけはそっと『恐怖の水中ゾンビ館　～目がサメるほどの恐怖をお届けいたします～』を出たのだった。
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「ふー、な、なかなか見ごたえのあるお化ばけ屋や敷しきだったねー」

　校庭のベンチで目を覚ました先輩が、龍りゆう之の介すけから視線を逸そらしつつそう言った。

「っていうか……ま、まあ、後半はほとんど記憶がないんだけど……」

「そうですね、先輩の寝顔はとても愛らしいものでした」

「そ、そこも記憶から消して……」

　消え入りそうな声で顔をうつむかせる先輩。

　さっきまでの先輩の寝顔は龍りゆう之の介すけにとってはできることなら永久保存しておきたいくらいの、まさに天使の寝顔というにふさわしいものだったのだけれど、本人はあまり思い出したくないもののようだった。

「あ、そ、そうだ、かき氷でも食べない？　お、お化ばけ屋や敷しきで一戦したらなんだか暑くなっちゃった」

　と、先輩が言った。

「そうですね。それじゃあ俺が買ってきま──」

「だ、だいじょうぶ、ここはあたしに任せて。ぱぱっと行って買ってくるから」

「ですが……」

「いいのいいの、ね？」

（お、お化ばけ屋や敷しきでは大失態もいいところだったもんね……。ここで少しは年上の余裕（金銭）を見せて先輩株を上げておかないと……！）

「分かりました。それじゃあお願いします」

「ん、おっけ。じゃあちゃんとここにいるんだぞ。勝手にどっか行ったらダメだからね？」

　そう言って、先輩はネコシッポをぱたぱたと揺らしながらかき氷の屋台へと走っていった。

　その姿もあまりにも魅惑のキャットランすぎてついつい動画を撮ろうかとも思ったけれど、さすがに怒られそうだったのですんでのところでやめておいた。

「……」

　待っている間、手持ち無沙汰だったので何となく辺りを見回す。

『彩さい雲うん祭さい』真まっ只ただ中なかだけあって、校庭にはたくさんの人たちが行き交っていた。

　同じ彩さい光こう学がく園えんの生徒たち、他校の生徒と覚しき見慣れない制服、保護者、親子連れ、近所の住人たち。

　と、その中に見たことのある顔を見つけた。

「──あれ、市いち村むらじゃないか？」

「あ……」

　名前を呼ばれて龍りゆう之の介すけの口から声が漏れる。

　そこにいたのは……ほんの二年前には毎日のように顔を合わせていた相手だった。

「やっぱりそうだ。久しぶりだね。元気そうでよかった」

「ああ、東ひがし山やまの方こそ」

「元気……ってわけでもないけどね。今日もさっきまで招待試合があって駆り出されてたし」

「そうなのか」

「うん、まあ、ね」

　そこで男子──東ひがし山やまは小さく笑って、

「でもよかった、今日は市いち村むらに会えて。ずっと市いち村むらに言いたかったことがあったんだ」

「？　言いたかったこと」

「うん、そう。単刀直入に言うよ」

　そこで一度言葉を切ると。

　東ひがし山やまは真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけの顔を見て……こう口にしたのだった。




「──野球部に戻ってくる気はないかな？」




　[image: 花マーク]




　山盛りのかき氷を二つ両手に抱えながら、花か梨りんは小走りで校庭を進んでいた。

　買ったのはイチゴ味と練乳味だ。

　何味がいいかは特に訊きかなかったけれど、市いち村むらのお気に入りは絶対に練乳な気がした。

「ふふ、龍りゆう之の介すけ、よろこぶかなー」

　きっとシッポがあったらぶんぶんと音が鳴るくらい喜んでくれるだろう。

　見た目はちょっと威圧感があるけれど気は優しい大型犬みたいな反応が目に浮かぶ。

　というか……市いち村むらと回る『彩さい雲うん祭さい』は楽しい。

　市いち村むらの調子はあいかわらずでいつものように照れさせられまくって死にそうになりはしたものの（そこは大いに反省の余地が……うう……）、それを込みで心の底から満喫している。

　こんなに楽しい文化祭は生まれて初めてかもしれない。

　それくらい今日は、花か梨りんにとって何から何まで胸が躍る時間だった。

　ひとまずかき氷を食べたら次にどこを回るか相談しないと……と、わくわくとした心地でベンチへと戻る。

　と、

「あれ……？」

　市いち村むらが、見たことのない男子と話をしていた。

　だれだろ、あれ？

　見た感じそれなりに親しそうな雰囲気だけど、今まで見たことがない。

　それはもちろん、市いち村むらの交友関係を全部把握しているわけではないんだけれど……

　ともあれ、ここでいつまでも立ち止まっていたらせっかく買ってきたかき氷が溶けてしまう。

　なので少し躊ちゆう躇ちよしつつも声をかけかけて、

「あー、龍りゆう之の介すけ、かき氷買ってきたよ──」




「──野球部に戻ってくる気はないかな？」




　そんな声が耳に入ってきて、花か梨りんは再び動きを止めた。

「僕はそうしてほしいと思ってる。というかずっと思っていた。市いち村むらは周りの雑音に嫌気が差しただけで、野球自体を嫌いになったわけじゃないんだよね？」

「それは」

「あの時に市いち村むらのことをとやかく言っていた部員は、今はもうほとんどいない。だから今なら市いち村むらも気持ちよく野球ができると思うんだ」

「……」

「ねえ、もう一度僕たちでいっしょに白球を追いかけようよ。市いち村むらさえよければさっそく来週からでも……」

　最初、何を話しているのか花か梨りんにはよく分からなかった。

〝野球部〟、〝戻ってくる〟、〝もう一度いっしょに白球を追いかける〟。

　それらの単語だけが、ただ頭の中を駆け巡る。

　だけどしばらくその場に立ち尽くして、ようやく目の前の状況を理解することができた。

　あっ、これって市いち村むらを野球部に戻そうと勧誘してるんだ……

　どう見てもそれ以外の何でもなかった。

　──市いち村むらが野球部に戻る。

　それは想像してもみなかったことだった。

　この一年と少しの間、市いち村むらはそんな素振りは見せたことはなかったし、話にも出たことはなかった。何より市いち村むらはずっと放送部に、花か梨りんの隣にいてくれるものだと無条件に思い込んでいたからかもしれない。

　だけど考えてみれば十分にあり得る話だ。

　市いち村むらはもともと将来を期待されていたエースだったし、どうして放送部にいるのかよくわからないくらいに運動神経はいい。

　野球部を辞めたのも、野球に対してどうこうというよりも、たぶん部内での人間関係が原因だったんだと思う。

　だとしたら今でも野球に未練がある可能性はぜんぜんあるわけで……

「？　花か梨りん先輩」

「……っ……」

　と、そこでこっちに気付いた市いち村むらに声をかけられて、花か梨りんははっと我に返った。

「かき氷、買ってきてくれたんですね。ありがとうございます」

「あ、う、うん」

　曖昧にうなずくと、市いち村むらと話していた男子が花か梨りんの方を見た。

「おっと、いっしょに回ってる相手がいたんだね。じゃあ僕は行くよ。でもさっき言ったこと、前向きに考えてみてくれると嬉うれしいな。それじゃあ」

　そう言って嫌味のない笑顔で会え釈しやくをすると、男子は去っていった。

「……」

「花か梨りん先輩？」

「え？　あ、うん」

「かき氷、溶けてしまいますよ」

「あ、ああ、そうだな。ほらこっち、龍りゆう之の介すけの。練乳だぞ」

　白くて甘いシロップがかかったかき氷を差し出すと、龍りゆう之の介すけが表情を輝かせた。

「ありがとうございます。練乳、好きなんです」

「あ、や、やっぱりそうだった？　そうじゃないかと思って」

「……」

「って、なんでプルプル震えてるの!?」

「花か梨りん先輩に好みを熟知されていたかと思うと嬉うれしくて」

「じゅ、熟知じゃないから！　なんとなくだから……！」

「それでも嬉うれしいです。以心伝心……というやつでしょうか。先輩との心の距離が縮まったのを感じます」

「んにゃ……っ……！」

　市いち村むらは普段通りだった。

　あいかわらず真面目な顔のままでやたらとグイグイ攻めてくるけれど、不器用で素直な後輩。

　その真まっ直すぐな表情からはいつもと違った様子は見受けられないし、何か隠し事をしているとも思えない。

　だけどさっきまでの男子との会話がどうしても花か梨りんの頭から離れなくて……

「花か梨りん先輩？」

「……え？　あ、ああ、え、ええと……」

「？」

「あ、う、うん、これ食べたら次はどこを回ろっか？」

「そうですね、花か梨りん先輩はどこか行きたいところはありますか？」

「ん、そ、そうだなー、フ、フランクフルトの屋台とか？」

「それはさっき行きましたが」

「あ、そ、そうだったね。それじゃあ──」

　その後もいくつか出し物を回って。

　結局、男子との話については触れることができずじまいなのだった。
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『──ただ今をもちまして、第二十六回彩さい雲うん祭さいは終了とさせていただきます。生徒たちや来場されたお客様は気をつけてお帰りください。お疲れさまでした』




　そんな先輩の声がスピーカーを通して学校内に響き渡って。

『彩さい雲うん祭さい』の閉会とともに放送部（仮）の出し物……『アフレコができるニャンメイドカフェ with 放送室の人魚姫リトルマーメイドと愉快な仲間たち』も、無事に終了を迎えたのだった。

「終わったね、みんなお疲れさまー！」

「真ま衣い先輩もお疲れさまっす！　この後は打ち上げっすね！」

「そうだねー。花か梨りんが戻ってきたら始めよっか」

「……ぶ、無事に終わって……安心……しました……」

「ふう、こういうのは初めてだったけど、何とかなってよかった……」

　真ま衣いさんたちが口々にお疲れの声を上げる。

　この後は、このままこの教室で打ち上げが行われることになっていた。

　前にも言った通り後夜祭はちょうど一週間後に行われることとなっていたため、今日は放送部内での軽い打ち上げが開催されるに留まっているのだった。

　やがてアナウンスを終えた先輩も放送室から戻ってきて、

「それじゃあ花か梨りん、ニャンメイドカフェが大盛況に終わったのを記念して、何か一言一言」

「え、ま、またあたし？　え、ええと、じゃあ……『アフレコができるニャンメイドカフェ with 放送室の人魚姫リトルマーメイドと愉快な仲間たち』のにゃんだふるな成功を祝って……。──にゃーん！」

「「「「「にゃーん！」」」」」

　放送室内にそんなネコ科のかけ声が響き渡って。

　放送部員プラスアルファによる、ニャンメイドカフェの打ち上げが始まった。

「はー、終わった終わった。それにしてもニャンメイドの衣装、かわいかったよね。ちょっと気に入っちゃったかも。機会があったら時々着てみてもいいかなー」

「真ま衣い先輩のニャンメイドは最高でした！　何ていうかめちゃくちゃエモかったっす！」

「ふふ、ありがと。後輩くん２の黒服も似合ってたよ？」

「ホ、ホントですか！　ありがとうございます！」

「でもやっぱり今日のハイライトといえば、後輩ちゃんを守る後輩くん、頼もしかったよねー。後輩ちゃん、惚ほれ直なおしちゃったんじゃない？」

「……え、え……っ……そ、そそそそんなことは……！　……わ、わたしごときタニシみたいな生き物が市いち村むら先輩にそのような尊い感情を抱くなんて……そ、それだけで罪深いです……」

「何だか語るに落ちている気がするけど……」

　盛り上がる真ま衣いさんや舞まい原はらさん、委員長、日ひ野のたち。

　そんな中、

「花か梨りん先輩」

　龍りゆう之の介すけは、賑にぎわいから少し離れた窓まど際ぎわでドラゴンフルーツジュースを飲んでいた先輩に声をかけた。

「ん？　どうしたの龍りゆう之の介すけ？」

「すみません、ちょっと話したいことがあるんですが、いいですか？」

　実は龍りゆう之の介すけには……先輩に話しておきたいことがあった。

　前々から考えていたことではあったのだけれどなかなか実行に踏み切ることができず、今日さっき東ひがし山やまと話して、ようやくそれを伝えるのに踏ん切りがついたこと。

　可能ならばその決意が揺るがない内に、言葉にして言っておきたかったのだ。

「ええと、できれば廊下とかで」

「え、う、うん」

　他に人のいない廊下へと先輩を連れ出して、真まっ直すぐに先輩の目を見る。

　気持ちを落ち着かせるために一度大きく深呼吸をして。

　龍りゆう之の介すけは……あることを口にした。

「実は、先輩にお願いしたいことがあるんです」

「！」

　その言葉に、先輩がびくん！　と身体からだを震わせる。

「お、お願い……？」

「はい」

「……」

「あの」

「…………」

「実は来週──」




「ま、待ったー……！」




　と、そこで先輩の叫び声に龍りゆう之の介すけの言葉は遮られた。

「み、みなまで言わなくてもわかってるから！　ス、ステイ……っ……！」

「え？」

「りゅ、龍りゆう之の介すけが何を言おうとしてるのか……これでも先輩だから、その、それくらいはちゃんと察してる。と、年上の経験値っていうの？　そ、それに今聞いちゃうと、言こと霊だまで何かが実現しちゃいそうな気がする……だ、だから最後までは言わなくていいから！」

「そう、なんですか？」

　それは意外な返事だった。

　どこで知られてしまっていたのだろう。

　龍りゆう之の介すけとしてはその素振りは見せていなかったつもりだったけれど、隠し事はお世辞にもうまいとは言えない。なので気付かぬ内に漏れてしまっていたのかもしれない。

「それで、花か梨りん先輩の返事は……」

　少しばかり緊張しながらそう尋ねる。

　すると先輩はにっこりと笑って、

「ん、もちろん、おっけーだよ」

　龍りゆう之の介すけを見上げながらそう言った。

「なんていうか、それは最初は戸惑ったけど……いいことだと思うんだ。龍りゆう之の介すけが今やりたいこと……きっとそれが、龍りゆう之の介すけにとってのベストな選択なんだと思う。だからあたしはそれを尊重したいって考えてる。そのためにできることなら何でもやるよ」

「花か梨りん先輩……」

「それが放送部の部長として、龍りゆう之の介すけの先輩として、あたしにできる一番の手助けだもんね」

　手元の紙コップをきゅっと握りながら先輩がそう口にする。

「ありがとう……ございます」

　そう言ってくれるのはありがたかった。

　ただ予想外にあっさりとした反応だったため、少しばかり力が抜ける。

　それはちっちゃいけれどだれよりも周りの人たちを大事にしていて、ちっちゃいけれどだれよりも気遣いのできる先輩のことだから、頭ごなしに拒否されるとは思ってはいなかったけれど、それでももう少し迷うというかアウトを取る時に近い反応をされると思っていた。

「じゃ、じゃああたしはそろそろ帰るから。詳しい話はまた後日するってことで」

「え？」

「ニャ、ニャン左ざ衛え門もんの劇場版アニメの放送があるからもう帰らないとなんだ。龍りゆう之の介すけも、打ち上げで盛り上がるのもいいけど、今日はゆっくり休んで疲れをとらなきゃダメなんだからね？」

「あ、花か梨りん先輩」

「じゃ、じゃあそーいうことで！」

　それだけ言うと、人見知りの仔こ猫ねこが逃げるようにして先輩は走り去っていってしまった。

　あとには空むなしく右手を伸ばした龍りゆう之の介すけだけが残される。

「……」

　どうしてだろう。

　先輩へのお願い事はうまくいったはずなのに。

　どこか何かを間違えているような、モヤモヤとした感覚が龍りゆう之の介すけの中には残っていたのだった。








・本日のアウト数：５

・累計のアウト数：20












[image: 幕間『明るくてフレンドリーな先輩と、寄り道と、豚の下僕』]
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『彩さい雲うん祭さい』が終わってしばらく経たったある日。

　学校帰りの商店街のアーケードで、龍りゆう之の介すけは見知った相手を見つけた。

　あそこにいるのは真ま衣いさんだ。

　先輩や舞まい原はらさんともまた違った方向で目立つ外見なので、離れた位置からでもよく分かる。

　何やらアーケードの途中にある店を覗のぞきこんでいるみたいだ。

「──真ま衣い先輩」

「うわわわっ……!?」

　龍りゆう之の介すけが声をかけると、真ま衣いさんはバネ仕じ掛かけのオモチャのように勢いよくのけぞった。

「……すみません、怖がらせてしまいましたか」

「え？　あ、ううん、そういうことじゃないの」

「？」

「え、えーと、あのね」

　少しだけ気まずそうな顔をしながら真ま衣いさんが横を向く。

　真ま衣いさんの視線の先にあったのは、女子の好きそうな甘かん味み処どころやスイーツ専門店……などではなく。

　醬しよう油ゆと豚骨の香り漂うラーメン屋だった。

　それも最近流行の、メガ盛り系の。

「あ、あはは……一回入ってみたいと思ってたんだけど、女子一人じゃなかなか入りにくくて……」

　困ったように笑う。

　それは確かにそうかもしれない。

　なので龍りゆう之の介すけは言った。

「よければいっしょに入りませんか？」

「え？」

「ちょうどお腹なかが減ってたところなんです。真ま衣い先輩がイヤでなければぜひ」

「そ、そうなの？　んー、だったらお言葉に甘えちゃおっかなー」

　真ま衣いさんが笑顔でそううなずいて。

　二人でラーメン屋『豚の下僕』へと入る。

「えっと、まずは食券を買えばいいのかな？」

「そうですね。トッピングなどもここで選べます」

「へー、そうなんだそうなんだ」

　どこかうきうきしたような声で真ま衣いさんが店内を見回す。

「もしかして、初めてなんですか？」

「うん、初めて。ついでにいえば男の子と食べ物屋さんに入ったのも初めてだよー」

「俺もラーメン屋は初めてです」

「あはは、じゃあお互い初めて同士だね」

　そんなことを言い合いながら、並んで席へと着く。

　注文をした後にカウンターの上にあるニンニクや豆板醬トウバンジヤンについて説明をしていると、五分も待たずに注文したラーメンが運ばれてきた。

「わ、なにこれ、おいしいー！」

　太めの麵を上品にすすり上げて、真ま衣いさんがそう声を上げた。

「麵はもちもちで歯ごたえがあるしもやしのシャキシャキ感とすっごくマッチしてる！　スープも濃厚なのにしつこくなくてすっごくおいしいんだけど！　感激した！」

「ここのお店は美お味いしいことで有名ですから」

「そうなんだ？　わー、いいとこ入ったなー♪」

　嬉うれしそうに顔を綻ばせながら箸を進めていく。

　とはいえ、相手はモヤシが山のように積まれチャーシューが丼からはみ出ているメガ盛りだ。

　時間が経たつにつれて、その勢いも次第に右肩下がりになっていった。

「……う……」

　真ま衣いさんの口数が少なくなる。

　男子でも食べきれない者が普通にいるくらいの量なので、それも仕方がないと言えた。

　それでも残すのは気が引けるのか、苦しそうな表情になりながらも真ま衣いさんは箸を止めようとしない。

　だったら……

「真ま衣い先輩」

「ん、なに？」

「よかったら少しもらっていいですか。俺、これだけじゃ足りなくて」

「え？　あ、い、いいけど……」

「いただきます」

「あ……」

　真ま衣いさんの器に残っていた麵とモヤシを、新しい割り箸を使って自分の器に移す。

　龍りゆう之の介すけとしてはまだまだ腹六分目くらいだったので、あっという間に食べきることができた。

「すごいなあ、ぺろりと食べちゃった。さすがは男の子って感じだね」

「育ち盛りですから」

「あはは、ホントだね。……あと、ありがと」

「？　何がですか？」

　龍りゆう之の介すけが尋ね返すと、真ま衣いさんは肩を叩たたきながら言った。

「もー、私が残しちゃいそうだったから代わりに食べてくれたんでしょ？　助かっちゃった」

「……いえ、ただ腹が減っていただけなので」

「あれれ、認めてくれない系？　シャイなの？　んー、じゃあそういうことにしとくけどさー。でも、ふふっ」

　と、そこで真ま衣いさんが少し嬉うれしそうに笑った。

「？　どうしたんですか？」

「んーん、なんか……こういう風に女子扱いされたのって初めてだと思ってさー」

「？」

「ほら、私さ、生徒会長とかやってる影響もあるのか、だいたい男子相手には頼られる相手に見えちゃうらしいんだよねー。女子にも言わずもがなって感じ？　や、それは確かに引っ張られるよりも引っ張る方が得意なんだけど、そのせいか女子扱いされないことが多くて……だからちょっと新鮮だったっていうか」

　少しだけ自嘲気味に笑う。

　そんな真ま衣いさんに、龍りゆう之の介すけは言った。

「真ま衣い先輩は女子です」

「……！」

「確かに一見するとリーダー気質で皆を引っ張っていくように思えますが、少し付き合えばとても優しくて周りの人たちに気を遣っていることが分かります。雰囲気も柔らかくて話しやすいですし、そういうところはすごく女子らしくて素敵だと思います。俺は真ま衣い先輩のそういうところが好きです」

「……」

　龍りゆう之の介すけの言葉に、真ま衣いさんが口をぱくぱくとさせる。

　何かを言おうとして、でも声が出てこないという表情。

　やがて。

「あ、あー、もう、ほんっと後輩くんって……」

「？」

「こ、これじゃ私も花か梨りんのこと言えないよねー。何だろ、照れさせられ過ぎて言葉が出なくなるっていう気持ちが少しわかった気がするよ……」

「はあ……」

「でもとりあえず」

　そこで真ま衣いさんは言葉を止めると。

　ヒザの上で両手を揃そろえながら龍りゆう之の介すけの方に向き直って。

「今日は付き合ってくれてありがと、後輩くん。初ラーメン、おいしかったよ♪」

　満面の笑みで、そう言ったのだった。
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　先輩の様子がおかしい。

　龍りゆう之の介すけがそう感じたのは、『彩さい雲うん祭さい』が終わった直後のことだった。

　表面上はいつも通りだった。

　話しかければ笑顔で応えてくれるし、放送部（仮）での指導もちゃんとしてくれる。アウトも普通に取ることができる。

　だけど目に見えないところでどこか一線を引かれているというか、距離を感じることがあった。

　先輩としては隠しているつもりかもしれないけれど……それは普段から呼吸をする次くらいの頻度で先輩のことばかり考えている龍りゆう之の介すけには火を見るより明らかだった。

　怪け訝げんに思い直接訊きいてみても。

「花か梨りん先輩、俺、何かしましたか？」

「えっ……」

「何だか花か梨りん先輩との心の距離が離れている気がします。こんな毎日が続くのかと思うと不安で、日課である寝る前にその日の花か梨りん先輩のかわいかったところを十個暗唱することも満足にできません」

「そ、それはもう永久に日課から削除しなさい！　あと、べ、別にそんなことないよ？　あたしはいつも通り年上の余裕あふれる大人っぽくて頼れる先輩だよ？」

　そんな風にはぐらかされて教えてくれない。

　先輩はウソが吐けないから、何かがおかしいのは一目瞭然なのに……

「……」

　教室の机で腕を組みながら、龍りゆう之の介すけは真剣に悩んでいた。

　これはやはり……あの時のことが影響しているのだろうか。

『彩さい雲うん祭さい』後の打ち上げで、先輩にお願いした申し出。

　あの時は笑顔で了承してくれたけれど、やはり先輩はあまり気が進まなかったのではないだろうか。とはいえ断るのも悪いと気を回されて、そのせいで龍りゆう之の介すけに対して距離を置くようになってしまったのではないだろうか。

　だとしたらどうしたらいいのか龍りゆう之の介すけには分からないのであって……

「ん、どうしたの龍りゆう之の介すけ。そんなお寺とかに飾ってある仁王みたいな難しい顔して」

　と、隣を通りかかった日ひ野のが話しかけてきた。

「何かあった？　って、龍りゆう之の介すけが悩んでるのなんてどうせまた先せん輩ぱい絡がらみのことなんだろうけど。俺でよければ話を聞くよ？」

「日ひ野の……」

　こういう時にすぐに相談に乗ってくれるのは本当にありがたい。

「実は……」

　日ひ野のの顔を見て、龍りゆう之の介すけは事情を話した。







「それは照れてるんだな」

　日ひ野のがそう断言した。

「今の話を聞く限り、きっと突然予想外のことを龍りゆう之の介すけから言われてどうしたらいいか分からなくなってるんじゃないか？　そんなお願いをしたのは初めてなんだろ？　心の整理をしようとしてるっていうか」

「そう、なのか……？」

「ああ、だからなるべくいつも通りに接した方がいい。変に意識すると、向こうもかえって反応に困ると思う」

「そういうものなのか……」

　龍りゆう之の介すけにはよく分からない。

　だけどことこういった対人関係の問題に関しては、日ひ野のの言うことはこの上なく当てになるのは事実だった。

「分かった、できるだけいつも通りにしてみる。ありがとう、日ひ野の」

「いいっていいって。それより真ま衣い先輩の好きなものとかあったら教えてくれな。話しかけるきっかけにするから」

「真ま衣い先輩はラーメンが好きみたいだ。アーケードにある『豚の下僕』を気に入っていた」

「え、そうなの？」

「ああ、この前行った時にそう言ってたから間違いないと思う」

　その言葉に、日ひ野のが激しく反応した。

「え、ちょっと待って！　龍りゆう之の介すけ、真ま衣い先輩といっしょにラーメン食べたの!?」

「ん、ああ。たまたま帰り道で会って」

「マジかうらやましい……くー、何で龍りゆう之の介すけばっかりそんな幸せに恵まれるんだよ！　不公平か！」

「そう言われても」

　本当に偶然の出来事であったため、うらやましがられても龍りゆう之の介すけにはどうすることもできない。

「うう、真ま衣い先輩と二人きりでラーメン……二人きりで『豚の下僕』……何としてでも実現したい。とりあえず俺もアーケードの周りを徘はい徊かいするところから始めればいいのか……」

　日ひ野のがブツブツとそんなことを言い出したため、ひとまず相談に乗ってくれたことに心の中でもう一度感謝をして、龍りゆう之の介すけは放送室へと向かったのだった。
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　日ひ野のの言うことに従って、龍りゆう之の介すけはひとまず普段と同じように振る舞うことにした。

　いつも通りいつも通り……と自分に言い聞かせて、放送室の扉を開け中に入る。

　放送室にはすでに先輩と、今日はモデルのアルバイトはない日であるらしく舞まい原はらさんの姿もあった。

「お──龍りゆう之の介すけ、おっす」

「……こ、こんにちは……市いち村むら先輩……」

「こんにちは、先輩、舞まい原はらさん」

　龍りゆう之の介すけの姿を目に留めると笑顔で挨拶をしてきてくれる。

　それ自体は普段と変わらない反応だ。

　ただ……

「じゃあ龍りゆう之の介すけも来たことだし、ええと、今日はスピーカーを使っての指導をしようと思う。マイクとスピーカーの間には音が出るタイムラグがあったりするから、それに慣れる意味も含めてって感じかな」

「それじゃあ機材の準備をします」

　龍りゆう之の介すけが放送室の物置からスピーカーを運んでこようとして、

「……あ、こ、これは……わたしがやるので大丈夫です……」

　舞まい原はらさんがおずおずとそう名乗りを上げた。

「いや、だけど」

　ちゃんとした収録などに使うスピーカーだけあってけっこう重い。

「……へ、平気です……わたし、力だけはありますから……」

「……」

　そう言うと、舞まい原はらさんはそそくさと立ち上がってスピーカーを持ってきてしまう。「……い、市いち村むら先輩がいなくなっても……ちゃ、ちゃんとやっていけるようにしないと……」

「？」

「……あ、な、何でもない……です……」

　気のせいか、舞まい原はらさんの反応もどこかいつもと違うものだった。

　何だか龍りゆう之の介すけと目を合わせてくれない感じというか……

　そして先輩も先輩で、

「う、ううん……あ、あと少し……」

「棚の一番上にあるマイクですか？　よければ自分が──」

「だ、だいじょうぶ、これくらいがんばればあたしでも取れるから……」

「……」

「と……取れる……から……っ……」

　やはりどこかおかしいままだった。

　普段とは違う、腫れ物に触さわるような、どこか龍りゆう之の介すけに気を遣うような態度。

　こういうのを、ドラマとかで見た覚えがあった。

「……花か梨りん先輩」

「ん、な、なに？」

「俺、死ぬんですか？」

　必死に飛び跳ねた挙げ句にようやくマイクを取ることができた先輩の顔を真まっ直すぐに見つめて、龍りゆう之の介すけはそう尋ねた。

「え、りゅ、龍りゆう之の介すけ、死んじゃうの!?　なんで!?」

「……い、市いち村むら先輩……な、何があったんですか……？」

「いえ。ただ花か梨りん先輩たちの様子がおかしいので、もしかして俺の知らないところで余命宣告でも受けたのかと思って……」

　その言葉に先輩たちが気まずそうな顔になる。

「あー、それは、その……」

「……え、ええと……」

　顔を見合わせて言葉を詰まらせる二人。

「ということは、やっぱり……」

「や、それは違うって！　別に１００日後に死ぬ龍りゆう之の介すけとかじゃないし、死神のノートに名前を書かれたとかでもないよ!?」

「それじゃあ……」

　いったいどうしてこんなことになっているのか。

　その龍りゆう之の介すけの疑念に、




「あ、明日、全部はっきりさせるから……！」




　先輩がぎゅっと目をつむりながらそう言った。

「え？」

「あ、明日まで待って！　明日になったらちゃんと踏ん切りをつけていつも通り接するから。その、龍りゆう之の介すけがどうしたいのかってことはわかったんだけど、ま、まだこっちとしては色々と心の整理がついてないんだよ……！」

　心の整理。

　日ひ野のが言っていたのと同じ言葉が先輩の口から出てきた。

　ということはこの現状は……やはり龍りゆう之の介すけのお願い事が原因で先輩が照れているということに起因しているのだろうか。

　だけど先輩の今の反応を見る限り、アウトが取れているようにも思えない。

　何というか……もっと困惑の要素が強いような。

　とはいえそれ以外に先輩の様子がおかしくなっている理由なんて皆目見当がつかないのであって……

　もう何がどうなっているのかまったくもって分からなかった。

　だから。

「……了解しました。明日ですね」

　先輩がそう言うのなら、龍りゆう之の介すけとしてはそれに従う以外の選択肢はなかった。

「う、うん……明日の放課後、放送室に来て。そこで大事な話をするから」

　先輩は、静かな口調でそう言ったのだった。




　[image: 花マーク]




　帰り道を一人で歩きながら、花か梨りんは頭を悩ませていた。

　うう、ダメダメだ、ちょっと突っこまれたくらいで動揺を見せるなんて、先輩として一番やっちゃいけない反応なのに……

　龍りゆう之の介すけの決意。

　その選択。

　それをしっかりと後押ししてあげるためには、花か梨りんは毅き然ぜんとした大人の対応をしなきゃいけない。

　だけど……

「……」

　これから先のことを考えると、胸がちくりと痛んだ。

　何だか鳴きたいような叫び出したいような強烈な感情が湧き上がってくるのを、頭を振って何とかそれを押さえこむ。

　うーん、よくない……っていうか、このままじゃ明日も何だかんだでグダグダになりそうな予感がする。

　そうならないためにはどうしたらいいんだろう……

　ひとまずきちんと伝えたい気持ちを声に出して言うことができるように、言葉をまとめておこう。

　今の花か梨りんにできることはそれくらいしかない。

　とにかく明日だ。

　舞まい原はらさんとも話して、どうするかは決めてある。

　あとはそれをちゃんとやり遂げるだけで……

「……う、うん、先輩として年上の大人として、ちゃんと後顧の憂いなく龍りゆう之の介すけを送り出してあげなきゃ。きっとこれは、龍りゆう之の介すけにとって大事な人生の転機なんだから……！」

　まだ胸にもやもやするものがあったもののそう自分に言い聞かせるようにうなずいて。

　明日の準備に取りかかるべく家路を急いだのだった。
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　翌日。

　放課後になって、龍りゆう之の介すけは先輩に言われた通り放送室へと向かっていた。

　心の中はここ数日の不安でいっぱいで、歩みを進める足は自然と速くなる。

　いったい先輩に何があったんだろう。

　そして今から、先輩は何を話してくれるんだろう。

　緊張しつつ、防音加工の二重扉を開けたところで──




　パンパン！　パンパンパン……！




　そんな音が響き渡った。

　続いて先輩と舞まい原はらさんが手に持っていたクラッカーを勢いよく鳴らしている姿が目に入ってくる。

「これは……？」

　周りを見ると、この一年ですっかり見慣れたチーズのように穴の開いた放送室の壁には飾りつけがされていて、大きな垂れ幕が掲げられている。そこには『祝・龍りゆう之の介すけ送別！　野球部に行ってもグイグイを忘れずにね！』と書かれていた。

「あの……どういうことですか？」

　状況が分からず龍りゆう之の介すけが目をシロクロさせる。

　すると先輩が前に出てきてこう言った。

「これがあたしたちの答えだよ。ほら、野球部の件。……龍りゆう之の介すけ、来週から野球部に行くんでしょ？」

「え」

　その言葉に思わず龍りゆう之の介すけの声が漏れる。

「どうしてそれを……」

　そこまで知られていたとは思わなかった。

　そのことはまだ秘密にしておいたはずなのに。

　とはいえお願い事が何であるのかを察していると言われた時点で、その可能性も考えておくべきだった。

　だとしたら東ひがし山やまと話していた内容も伝わってしまっているのだろうか。

　先輩の顔を見ると、

「もちろんだよ。年上で見識の広い先輩は、何もかも全部お見通しってね」

　そう言って大きくうなずく。

「……あ、あの……市いち村むら先輩……や、やっぱりこれは……本当なんですか……？」

　舞まい原はらさんが消え入るような声で尋ねてくる。

「え？　ああ、本当だ」

「……そ、そうなんですね……」

　見て分かるくらいにズドーンと肩を落とす。

　どうして舞まい原はらさんがそこまで落ち込んだ素振りを見せるのかは分からなかったけれど、この様子からは彼女にも事情を知られてしまっているようだ。

　龍りゆう之の介すけが複雑な心地になっていると、先輩がこう言ってきた。

「あのさ……手紙を書いてきたんだ」

「手紙、ですか」

「うん。これから新しい門出を迎える龍りゆう之の介すけに、先輩からのちょっとしたはなむけっていうか、贈り物みたいな感じ？　読んでもいい？」

「え、はい、お願いします」

　龍りゆう之の介すけが困惑しながらもそううなずき返すと、先輩は「んんっ」と喉を小さく鳴らした後に、ゆっくりと声を出し始めた。




「──拝啓、市いち村むら龍りゆう之の介すけさま」




　手紙は、そんなフレーズから始まった。

　先輩の澄み切った耳心地のいい声が、水面の波紋が広がっていくかのように放送室へと響き渡る。

「龍りゆう之の介すけといっしょに放送部で活動するようになってから、気づけば一年以上が経たってたね。つい昨日会ったばっかりって感じなのに、時間が経たつのは速いっていうか。楽しい時間はあっという間だっていうのはほんとだね。初めて会った時はまさか放送部に入ってくれると思わなかった。見学に誘ってはみたけど、正直それは入部してくれるのを期待してっていうよりも、落ちこんでるのが見てられなかったから元気を出してほしかったからっていうのが大きかったかもしれない。だから見学初日に入部しますって言われた時はびっくりしたなー」

「……」

「でも龍りゆう之の介すけが放送部に来てくれるようになって……放送部の日常ががらりと変わった。毎日が楽しかった。すっごくわくわくできた。それまではずっとあたし一人しかいなかったっていうのもあるけど……それより何より龍りゆう之の介すけといっしょに過ごす時間はかけがえのないものだったし、宝物みたいにきらきらしてた。龍りゆう之の介すけは熱心だったから、指導する側としても教おしえ甲が斐いがあったしね。ていっても張り切りすぎて最初の頃は指導で空回りしちゃったりしたこともあったけど……」

　その言葉に、放送部（仮）に入って間もない頃のことを思い出す。

　まだ指導に不慣れだった先輩が、マイクの調整を間違えて大音量で出力したことがあったのだ。

　あの時はヘッドホンでそれを聴いていた龍りゆう之の介すけが一瞬昏こん倒とうして、「ど、どうしよう、い、市いち村むらが死んじゃった……！」「……先輩の声で死ねるのなら本望です」「い、生きてた！　ていうかそんなのだめだからー！」みたいなやり取りがあって大変だった（その後、保健室に運ばれた）。だけどその一件があって、先輩との距離がどこか縮まったようにも思えたのだった。

「他にも色々あったよね……放課後の放送をずっとマイクをオフにしたままにしちゃったり、お昼の放送で間違ってあたしのヴィジュアル系と龍りゆう之の介すけの演歌を流しちゃったり……ついこの前だと怪談をやろうとして失敗しちゃったこととかもあったっけ。でもそれも楽しかったなあ……」

　先輩が懐なつかしむようにそう口にする。

　それは龍りゆう之の介すけにとっても同じだった。この一年間の放送部（仮）での先輩との時間はこれ以上ないくらいに楽しく、そして大切なものだった。

「……もちろん龍りゆう之の介すけにはこのままでいてほしいっていう気持ちはあるし、いつまでもこんな日常が続いてくれればいいなとは思うよ？　でも龍りゆう之の介すけが決めたことならそれでいいと思うんだ。変化っていうのは必ずしも悪いことばかりじゃないし、新しい可能性に、未来につながるってことだから。龍りゆう之の介すけにとってそれが良いい変化になるなら、あたしはそれを全力で後押ししたいって考えてる。その決意を、選択を、ちゃんと声に出して応援したいって思う。だから──」

　そこで先輩は手紙から顔を上げると。

　真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけの目を見て。




「がんばれ……龍りゆう之の介すけ！」




　もう一つの、鈴を転がしたようなかわいらしい素の声で……そうエールを送ってくれた。

「花か梨りん先輩……」

「龍りゆう之の介すけはあたしたちに遠慮とかしないで……野球部で心置きなく活躍してくれていいんだからな！　あたしたちはそれを陰ながら見守ってるっていうか、もしかしたらまたアナウンスとかで関わることもあったりするかもしれないし……」

「……」

「だから……放送部のことは、あたしたちのことは忘れて……」

「……」

「……わ、忘れて……」

「先輩……？」

「え……あ、あれ……な、なに、これ……？」

　目をぱちぱちと瞬まばたかせる先輩。

　その丸くて大きな瞳からは、一筋の滴が線を引いて流れていた。
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「お、おかしいな……こんなつもりじゃなかったっていうか、わ、笑って、未練を残さないように龍りゆう之の介すけを送り出すつもりだったのに……な、なんでとまらないの……？」

　先輩があせあせと手で顔を拭う。

　だけどその隙間から、涙がどんどんと溢あふれてきてどうにもできないようだった。

「あの、花か梨りん先輩──」




「……っ……！」




「！」

　龍りゆう之の介すけが声をかけようとすると、先輩は電気が走ったようにびくり！　と大きく身体からだを震わせた。

　そのまま龍りゆう之の介すけの方を見ずに小さな身体からだを翻ひるがえすと、涙を頰に残したまま走って放送室を出て行ってしまった。

　何が起こったのか、龍りゆう之の介すけには一瞬分からなかった。

　あまりに突然だった先輩の涙に、状況がつかめずにわずかな間だけ呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　だけど次の瞬間、弾はじかれたように動き出した。

「……悪い、舞まい原はらさん、ちょっと席を外す……！」

「……え？　……あ、は、はい……っ……」

「花か梨りん先輩……！」

　そう叫んで、全速力で放送室を飛び出したのだった。
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　先輩は、すぐに見つけることができた。

　高等部棟の屋上。

　龍りゆう之の介すけが放送室を出たのは先輩よりもワンテンポ遅れてだったけれど、幸いなことに先輩の足はかなり遅かったので、廊下の端にその後ろ姿をとらえることができた。そのまま全力で追いかけていき、屋上に出たところで追いつくことができたのだった。

「花か梨りん先輩……！」

「……」

　龍りゆう之の介すけが呼びかけると、先輩はようやく足を止めた。

　そのまま肩で息をしながら振り返ると、




「あー、ごめんね、変なところ見せちゃって」




　頭の後ろに手を当てて、困ったように笑った。

「な、なんか雰囲気に流されちゃったっていうか、勝手に感極まって泣いちゃったみたい……あはは、先輩なのに情けないよねー。ほんっとごめん」

「花か梨りん先輩……」

「だからその、あ、あんまり深く考えなくていいからね？　泣いちゃったのはちょっと失敗だけど、そういうこともあるっていうか……」

　ことさらに軽い調子でそう言ってくる。

　そうは言うものの、いつだって年上としての立場を重視していてしっかりしているところを見せようとする先輩が、ただ雰囲気に流されたというだけであんな風に泣くなんて、龍りゆう之の介すけには考えられなかった。

　納得していない表情の龍りゆう之の介すけに気付いたのか、先輩は続けた。

「……あのさ、龍りゆう之の介すけの決意を応援したいって思ってるのはほんとだから」

　そう口にしながら龍りゆう之の介すけの目を見る。

「それが何であったって、あたしは龍りゆう之の介すけが決めたことを後押ししたい。味方になっていたい。それは本当にあたしが心の底から願ってることで……」

「……」

「だ、だから、あたしがさみしいとか、個人的にどう思ってるかとかは、気にしなくていいことで……」

　言葉ではそう言いながらも、先輩の声が震える。

「……とにかく一度放送室に戻りましょう。舞まい原はらさんも心配していると思います」

　ここはいったん仕切り直しが必要だと思った。

　色々と状況に不明な点が多く、確認したいことが多々あった。

　ひとまず放送室に戻って先輩の好きなドリアンティーでも飲みながら落ち着いて話すべく屋上から出ようとして。

「……」

「花か梨りん先輩？」

　返事がない。

　どうしたのだろうと思い後ろを見ると、

「……ぱり……だよ……」

「？」

「……や、やっぱり、やだ……こ、こんなの……」

「え……？」




「……やっぱりやだよ……！　りゅ、龍りゆう之の介すけがいなくなっちゃうなんて……っ……！」




　ドンっと。

　龍りゆう之の介すけの背中に、何かがぶつかってくる小さな衝撃が感じられた。
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「か、花か梨りん先輩……？」

　腰のところに柔らかくて温かい感触があった。

　ちっちゃいけれど確かな存在感があって、少しだけ甘い匂いが漂ってくる。

　振り向いてみると先輩が……後ろから抱きつくように、龍りゆう之の介すけの背中に顔を埋めていた。

「……ご、ごめん……こ、こんなこと言っちゃダメだよね……で、でもやっぱり、このまま自分のもう一つの気持ちを言わないで龍りゆう之の介すけを行かせちゃったら絶対に後悔すると思って……」

「……」

「わかってる……部長として、先輩として、龍りゆう之の介すけの野球部に戻りたいっていう選択を尊重するのがいいっていうのはわかってるんだよ……！　で、でも……そんなのやだ……このまま龍りゆう之の介すけが放送部からいなくなっちゃうなんて、そんなのやっぱりやだよ……！」

　先輩の声が感情の色を帯びたものになる。

「龍りゆう之の介すけといっしょに放送部の活動をするのが楽しいし、熱心で真まっ直すぐにがんばってくれる龍りゆう之の介すけを指導するのもわくわくする……！　そうじゃなくたって、ただ傍そばにいっしょにいるだけで、何でもないことをお喋しやべりしてるだけで、胸の奥がぽかぽかとあったかくなってくる。ちょ、ちょろいって言われちゃうかもしれないけど、それはきっと龍りゆう之の介すけといる時だけの特別で、龍りゆう之の介すけじゃないとダメで……！」

　龍りゆう之の介すけのシャツをぎゅっと握り締めながら、先輩は泣いていた。

　放送室でのそれとは比較にならないほどの勢いで、それはもう号泣と言っていいほどのものだった。

「で、でも、龍りゆう之の介すけを野球部に送り出した方がいいっていうのもわかってる……先輩としてはそうするべきだっていうのはわかってる……だ、だけど頭ではそうだって思ってても、感情がぜんぜんついてこなくて……も、もうどうしていいかわかんない……う、うわぁあああああああん……！」

「いや花か梨りん先輩それは」

「わぁああああああああああああああああああああああああああああんんん……！」

　龍りゆう之の介すけのシャツにしがみつくようにして、先輩がさらに嗚お咽えつを上げる。

　そんな先輩の背中にそっと手をやりながら龍りゆう之の介すけは思う。

　先輩の気持ちは嬉うれしい。

　泣かせてしまったことは本当に申し訳なく思っているけれど、龍りゆう之の介すけと過ごしたこの一年間という時間を大切に思ってくれているからこそ、ここまで感情を露あらわにしてくれているのだということは分かった。そのことは本当に……この場で叫び出してしまいたくなるくらいに喜ばしいことだ。

　だけど一つだけ、先輩の言っていることの内容で、龍りゆう之の介すけには首を捻ひねらざるを得ないことがあった。

　それは──

「あの、花か梨りん先輩」

「……う、ううううう……」

「一つだけ、訊ききたいんですが」

「…………？　……」

　振り向いて先輩の正面に立つと。

　龍りゆう之の介すけはこう言った。




「──俺が野球部に戻るって、何の話ですか？」




「……………………へ？」

　その龍りゆう之の介すけの言葉で、時間が止まった。

　先輩がシャツに埋めていた顔を上げて、目を瞬しばたたかせる。

「え、だ、だから……龍りゆう之の介すけ……野球部に復帰するんじゃないの……？　それで野球部は兼部禁止だから放送部は退部することになって、それがお願いしたいことだったんじゃ……」

「え？　いや、野球部には復帰しませんが」

　そう、問題なのはそこだった。

　龍りゆう之の介すけには放送部を退部して野球部に戻る予定なんてこれっぽっちもない。

　今もそうだし、これから先もそうだ。

　なのにどうしてそんな話になっているのか。

　思い当たる節が……一つだけあった。

　少しだけ申し訳ない気持ちになる龍りゆう之の介すけに、先輩は目をぱちぱちとさせながら続けた。

「だ、だってこないだ話してたよね……？　『彩さい雲うん祭さい』の時に聞いちゃったんだよ、野球部っぽい男子とそーいうことを話してるところ……」

「……」

　やっぱりそれか……

　というかそれ以外に考えられなかった。

　確かに龍りゆう之の介すけはあの時に東ひがし山やまと野球部についての話をしていた。だけどそれは龍りゆう之の介すけが野球部に復帰するということではなくて……

「それは違います。あれは」

「い、いいって、今さら気を遣ってくれなくても。あ、あたしは今はこんなだけど、ちゃんと時間が経たって落ち着いたら野球部の龍りゆう之の介すけを受け入れるから……」

「そうではなくて」

「だ、だいじょうぶだよ……こ、こう見えてもあたしはけっこう図太いし、大人の度量で全部吞のみこんでみせて──」

「聞いてください！」

「ぴ……っ……」

　先輩が小さく悲鳴を上げる。

　そんな先輩の目を真まっ直すぐに見て、龍りゆう之の介すけは言った。

「あの時……確かに野球部の話はしていました。でもそれは来週から一週間だけコーチとして一年生の練習を指導するだけです。それも朝練や休み時間などの、放送部の活動のない時間に」

「え……」

　先輩が何を言っているのか分からないって顔で目を丸くする。

「そ、それ……ど、どういうこと？」

「言葉通りです。俺は野球部には復部しません」

「で、でも、あの時の話だと〝野球部〟とか〝戻ってくる〟とか〝もう一度いっしょに白球を追いかける〟って……」

「〝野球部〟に臨時コーチとして一時的に〝戻ってくる〟。選手とコーチとして〝もう一度いっしょに白球を追いかける〟という意味だと思いますが」

　あの時に東ひがし山やまから、もう一度野球部に関わらないかと打診されたのは事実だ。

　だけどそれはあくまで外部の第三者として、一時的な臨時コーチとしての立場でだ。

　龍りゆう之の介すけ自身が野球にはもう未練がなくて、放送部（仮）を離れるつもりが欠片かけらもないということを、東ひがし山やまはよく知っていたから。

　そして龍りゆう之の介すけがコーチを引き受けたのも、それと引き換えに東ひがし山やまからある申し出を受けていたからであって……

「……」

　先輩が完全に沈黙する。

「じゃ、じゃあ全部……あたしの勘違い？　早とちり……？」

「そういうことになりますね」

「………………………………………………………………………………………にゃーん……」

　先輩が、か細い鳴き声を上げながら真っ赤な顔でへなへなとその場にしゃがみ込んだ。

「う、ウソでしょ……？　あ、あれだけ悩んで色々考えて、身を切るような思いで龍りゆう之の介すけを送り出そうとしたのに、それが全部、思い違い……りゅ、龍りゆう之の介すけのばかー！　あ、あたしの涙を返せー！」

　立ち上がってぽかぽかと龍りゆう之の介すけの胸を叩たたいてくる（痛くない）。

　とはいえさすがにこれには龍りゆう之の介すけも謝るしかなかった。

「す、すみません」

「う……で、でもよく考えたらちゃんと話を聞こうとしなかったあたしも悪かったんだよね……。だ、だって、龍りゆう之の介すけが放送部を退部するなんて話……聞いちゃったらその瞬間からすぐに言こと霊だまで龍りゆう之の介すけがいなくなっちゃいそうで……こ、怖かったんだもん……」

「花か梨りん先輩……」

「で、でも、それだったらあの時に龍りゆう之の介すけが言おうとしてたお願いって何のことなの？　ほ、放送部を退部して野球部に戻る以外になくない……？」

　なおもそんなことを言ってくる先輩。

　不安そうな視線で見上げる先輩に、龍りゆう之の介すけは言った。

「俺がお願いしたかったのはそんなことじゃないです」

「え……？」

「ただ」

「た、ただ……？」

「……花梨先輩に後夜祭をいっしょに過ごしてほしいと……そうお願いするつもりでした」

「にゃ……っ……!?」

　先輩の顔が一気に酸性反応をしたリトマス紙みたいに赤くなる。

「え、ちょ、ちょっと、そ、それって……」

「……」

「え、あ、あたしなんかで……いいの……？」

「花か梨りん先輩がいいんです」

　その龍りゆう之の介すけの答えに、先輩が「ひょ……っ……」と声を上げた。

「そ、即答……っ……!?」

「一秒ほども迷う余地のないことですから」

「お、音速を超えてソニックブーム……？　で、でも、あれだよ？　こ、後夜祭っていえばすっごく盛り上がることで有名で、だ、だいたいはカップルがいっしょに過ごすのが定番で……にゃ、にゃ────────……っ……！」

　何かのキャパを超こえたのか、先輩がネコ耳ヘアーをぷるぷる震わせながらにゃあにゃあ鳴き声を上げる。

　とはいえ、この反応は確実にアウトだって言っていいものだ。

　真ま衣いさんの言っていた通り、本当に大喜びしてくれているようだった。

「う、うう……色々ありすぎてついていけにゃい……」

　先輩が額に手を当てながらふらふらと後ずさる。

　と、そこで持ち前の運動神経の微妙さが災いして、先輩が何もないところで足をもつれさせた。

「あ……っ……」

「先輩……！」

　手足をぱたぱたとさせてバランスを崩した先輩を助けるべく前に出る。

　後ろにひっくり返りかけたところを慌てて支えようとして……まるで社交ダンスで身体からだを反らした女性を男性が抱き支えているようなかたちとなった。

「……あ……」

「……」

　距離の近さとしては、以前の放送室で後ろから抱きとめた時と同じような状態。

　ただあの時と違うのは、前から受け止めたため先輩が至近距離で正面を向いているのと、周りが明るいせいで先輩の真っ赤になった表情がよく見えることで……

「……」

「……」

「……大丈夫、ですか？」

「え……？　あ、う、うん、りゅ、龍りゆう之の介すけが助けてくれたから……」

「そう、ですか……」

「……う、うん……」

　沈黙。

　社交ダンスポーズの体勢のまま、何となくお互いに黙ってしまう。

　先輩の整った小さな顔が龍りゆう之の介すけのすぐ目の前にあった。

　背中に回した手と触れ合った箇所から先輩の高めの体温が伝わってきて、その部分だけ熱を帯びているような感覚にとらわれる。

　互いの瞳に互いの顔が映るほどの距離にある先輩の顔が「あ、あわわわわ……」と見る見るうちに真っ赤になっていくのが分かる。

　それだけじゃなくて、龍りゆう之の介すけの胸もまるで走り込みをした後のように不自然にドクドクと脈打っていた。

　この状況はまずいような気がした。

　何かがいつもとは違うと龍りゆう之の介すけの本能が告げていた。

　これ以上胸の動どう悸きが激しくなる前にこの状態を脱しようとして。

　その時だった。




　ガチャガチャ……！




　屋上のドアノブが回される音が聞こえてきて。

「！」「!!」

　続いて。

「花か梨りん、後輩くん、いるー！」

「……い、市いち村むら先輩……高たか遠とお先輩……ど、どこですか……？」

　そんな声とともに。

　真ま衣いさんと舞まい原はらさんが屋上へと飛び込んできた。
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（な、何で真ま衣いたちがここに……？）

　押し殺したようなくぐもった声で、先輩がそう口にした。

（分かりません。ただ俺たちが戻るのが遅かったので、心配して探しに来たのではないでしょうか？）

（それは……あり得るかも。そういえば今日は真ま衣いと約束もしてたし……。で、でも……）

　そこで先輩は一度言葉を止めると、

（で、でも……な、なんか今さら出づらいっていうか……）

　気まずそうな声でそう言った。

（それはそう……ですね）

　龍りゆう之の介すけたちがいる場所。

　それはおそらく『彩さい雲うん祭さい』の時から放置されていただろう、ダンボールの中だった。

　真ま衣いさんたちが屋上に駆け込んできた時。

　どうしてか二人とも反射的に隠れようとしてしまい、気が付けば……近くに置いてあったこのダンボールの中に飛び込んでいたのだ。

（と、とりあえず……真ま衣いたちが行くまで待とう？　それまではこのままここに隠れて……）

（分かりました）

　そううなずき返して、ダンボールの中で二人息を潜める。

（……）

（……）

（……）

（……先輩）

（ん？）

（こうしていると……何だか花か梨りん先輩がぬいぐるみみたいですね）

（こ、こんな時になに言ってるの!?）

　先輩が口元に手を当てたまま声を上げた。

（いえ、場違いなのは分かっているんですが。だけどあまりにも花か梨りん先輩がジャストフィットしているので、つい）

（う、そ、それはそうかもしれないけどさぁ……！）

　今の二人の体勢は、狭いダンボールの中に大きな龍りゆう之の介すけとちっちゃい先輩の二人が無理矢理入っているため、龍りゆう之の介すけの腕の中に横抱きになった先輩がすっぽり収まるようなものになっていた。

（そ、それよりさ……）

（？）

（龍りゆう之の介すけって……よく聞くといい声してるよね）

　ちょっとためらうような素振りを見せた後、そう言った。

（え、そう……でしょうか）

（う、うん。最初に会った時から気になってたんだけど、低くて落ち着いててよく響く声。聞いてると安心できる感じ……？　な、なんかさっきから耳元でささやかれてるから、余計にそう感じるっていうか……）

[image: ]

（ですが花か梨りん先輩の方が遥はるかにいい声です）

（え、そんなことないよ。あたしの素の声は、やっぱり普通と違ってて気になるし……）

（いえ先輩の声は天使のささやきです。目を閉じると空からラッパを吹いた天使たちが舞い降りてくるのが見えてくるかのようです）

（それ宗教画とかじゃないの!?　しかもハルマゲドンとかの！　で、でも龍りゆう之の介すけの方が絶対いい声だよ！）

（花か梨りん先輩です）

（いいや、龍りゆう之の介すけだ！）

（花か梨りん先輩）

（龍りゆう之の介すけ！）

（花か梨りん先輩）

（龍りゆう之の介すけ……！）

　そんなやり取りを繰り返した後。

（……ぷっ……）

（……はは……）

　どちらともなく笑い出してしまった。

（なんか……前にもこんなことをやったような気がする）

（そうですね、そんな気がします）

　しばらくの間、二人で声を抑えて笑い合う。

　やがて目元に手を添えながら、先輩が言った。

（ふふ、でもこうやって龍りゆう之の介すけと他愛もないことを話してる時間が、一番楽しいかも……）

（それは俺もです）

（……ねえ、ほんとに野球部に行っちゃったりしないんだよね？）

　確認するように、先輩が小さく見上げてくる。

（行きません。俺はずっと放送部に、先輩のすぐ隣にいますから）

（ほ、ほんとに……？）

（はい。毎日先輩の声を近くで聞けないと体調がすぐれなくなる身体からだになってしまいました。というよりも先輩の声を聞くだけで血行がよくなり食欲が増してお腹なかが鳴ります）

（パ、パブロフの龍りゆう之の介すけか！）

（そう言ってもらえると光栄です）

（ほ、ほめてないってば！　も、もう、ほんとに龍りゆう之の介すけは……。…………で、でも、ずっと隣にか……そ、それも悪くないかにゃ……）

　くるくると髪の毛の先を指に絡からませて回しながら、聞こえるか聞こえないかくらいの声で先輩が小さくそうつぶやく。

　その顔は耳や首元まで真っ赤になっていて視線は完全に宙を泳いでいてトレードマークであるネコ耳ヘアーは斜め後ろに倒れていて……どこからか力強い、アウト！　の声が聞こえた気がした。

　先輩が、照れるだけじゃなくて確実に喜んでくれているのが分かった。

「……」

　だけどそれだけじゃなかった。

　さっき先輩が泣きながら気持ちを露あらわにしてくれた時。

　そして今、先輩がこうして龍りゆう之の介すけが隣にいることが嬉うれしいとはっきりと声にして伝えてくれている時。

　考えてみれば、『彩さい雲うん祭さい』の前日に先輩と二人きりになった時にも。

　嬉うれしいのは当然だったけれど、だけどそれだけじゃなくて、どこか気恥ずかしいような照れくさいような、そんな感情が胸の奥からこみ上げてくるのを龍りゆう之の介すけは感じたのだ。

　初めて経験する、淡くてフワフワとしているのだけれど、強い感情。

　そう──まるでヒットを打たれたような。

（？　どうしたの、龍りゆう之の介すけ）

（え？　あ──いえ、何でも）

（??）

（……それよりもそろそろ真ま衣い先輩たちも行ったかもしれません。もしいなくなっていたらここから出て──）

　龍りゆう之の介すけがダンボールの隙間から外に視線をやりながらそう口にしかけて。

（……）

（？　ん、どうしたの、龍りゆう之の介すけ……って!?）

　先輩が龍りゆう之の介すけの視線の先を追う。

　するとそこには……

「やっほー、花か梨りん、後輩くん♪」

「……あ、あの……そ、その、わたしたちは……ぬ、盗み聞きをしていたわけ……ではなくて……」

　そこには……ダンボールの前でこっちを見下ろしながらにやにやと楽しそうに笑みを浮かべる真ま衣いさんと、おろおろと真ま衣いさんとダンボールの間で視線をさまよわせる舞まい原はらさんの姿があった。
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「え、な、なんで……？　ど、どうしてあたしたちがここに入ってるってわかったの……？」

「えー、むしろ二人とも、あれだけよく通る声で喋しやべってて気づかれないと思う方が不思議なんだけどなー」

　呆あきれたように真ま衣いさんがつぶやく。

　そういえば途中から先輩との会話に夢中で、声を抑えることにあまり注意がいっていなかったような気がする。

「じゃ、じゃあもしかして、あ、あたしたちが話してたこと、ぜ、全部、き、聞いて……？」

　先輩がわなわなと声を震わせながら真ま衣いさんを見上げる。

　そこで真ま衣いさんはにまにまと笑って。

「ていうか私たち、お邪魔だったかなー。ごめんねー」

「にゃ、にゃー！」

　先輩が悲鳴を上げた。

「お、お邪魔って、そ、そーいうのじゃないから！　あ、あたしはただ……そ、そう、これからの展望！　これからの展望について龍りゆう之の介すけとすり合わせをしてただけで……！」

「えー、でも後輩くんが傍そばからいなくなっちゃうのがイヤなんでしょー？　すぐ隣にずっといてくれるのも悪くないって……それもうプロポーズじゃない？」

「プ、プロ……っ……!?　ち、違うの！　あ、あれは……っ……！」

「そうだったんですか？」

「ち、違うよ！　は、話をややこしくしないで！」

「いいからいいから、もう認めちゃいなって。花か梨りんと後輩くんだったら祝福するからさ」

「……い、市いち村むら先輩と……た、高たか遠とお先輩が……？　……え……わ、わたしはどうしたら……う、うう……ジョ、ジョン……」

「もしも先輩の先ほどの言葉がそういうことだったのなら嬉うれしいです。今日が人生最高の一日になりました」

「だ、だから、違うって言ってるのに……」

　そこで先輩はぷるぷるとそのちっちゃい身体からだを震わせると。

　がーっと両手を勢いよく上げて。




「あ、あー、もう！　全部知らない！　後は野となれ山となれにゃんだから！　にゃ、にゃ─────────ん……！」




　そう空に向かって鳴き声を上げたのだった。

　先輩のその声は屋上から校庭に向かって大きく響き渡り。

　さらにそれだけに留まらずにゃーん……にゃーん……にゃーん……と木こ霊だまして拡散していき。

　遥はるか三キロ離れたショッピングモールにまで届いて謎の鳴き声（かわいい）として話題になったと後日知らされて、先輩は両手で顔を覆うことになったのだった。








・本日のアウト数：５

・累計のアウト数：25












[image: エピローグ『後夜祭と、花火と、やっぱりちっちゃくてかわいい先輩が照れる話』]
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　後夜祭当日。

　龍りゆう之の介すけは、約束した通り先輩といっしょに校舎を回っていた。

「わあ、やっぱり後夜祭は『彩さい雲うん祭さい』本番とぜんぜん印象が違うよねー」

「そうですね」

「あ、見て見て、キャンドルの光が道みたいになってる！　それにあっちには灯とう籠ろうみたいなのが飾られてるし……。だれかが作ったのかな？　きれいだなー」

　たくさんのロウソクや装飾品で色とりどりに彩いろどられた廊下や教室を見ながら、先輩が弾んだ声できょろきょろと辺りを見回す。

『彩さい雲うん祭さい』本番ほどの盛り上がりはないけれど、その分だけ落ち着いた空気が流れていて雰囲気がいい。

　さらに暗くなってからは校庭でキャンプファイヤーが行われ、花火も打ち上げられるのだという。

「花火とかって大盤振る舞いだよねー。さすが私立っていうか」

「そうですね」

「まあでもすっごいからね、うちの学校の花火。近所に住んでる人たちにも有名みたいで、去年とかも十六連発とかがあってきれいだったよねー？」

「いえ、自分は今まで後夜祭に出たことがなかったのでよく分からないのですが……」

「え、そうなの？」

「はい。中等部の時は野球部の練習でそれどころではなかったですし、去年は花か梨りん先輩を誘おうかと悩んでいる内に終わってしまっていました」

「え？　あ、そ、そーなんだ。そ、それはちょっと悪いことした……のかな……？　う、うーん……」

　先輩が複雑そうな表情で頭をひねる。

　そんな先輩に龍りゆう之の介すけは尋ねた。

「先輩は、だれかといっしょに後夜祭に出たことはあるんですか？」

「え、あ、あたし……？」

「はい」

「……そ、そりゃああるよ？　ま、まあ、あたしくらいになれば引く手あまたっていうか、後夜祭をだれかと過ごすことの一回や二回くらい、余裕で経験済みで──」

　と、そこで『彩さい雲うん祭さい』の最中に見かけた先輩の友だちが通りかかった。

「あ、花か梨りんちゃんだ～。おお、後夜祭なのに男子といっしょにいる～。初めて見たよ～」

「……」

「……」

　微妙な沈黙。

　先輩がやけになったかのように叫んだ。

「……そ、そうだよ、初めてだよ！　去年と一昨年は真ま衣いたちといっしょだったし、中等部の頃はそもそもこの学校にいなかったんだもん！」

「……」

「で、でもこれでもあたしはモテるんだからなー！　そ、その気になればきっといっしょに回りたい男子の五人や十人くらい簡単に……」

「……」

「……た、たぶん、簡単に……」

「本当ですか？」

「う、疑ってる!?　い、いいじゃん口で言うくらい！　モ、モテるのはほんとなんだし、たぶん……」

「いえ、そっちではなく」

「……？」

「後夜祭を男子と過ごすのは初めてだという……」

「え？　あ、う、うん……」

「…………」

「りゅ、龍りゆう之の介すけ？」

「……嬉うれしいです」

「え？」

「花か梨りん先輩の初めての後夜祭の相手になれるなんて、あまりの喜びで手の震えが止まりません。武者震い、というやつでしょうか。感激です……！」

「そ、そーいうのはいいから……！」

　そう言いつつも先輩はやはり耳まで真っ赤になっていて。

　しっかりとアウトを取ることに成功した。







「それで、どこに向かってるの？」

　校舎を出て並んで歩いていると、先輩がそう尋ねてきた。

「こっちって確か運動部の部室棟とかがある方だよね？　なんか出し物でもあるの？」

「いえ、そうではないんですが……」

「？」

　龍りゆう之の介すけには先輩を連れて行きたい場所があった。

　そこは普通だったら入ることのできない特別な場所。

　そのために、今日の後夜祭に誘ったといっても過言ではないのであって……

「え、ちょっと待って。確かこっちにあるのって野球部の部室だよね？　前にアナウンスした時に来たことあるもん」

「……」

「ま、まさか龍りゆう之の介すけ……やっぱり野球部に復部することになってそのことを暗に告げるためなんじゃ……」

「それは違います」

　何度も言ったことだが、龍りゆう之の介すけには野球部に復帰するつもりはこれっぽっちもない。

　ただ向かっている先は先輩の言っていることと大きくは違わないのであり……

「着きました」

「こ、ここって野球部の部室があるとこじゃん！　やっぱ龍りゆう之の介すけ……」

「はい。でも用があるのはそこじゃありません」

　首を横に振って、先輩を部室棟の裏へと案内する。

　そこには壁にかけられた、小さなハシゴがあった。

「え、これって……」

「ここから、屋根に上れるようになってるんです。どうぞこっちへ」

「え、う、うん……」

　まだ戸惑いの表情を浮かべる先輩を支えつつ、二人で部室棟の屋根へと上る。

　屋根の上は広く平らになっていて、先輩と龍りゆう之の介すけ二人が座るのには十分快適なスペースがあった。

「こ、こんなところに連れてきてどうするの？　はっ、ま、まさか、なにかいかがわしいことを……」

「違います」

「……し、知ってたし！」

　先輩が顔を真っ赤にして声を上げる。

「で、でも、だったらなんでこんなところに連れてきたの？　真っ暗だし、高くて怖いし……」

「もう少しです」

「え？」

　先輩が首を傾けた、次の瞬間だった。




　ヒュー……ドンドンドーン！




　そんな音とともに。

　真っ暗な夜空に、大輪の花が咲き誇った。

「あ……」

「ここは後夜祭の花火が見られる穴場のスポットとして野球部内では知られているんです。なので野球部の次期部長に話を通して、入れるようにしてもらいました」

　そう、これが龍りゆう之の介すけが野球部の臨時コーチを引き受けるにあたって、東ひがし山やまから提案された見返りだった。

　盛り上がると評判の後夜祭の花火。

　それを一番きれいに見える場所で……先輩といっしょに見たかったから。

「うわぁ、すごい……こんなよく見えたのって、初めてかも……」

「打ち上げ場所が一番近いので大きく見えるんだそうです」

「そうなんだ、素敵……」

　ほうっと息を吐いて熱に浮かされたように空を見上げる先輩。

　そんな先輩に、龍りゆう之の介すけは言った。

「花か梨りん先輩……また花か梨りん先輩といっしょに、ここで花火を見たいです」

「え……？」

「来年も、その先もずっと、今回みたいに花か梨りん先輩といっしょに『彩さい雲うん祭さい』でデートをして、その後にはこうやって二人で花火を見たいです」

「にゃ……っ……!?」

　先輩がのけぞりながら鳴き声を上げた。

「で、でも、あたしは来年は卒業してていないよ？　放送部員でもなくなっちゃってるし……」

「ＯＧとして遊びに来てください。歓迎します」

「さ、再来年は龍りゆう之の介すけも卒業しちゃってるからどっちも部外者だし……」

「お互いにＯＧとＯＢとして来ましょう」

「う、へ、へこたれないな……りゅ、龍りゆう之の介すけらしいっていうか……。……ま、まあ、そういう選択肢もあるのかにゃ……」

　先輩が明後日あさつての方向を見ながらも、ぽつりとそうつぶやく。

　花火の光に照らされながらも、その顔が首筋まで紅潮しているのが分かった。

「ありがとうございます」

「べ、別にお礼を言われるようなことじゃないよ。あ、あたしだって、花火見たいし……」

「いえそれもですが、このままだと花か梨りん先輩が卒業してしまう前に、やろうと決めていることを達成できるか分からなかったので」

「やろうと決めてるってこと！　た、確か一日三回あたしを喜ばせることに一週間以上連続で成功したらっていう……」

「それは趣旨を変えました」

「え、そ、そうなの？」

（じゃ、じゃあ、もう照れさせられる心配はしなくてもだいじょうぶなのかな……？）

「今まではそういう条件で考えていましたが、内容を変えることにしました。アウトの数は累積で考えることにしました」

「る、累積……？」

「はい。累積で１００個以上のアウトを取った時には、花か梨りん先輩をそれだけ喜ばせることに成功したら、誓いを果たそうかと思います」

「じょ、状況は変わってない！」

（……って、それどころか、一週間に一回照れさせられるのを阻止すればよかった今までと違って、照れさせられポイントがたまったら自動的に達成になるからあたしにはもうどうにもできないんじゃ……）

　何やら焦あせった顔になる先輩に。

「……いえ、それが」

「……？」

「……いや、こっちのことです」

　果たして状況が変わっていないと言えるのか。

　龍りゆう之の介すけが気になっているのは、『ヒット』のことだった。

　時折先輩の反応を受けて湧き上がってくる、未知の感情。

　胸や顔が熱くなって、動どう悸きが激しくなって、ハードなトレーニングをした後のような身体状況になってくる。

　あれの正体は龍りゆう之の介すけにはよく分からない。

　ただ……あれがあらわれた時には、『ヒット』を打たれた時には、アウトを一つ消すべきなのではないかと、何となくそう思ったのだ。

「えー、ちょっと何のことなのー。教えてよー」

「いえそれは」

「今さら隠し事はなしだって。ていうかあたしにも関わってくることなんだから」

　なおも食い下がってくる先輩に、龍りゆう之の介すけは言った。

「花か梨りん先輩を見ているとバットでボールを思いきり叩たたかれた時のような気持ちになるということです」

「な、なにそれどういう気持ちなの!?」

「それだけではなく、顔が熱風を受けたように熱くなり、息遣いが荒くなって、動どう悸き息切れが生じます」

「え、こ、更年期障害？　だ、だいじょうぶ!?　救●いる!?」

「いえ、俺にとっては花か梨りん先輩の存在が救●のようなものなので……」

「あ、あたし、第二類医薬品!?　人間やめちゃった!?」

「というよりも花か梨りん先輩は癒やしの女神です。そこにいてくれるだけでヒーリングの効果があるといいますか」

「め、女神？　ヒ、ヒーリング!?　に、人間を超越してる!?　って、こ、この会話、前にもしたような……」

「何度だって言います。俺にとって花か梨りん先輩は女神です。天使です。地上に降臨したかわいさという概念の化身です」

「と、とうとう概念になっちゃった!?　ま、待って！　りゅ、龍りゆう之の介すけの誓いについて訊きいてたはずなのになんでまた流れるようにあたしが照れさせられてるの!?　も、もう意味がわかんにゃい……！」

　先輩は両手をおでこに当ててネコ耳ヘアーをふるふるとさせると、




「にゃ、にゃ──────────────────────────────────!!」




　何かを発散させるかのように、夜空に向かって鳴いた。

　そんな先輩の鳴き声は、辺りに鳴り響く花火の音にかき消されたのだった。








・本日のアウト数：３

・累計のアウト数：28









　あとがき




　こんにちはまたははじめまして、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『ちっちゃくてかわいい先輩が大好きなので一日三回照れさせたい』２巻をお届けいたします。







　さて『かわてれ』２巻、いかがでしたでしょうか。このシリーズはとにかく先輩のかわいいところを押し出すことを第一の目標としています。ちっちゃくてネコ耳ヘアーな花か梨りん先輩のことを少しでもかわいいと思っていただけたのなら嬉うれしい限りです。その他にも大きくて大人びた外見の後輩、フレンドリーでしっかりした先輩、眼鏡で委員長な同級生なども登場しております。ちなみに全員照れます。

　また『かわてれ』ですが、１巻発売のすぐ後にＰＶを作っていただきました。花か梨りん役を雨あま宮みや天そらさま、龍りゆう之の介すけ役を内うち田だ雄ゆう馬まさまにやっていただいています。電撃文庫の YouTube チャンネルで見ることができますので、まだ見ておられない方はぜひぜひ視聴してみていただければと思います。声のついた先輩は本当にかわいいし、龍りゆう之の介すけはめちゃくちゃ渋いのでリピート必至です……！







　ここからはお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の黒くろ川かわさま、小お野の寺でらさま。今回もだいぶ締め切りを引っ張ってしまいました……すみません＆ありがとうございます。

　イラストのはねことさま。前巻に引き続き今巻も素敵なイラストをありがとうございます……！　先輩のネコ耳ヘアーがあまりにもかわいかったので本文にフィードバックさせてしまいました。実際にできる髪型ということで興味あります……







　そして何よりもこの本を手に取ってくださった方々に最大限の感謝を。







　それではまたお会いできることを願って──








二〇二〇年九月　五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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ちっちゃくてかわいい先セン輩パイが大だい好すきなので一いち日にち三さん回かい照てれさせたい２








五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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